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⑨金沢市監査公表第12号

地方自治法(昭和22年法律第67号)第252条の37第 5項の規定により、包括外部監査人坂下清司から監査の結果に

関する報告の提出があったので、同法第252条の38第 3項の規定により、次のとおり公表します。

平成28年 4月11日

金沢市監査委員 西

金沢市監査委員 中

金沢市監査委員 田

金沢市監査委員 松

村

島

中

井

賢

秀

展

純

了

雄

郎

包括外部 監査 結果 報告 書

平成28年3月29日

金沢市監査委員 西 キナ 賢 了様

金沢市監査委員 中 島 秀 雄様

金沢市監査委員 田 中 展 郎 様

金沢市監査委員 松 井 純 様

包括外部監査人 坂 下 清 司

使用料及び手数料について
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7
 
監

査
人

補
助

者

塚
崎

俊
博

(
公
認
会
計
士
)

窪
田

隆
之

(
公

認
会

計
士

)

佐
藤

裕
美

子
(

公
認

会
計

士
)

制
11

見
孝

次
(

公
認

会
計

士
、

弁
護
士
)

外
部

監
査

の
概

要

1
 
外

部
監

査
の

種
類

地
方

自
治

法
第

2
5
2
条

の
3
7
第

1
項

及
び

金
沢

市
外

部
欧

査
契

約
に

基
づ

く
舵

査
に

関
す

る
条

例
第

2
条

に
基

づ
く

包
括
外

部
監

査

第
1

8
 
利

害
関

係

包
括

外
部

監
査

の
対

象
と

し
た

特
定

の
事

件
に

つ
き

、
地

方
自

治
法

第
2
5
2
条

の
2
9
の

規
定

に
よ

り
記

載
す

べ

き
利

害
関

係
は

な
い

。

2
 
選

定
し

た
特

定
の

事
件

(テ
ー

マ
)

使
用

料
及

び
手

数
料

に
つ

い
て

減 N ∞∞ ω 羽 E q N 闘争

3
 
特

定
の

事
件

(テ
ー
マ

)
を

選
定

し
た

理
由

少
子

高
齢

化
の

進
展

lこ
伴

う
社

会
保

障
費

の
増

加
な

ど
、
厳

し
い

財
政

状
況

が
続

く
中

で
、
今

後
と

も
健

全
な

財
政

運
営

を
堅

持
し

て
い

く
た

め
に

は
、

事
務

事
業

の
見

直
し

等
に

よ
る

歳
出

の
削

減
と

合
わ

せ
て

、
歳

入
の

確

保
に

向
け

た
取

組
が

重
要

と
な

る
。

金
沢

市
の

平
成

2
7年

度
一

般
会

計
当

初
予

算
に

お
い

て
は

、
使

用
料

及
び

手
数

料
が

約
3
3億

6
千

万
円

と
な

っ

て
お
り

、
貴

重
な

自
主

財
源
、と

な
っ

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
社
会

環
境

が
変

化
す

る
中

で
、

受
益

者
負

担
の

水
準

の
妥
当

性
や

、
適

正
か

つ
効

率
的

な
事

務
の

執
行

が
な

さ
れ

て
い

る
か

に
つ

い
て

検
証

す
る

こ
と

は
、
有
益
で
=
あ

る
と

考
え

選
定

し
た

。

う省 卦

4
 
外

部
監

査
の

方
法

(
1
 )
欧

査
要

点

①
使

用
料

及
び

手
数

料
が

適
切

な
設

定
・
水

準
に

な
っ

て
い

る
か
。

②
使

用
料

及
び

手
数

料
の

徴
収

・収
納

事
務

が
関

係
法

令
及

び
条

例
等

に
基

づ
き

適
正

に
執

行
さ

れ
て

い
る

か
。

③
使

用
料

及
び

手
数

料
に

関
す

る
事

務
が

適
正

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

bラ 期
(
2
 )
主

な
監

査
手

続

主
に

質
問

、
閲

覧
、

必
要

に
応

じ
て

視
察

、
現

物
確
認
、
等
を
実

施
し
た

。

5
 
外

部
監

査
の

対
象

期
間

原
則

と
し

て
平

成
2
6年

度
を

対
象

と
し

た
。

た
だ

し
、
必

要
に

応
じ

て
過

年
度

及
び

平
成

2
7年

度
の

一
部

に
つ

い
て

も
欧

査
の

対
象

と
し

た
。

6
 
外

部
監

査
の

実
施

期
間

平
成

2
7
年

7
月

3
日
か

ら
平
成

2
8
年

3
月

16
日
ま
で
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(2
 )

手
数

料

地
方

自
治

法
で

は
、

手
数

料
に

つ
い

て
、

以
下

の
と

お
り

規
定

し
て

い
る

。

け
也
方
自
治
法
(
抜
粋
)

(
手
数
料
)

i第
22
7
条

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、
当
諺

i
 手

数
料

を
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

i第

闘争 う省 卦 期

金
沢

市
で

は
、

地
方

自
治

法
に

基
づ

き
、
金

沢
市

手
数

料
条

例
又

は
個

別
の

条
例

に
お

い
て

、
手

数
料

に
関

す
る

事
項

を
定

め
て

お
り

、
手

数
料

条
例

に
お

い
て

は
、
以
下

の
と

お
り

規
定

し
て

い
る

。

!
金

沢
市

手
数

料
条

例
(

抜
粋

)
一一
つ

l第
2
条

手
時
数
料
肘
を
矧
叩
徴
伽収

す
怜
る
事
鞠
務
及
び
当
該
向
鞠
に
係
る
砕
手
数
緋
桝
辛
料
↓

凶
額

は
別

表
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

I

[
第

3
条

手
数

料
は

、
前

条
に

規
定

す
る

手
数

料
を

徴
収

す
る

事
務

に
係

る
申

誇
の

|
深

に
、

当
該

申
請

を
し

た
者

か
i

i
 ら

徴
収
す
る

。
た

だ
し

、
市
長

は
、

当
該

事
務

の
性

質
上

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
当

該
事

務
が

終
i

該
事

務
が

終
了

し
た

日
後

の
市

長
が

定
め

る
日

ま
で

に
こ

れ
を

徴
収

す
る

こ
と

が
で

き
i
 

の
は

、
手

数
料

を
徴

収
し

な
い

。

よ
り

無
料

で
取
扱

い
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の

扶
助

を
受

け
る

た
め

に
必

要
な

も
の

が
あ

っ
た

も
の

又
は

国

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
も

の

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
手

数
料

を
減

免
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

I

1
 
使

用
料

及
び

手
数

料
の

概
要

使
用

料
及

び
手

数
料

に
つ

い
て

は
、
地
方
自

f合
法

に
よ

り
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
旨

規
定

さ
れ

た
も

の
で

あ

る
。 (
 1
 )
使

用
料

地
方

自
治

法
で

は
、

使
用

料
に
つ
い
て

、
以
下

の
と

お
り

規
定

し
て

い
る

。

[出
面

両
面

]
 

(
使
用
料
)

第
22
5
条

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、
第

23
8
条

の
4
第

7
項

の
規

定
に

よ
る

許
可

を
受

け
て

す
る

行
政

財
産

の
使

用
i

又
は

公
の

施
設

の
利

用
に

つ
き

使
用

料
を

徴
収

す
る

こ
と
が
で
き
る

。
I

(
分
担
金
等
に
関
す
る
規

制
及

び
罰

則
)

第
峨

分
担

金
使

用
料

加
入

金
及

び
手

数
料

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

は
条

例
で

こ
れ

を
定

め
な

け
れ
l

ば
な

ら
な

い
。

監
査

対
象

の
概

要
第

2

(
行
政
財
産
の
管
理
及
び
処
分
)

第
2
3
8
条
の

4

ι
2
空

財
産

は
、

そ
の

脱
却

目
的

を
妨

げ
な

い
限

度
に

お
い

て
そ

の
使

用
を

許
可

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
」

bラ
金

沢
市

で
は

、
地

方
自

治
法

に
基

づ
き

、
各

施
設

の
設

置
条

例
に

お
い

て
、

使
用

料
に

関
す

る
事

項
を

定
め

て
お
り

、
行

政
財

産
の

目
的

外
使

用
に

つ
い

て
は

、
金

沢
市

市
有

財
産

条
例

第
5
条

及
ひ

明
5
条
の

2
に
お
い

て
、

以
下

の
と

お
り

規
定

し
て

い
る

。

L
金

沢
市

市
有

財
産

条
例

(
抜

粋
)

I
 
(
使
用
料
)

げ
事
5
条

行
政

財
産

を
用

途
及

び
目

的
以

外
に

使
用

さ
せ

る
場

合
は

、
市

長
が

定
め

る
使

用
料

を
納

付
さ

せ
る

も
の
i

|
と
す
る

。
i

け
窮
5
条
の

2
市

長
は

、
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

前
条

の
使

用
料

を
減

免
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

i
 



款
別

平
成

22
年

j支
平

成
2
3年

度
平

成
2
4年

度
平

成
25

年
度

平
成

2
6
年

度

市
税

77
，

 19
0
，
2
8
6

 
77

，
3
17

，
29

6
 

76
，
70

8
，
74
4 

77
，
8
4
3
，
54
5 

79
，
2
8
0
，
71

4
 

地
方

議
与

税
1 ，
3
5
3
，
6
2
0
 

1，
3
2
8
，
78

4
 

1，
2
5
1，
3
9
5
 

1，
19
6
，
3
8
3
 

1，
14

1，
08

1
 

利
子

事
l佼

付
金

2
9
9
，

 7
1
7

 
2
6
4
，
0
50
 

2
6
0
，
4
76
 

19
8
，
0
9
6
 

18
4
，
2
5
1

 

配
当
害

IJ
交

付
金

9
2
，
6
1
7

 
11

1，
2
8
5
 

11
5
，
9
0
8
 

2
3
6
，

 13
7 

4
4
5
，
66

7
 

株
主

等
譲

渡
所

得
書
1限

付
3
6
，
87
4 

32
，
9
0
9
 

37
，
2
8
2

 
4
0
6
，
0
75

 
2
7
2
，
6
53
 

iIi:
 ゴ
ル

フ
場

利
用

税
交

付
金

4
9
，
2
3
8
 

4
9
，
0
68
 

4
6
，
78

3
 

4
7
，
2
2
3
 

4
9
，
74
7 

地
方

消
費

税
交

付
金

4
，
91

8
，
5
4
8
 

4
，
93

9
，
61

3
 

4
，
9
7
3
，
6
0
4

 
4
，
93

1，
2
15

 
5
，
9
0
2
，
6
13

 

特
別

対!
l
方

消
費

税
交

付
金

13
0

 
10
0 

自
動

車
取

得
税

交
付

金
3
8
3
，
6
19

 
3
2
8
，
2
2
2
 

37
4
，
12
5 

4
01

，
4
9
0
 

17
8
，
8
4
7
 

国
有

提
供

施
設

等
所

在
市

助
成

交
付

金
15

，
4
3
1

 
15

，
61

5
 

15
，
6
5
6
 

15
，
6
65
 

15
，
32

1
 

地
方

特
例

交
付

金
7
3
5
，
3
10

 
6
4
5
，
9
6
2

 
2
8
7
，
8
5
2
 

2
8
2
，
22

1
 

2
6
8
，
0
9
7
 

地
方

交
付

税
18

，
16
8
，
65
4 

18
，
4
6
8
，
9
4
4

 
18

，
2
5
3
，
9
0
3
 

16
，
8
3
5
，
4
6
6
 

16
，
0
9
7
，
8
8
6
 

交
通

安
全

対
策

特
別

交
付

金
10
1
，
4
7
7
 

9
7
，
70

2
 

9
4
，
77

2
 

8
9
，
73
5 

78
，
7
12

 

分
担

金
及

び
負

担
金

3
，
2
2
9
，
8
2
4
 

3
，
2
9
9
，
2
8
5
 

3
，
3
5
3
，
8
2
3
 

3
，
4
2
3
，
2
12

 
3
，
47

2
，
3
9
5
 

使
用

料
及

び
手

数
料

3
，

 16
7
，

 74
2

 
3
，
2
0
2
，

 13
8 

3
，
15
8
，
9
2
1

 
3
，
2
0
3
，
6
8
3

 
3
，
3
13

，
9
7
7
 

国
庫

支
出

金
2
5
，
6
18

，
4
6
8

 
2
6
，
6
75

，
3
7
9
 

22
，
8
2
2
，
80
4 

2
5
，
7
2
5
，
8
3
9
 

2
8
，
2
0
7
，
79
5 

県
支

出
金

7 ，
97
1
，
8
17

 
8
，
40
1
，
46
1 

7
，
6
6
0
，
7
4
8
 

8
，
7
9
6
，
4
85
 

8
，
6
0
1，
46

0
 

財
産

収
入

1，
08

2
，
0
8
7
 

6
6
6
，

 13
6 

5
0
3
，
8
3
3
 

4
6
3
，

 18
3

 
4
78

，
0
3
3

 

苦
i附

金
5
3
，
6
3
7

 
6
4
，
30

8
 

4
8
，
2
24

 
14
，
71

5
 

19
6
，
70

8
 

繰
入

金
1 ，

11
0
，
95

9
 

3
91

，
9
0
8

 
8
79

，
8
4
7
 

3
3
6
，
5
8
8
 

1，
5
5
8
，
5
8
8
 

繰
越
金

2
，
50
1
，
3
4
0

 
2
，
8
0
8
，
2
3
3
 

2
，
3
5
6
，
2
8
7
 

2
，
6
8
5
，
74
0 

3
，
0
9
7
，
8
6
8
 

諸
収

入
3
，
2
76

，
9
3
4
 

3
，
3
0
4
，
3
9
9
 

3
，
0
3
1，

7
14

 
2
，
5
6
6
，
6
27
 

5
，
62
1
，
96

8
 

市
債

22
，
85

1
，
4
0
0
 

2
0
，

 18
2
，
3
0
0
 

19
，
6
19

，
8
0
0
 

19
，
0
4
8
，
8
0
0
 

2
3
，
2
2
5
，
00

0
 

言十
1
74

，
 2
0
9
，

 72
9

 
17
2
，

 59
5
，

 09
7 

16
5
，
8
56

，
50

1
 
16

8
，
7
4
8
，
12
3 

18
1
，
6
8
9
，
38

1
 

歳
入

に
占

め
る

使
用

料
及

1.
8

 
1.
9

 
1.
9

 
1.
9

 
1.
8

 
び

手
数

料
の
割

合
(%

)

人
口

1
人

当
た

り
の
使

用
6
.
9

 
6
.9

 
6
.8

 
6
.9
 

7.
1 

料
及

び
手

数
料
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千
円
)

(
単
位

一
般

会
計

歳
入

決
算

額
の
推

移
表

2
2
 
金

沢
市

の
概

要

(
1
 )
金

沢
市

の
概

況

金
沢

市
は

、
明

治
22

年
4
月

1
日
に

市
制

が
施

行
さ
れ

、
太

平
洋

戦
争

で
も

戦
災

を
受

け
ず

、
城

下
111]

の
l町

並
み

、
文

化
や

伝
統

な
ど

を
粗

存
し
、
石

川
県

の
県

庁
所

在
地

と
し
て
発

展
を
続

け
た

。

平
成

8
年

4
月

1
日
、
中

核
市

に
指
定
さ

れ
、

歴
史

や
伝

統
、
学

術
・
文

化
を

大
切

に
し
な

が
ら

も
、
絶

え

ず
革

新
の

営
み

を
続

け
て

き
た

こ
れ

ま
で

の
ま

ち
づ

く
り
は

、
平

成
2
1"
1三
に

「
歴
史
都
市

j
、

「
創
造
都
市

」
と

し
て
認
、め

ら
れ

る
ま

で
に

な
り

、
平

成
2
5
年

に
は

世
界

の
「

交
流

拠
点

都
市

金
沢

」
の

実
現

と
し

づ
新

た
な

都

市
像

を
策

定
し

た
。

平
成

2
7年

4
月

1
日
現

在
に
お

け
る

世
帯

数
及

び
人

口
等

の
状

況
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る
。

闘争

世
;:1
干数

及
び

人
口

等
の

状
況

(
平

成
2
7年

4
月

1
日
現
在
)

世
帯
数

(
世
帯
)

19
9
，
17
4

 

人
口

(人
)

4
6
4
，
23
7 

2
2
5
，
4
4
3
 

女
(
人
)

2
3
8
，
79

4
 

1
世
帯
干

当
た

り
の

人
口

(
人
)

2
.
33
 

人
口

密
度

(人
/
nf
)

9
9
0
.
6

 

面
積

(k
nl)

4
6
8
.
64
 

表
1

う省 卦 期bラ

(注
)t
!l
斗
iF
数

及
び

人
口

は
推
計

で
あ
る

。

(
2
 )
金

沢
市

の
財

政
を

め
ぐ

る
概

況

過
去

5
年

間
の
一

般
会

計
歳

入
決

算
傾

の
椛

移
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

使
用
料
及
び
手
数
料
は

、
3

1億
円
~
3
3
億
円
で
あ
り

、
歳
入
に
占
め
る
割
合
は

1.
8
%
~

1.
9
%
と
な
っ
て
お

り
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い

。
ま
た

、
人
口

1
人
当
た

り
の
使
用
料
及
び
手
数
料
も

6
.8
千
円
~
7

.
1千

円

と
な
っ
て
お
り

、
大

き
な

変
化

は
見

ら
れ

な
い
。

中
込

ま
た

、
過

去
5
年

間
の

自
主

財
源

、
自
主

財
源

比
率

及
び
人
口

1
人

当
た

り
の

自
主

財
源

額
の

維
移

は
、

以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

自
主
財
源
比
率
は
過
去

5
年
間
で

52
%
~

54
%
で
推
移
し
て
お
り

、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い

。
人
口

1

人
当

た
り

の
自

主
財

源
額

に
つ

い
て

は
、

平
成

26
年

度
で

前
年
度
よ
り

13
.
5千

円
増

加
し
て
い

る
が

、
諸

収
入

が
約

3
0億

円
、
市

税
が
約

14
億

円
及

び
繰

入
金

が
約

12
億

円
前

年
度
よ
り

増
加

し
た

こ
と
な

ど
に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
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②
手

数
料

の
抽

出
基

準

原
則

、
以

下
の

条
件

を
満

た
す

手
数

料
を

厳
査

対
象

と
し

た
。

・
取

扱
金

額
が

比
較

的
多

額
(

平
成

2
6年

度
決

算
が

概
ね

5
，
0
0
0
千

円
以

上
)

で
あ

る
こ

と

.
自

治
事

務
で

あ
る

こ
と

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N

所
管

課
手

数
料

名

道
路
建
設

r~
建

設
発

生
土

受
入

手
数

料

建
築

指
導

課
建
築
{
法
認
申
請
手
数
料
、
完
了
検
査
申
請
手
数
料

環
境
政
策
謀
、

リ
サ
イ
ク
ノ
レ
推
進
課
、

廃
棄

物
処

理
手

数
料

(
埋

立
・
焼

却
処

分
、

家
庭

系
、

処
理

業
許

可
等

)

環
境

指
導

課

市
民

課
住

民
票

写
し

交
付

手
数

料
、

諸
証

明
書

交
付

手
数

料

監
査

対
象

手
数

料
表

5

表
3

(
 3
)

監
査

対
象

の
抽

出

①
使

用
料

の
抽

出
基

準

原
則

、
以

下
の

条
件

を
満

た
す

施
設

の
使

用
料

を
監

査
対

象
と

し
た

。

・
一

般
的

に
不

特
定

多
数

の
者

に
利

用
さ

れ
て

い
る

施
設

で
あ

る
こ

と

-
取

扱
金

額
が

比
較

的
多

額
(

平
成

2
6年

度
決

算
が

概
ね

5
，
0
0
0
千

円
以

上
)

で
あ

る
こ

と

.
国

及
び

県
等

の
使

用
料

に
準

拠
し

て
い

な
い

こ
と

闘争 卦 bラ 期う省

監
査
.
対
象
施
設

所
管

課
施

設
名

市
民
協
働
推
進
l
l
*

金
沢

市
近

江
11/]

交
流

プ
ラ

ザ

も
の

づ
く

り
産

業
支

援
諜

L
T

ビ
ジ

ネ
ス

プ
フ

ザ
武

蔵

生
涯

学
習

課
金
沢
市
キ
コ
‘
山
ふ
れ
あ
い
の
盟
研
修
館

、
金

沢
市

キ
ゴ

山
少

年
自

然
の

家
、

金
沢

市

キ
ゴ

山
天

体
観

察
セ

ン
タ

ー

金
沢

市
総

合
体

育
館

、
市

民
体

育
館

内
施

設
)
、
金

沢
市

額
谷

ふ
れ

あ
い

体
育

館
、

プ
ー
ノ
レ

(
3
施

設
)
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
(
6
施
設
)
、
金
沢
市

営
陸

上
競

技
場

、
金

沢

市
民

ス
ポ

ー
ツ

謀
市

営
球

技
場

、
金

沢
市

安
原

ス
ポ

ー
ツ

広
場

、
金
沢
市
営
専
光
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ノ
レ
場

、

金
沢

市
営

医
王

山
ス

キ
ー

場
、

金
沢

市
内

川
ス

ポ
ー

ツ
広

場
、

金
沢

市
戸

室
ス

ポ
ー

ツ
広

場
、

金
沢

市
民

野
球

場
、

金
沢

市
民

サ
ッ

カ
一

場
、

ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

コ
ー

卜
、

金
沢

市
営

浅
野

運
動

広
場

な
ど

18
胞

設

金
沢

歌
劇

座
、
金

沢
市

文
化

ホ
ー

ル
、
金

沢
市

ア
ー

ト
ホ

ー
ル

、
金

沢
市

立
中

村
記

念
美

術
館

、
金

沢
市

立
安

江
金

箔
工

芸
館

、
金

沢
市

老
舗

記
念

館
、

金
沢
911

辰
山

工

文
化

政
策

謀
芸

工
房

、
金

沢
ふ

る
さ

と
偉

人
館

、
泉

鏡
花

記
念

館
、

金
沢

湯
沼
l夢

二
館

、
金

沢
蓄

音
様

館
、
前
田

土
佐

守
家

資
料

館
、

室
生

犀
星

記
念

館
、
金

沢
2
1
世

紀
美

術
館

、
徳

田
秋

聖
書

記
念

館
、

金
沢

文
芸

館
、

金
沢

能
楽

美
術

館
、
金

沢
市

民
芸

術
村

、
金

沢
市

お
し

が
は

ら
工

房
、
金

沢
市

牧
山

ガ
ラ

ス
工

房
、

金
沢

湯
1 雨
抱

11
作

の
森

企
画

調
整

課
鈴

木
大

拙
館

歴
史

建
造

物
整

備
課

金
沢

湯
涌

江
戸

中
l

一長
|
町
観
光

駐
車

場
、

近
江

1111
観

光
パ

ス
駐

車
場

、
東

山
観

光
駐

車
場

、
東

山
河

畔
観

観
光
交
流
器
具

光
駐

車
場

、
東

山
観

光
ノ

ミ
ス

駐
車

場
、

*
山

北
観

光
駐

車
場

、
に

し
茶

屋
観

光
駐

車

場
J

道
路

管
理

謀
金

沢
駅

東
広

場
、

金
沢

駅
西

広
場

表
4
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外
部

監
査

の
結

果

1
 
使

用
料

(
1

 )
金

沢
市

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

①
施

設
の

概
要

金
沢

市
は

、
ま

ち
な

か
に

お
け

る
市

民
の

学
習

活
動

の
場

、
親

子
の

集
い

の
場

及
び
食

育
の

推
進

に
関

す
る

活
動

の
場

と
し

て
広

く
市

民
の

利
用

に
供

し
、

も
っ

て
多

機
な

世
代

の
交

流
の

促
進

と
ま

ち
の

に
ぎ

わ
い

の
創

出
に

資
す

る
た

め
、

近
江

IU
-)
交流

プ
ラ
ザ
を
設
置
し
て
い
る
。

第
3

県
庁

所
在

地
の

中
核

市
の

平
成
26

年
度

一
般

会
計

決
算

に
お

け
る

使
用

料
及

び
手

数
料

等
の

状
況

県
庁

所
在

地
の

中
核

市
の

平
成
26

年
度

一
般

会
計

決
算

に
お

け
る

使
用

料
及

び
手

数
料

等
の

状
況

は
、

以
F

の
と

お
り

で
あ

る
。

金
沢

市
は

、
使

用
料

及
び

手
数

料
の

収
入

金
額

は
、

中
核

市
平

均
よ

り
多

い
も

の
の

、
歳

入
に

占
め

る
割

合

は
、
中

核
市

平
均

を
若

干
下

回
っ

て
い

る
。

ま
た

、
自

主
財

源
及

び
自

主
財

源
比

率
を

み
る

と
、

中
核

市
平

均

を
上

回
っ

て
い

る
。

3
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開始
直

平
成

21
年

4
月

4
日

所
在

地
金

沢
市

青
草

H庁
8
8
容

地
近
江
町
ー
い
ち
ば
館

3
・
4
階

施
設

の
規

模
延

床
面

積
2
，

 2
05
. 
54
 m
'

 (
3
1若

1，
10

2.
77
 rrf

、
4
階

1，
10
2
.
7
7
m'
)

 

主
な

施
設

31
暗

ち
び

っ
こ

広
場

、
食

育
広

場
(

キ
ッ

チ
ン

ス
タ

ジ
オ

な
ど

)

4
階

ま
な

び
ぃ

広
場

(
集

会
室

、
研

修
室

な
ど

)

開
館
[
時
間

午
前

9
) 侍

~
午

後
9
時

-
ち

び
っ

こ
広

場
午

前
10
時

~
午

後
6
時

-
食

育
広

場
午

前
10
時

~
午

後
9
時

休
館
日

水
曜

日
(

そ
の

日
が

休
日

に
当

た
る

と
き

は
そ

の
直

後
の

休
日

以
外

の

日
)

、
年

末
年

始
(1
2
月

2
9
日
~

翌
年

1
月

3
日
)

部
屋
名

床
面

積
使

用
区

分
平

成
2
6
年

3
月

31
日

平
成

2
6
年

4
月

1
日

(n
f)
 

ま
で

の
使

用
料

(
円
)

以
降

の
使

用
料

(
円

)

午
前

1 ，
5
6
0
 

1，
6
0
0
 

研
修

室
1

午
後

2
，0
8
0

 
2
，
14
0
 

75
.

 13
 

夜
間

1 ，
56

0
 

1，
6
0
0
 

全
日

5
，
2
0
0
 

5
，
3
4
0
 

午
前

1 ，
3
2
0
 

1，
3
6
0
 

研
修

室
2

63
.
37
 

午
後

1，
7
50
 

1，
7
9
0
 

夜
1 /，1
1

1，
3
2
0
 

1，
3
6
0
 

全
日

4
，
3
9
0
 

4
，
5
10
 

午
前

6
5
0

 
6
7
0
 

研
修

室
3

午
後

8
8
0

 
9
0
0
 

3
1. 
4
4
 

夜
間

6
5
0
 

6
7
0
 

全
日

2
，
18
0 

2
，
2
4
0
 

午
前

2
，
8
0
0
 

2
，
8
8
0
 

集
会

室
13
4
.9

5
 

午
後

3
，
7
4
0
 

3
，
8
4
0
 

夜
間

2
，
8
0
0
 

2
，
8
8
0
 

全
日

9
，
3
4
0
 

9
，
6
0
0
 

②
使

用
料

ア
使

用
料

の
推

移

平
成
26

年
度

一
般

会
計

決
算

の
使

用
料

及
び

手
数
料

等
の

状
況

歳
入

金
額

使
用

料
及

び
手

数
料

自
主

財
源

自
主
財
源
、

中
核

市
名

歳
入

に
占

め
る

(千
円
)

金
頒

(
千

円
)

割
合

(
%

)
(
千
円
)

比
率

(
%

)

青
森

市
13
0
，
17
7
，
78

8
 

1，
8
18

，
8
9
2
 

1.
4

 
5
0
，
8
76

，
5
5
1

 
39

.1
 

盛
岡

市
11

2
，4

15
，
0
0
2
 

1 ，
8
0
8
，
7
0
0
 

1.
6

 
5
1 ，
4
8
6
，
07
1 

4
5
.8

 

秋
田

市
12
7
，6
7
5
，
8
6
9
 

2
，
3
4
2
，

 15
4 

1.
8

 
5
7
，
8
04

，
82
1 

4
5
.
3

 

宇
都

宮
市

19
5
，8
7
2
，

 6
8
7
 

3
，
3
8
0
，
75

1
 

1.
7

 
13
0
，
12

1，
3
0
5
 

6
6
.
4
 

前
橋

市
14
3
，8
8
2
，

 6
8
9
 

3
，
35

7
，
4
8
3
 

2
.
3

 
7
8
，
6
4
1，
5
5
3
 

54
.
7

 

富
山

市
16
7
，4
6
5
，
5
7
0
 

2
，
5
17

，
2
1
5
 

1.
5

 
8
6
，
74

1，
5
5
5
 

5
1. 
8

 

金
沢

市
18

1，
6
8
9
，
38

1
 

3
，
3
13
，
9
77
 

1.
8

 
9
7
，
0
2
0
，
2
5
1

 
53
.4
 

長
野

市
17
0
，
58
4
，
2
7
2
 

2
，
6
9
1，

35
7

 
1.
6

 
8
3
，
2
6
0
，
27
1 

4
8
.8

 

岐
阜

市
16
2
，

 7
0
5
，

 78
9

 
3
，
2
4
8
，
2
8
1

 
2
.
0
 

9
6
，
9
1
8
，
5
6
0
 

59
.6
 

大
津

市
1
17

，
7
8
1，
6
10

 
3
，
2
4
9
，
55

1
 

2
.8

 
6
1，
4
9
8
，
4
4
5
 

52
.
2

 

奈
良

市
12

6
，6
6
2
，
4
9
5
 

2
，
11
1
，
8
3
4

 
1.

7
 

6
1，
5
5
4
，
5
5
9
 

4
8
.
6
 

和
歌

山
市

14
5
，6
0
7
，

 0
7
5
 

2
，
5
3
2
，
7
6
5
 

1.
7

 
70

，
9
6
9
，
8
12

 
4
8
.
7

 

前
松
市

15
7
，9
2
0
，
6
5
4
 

3
，
4
9
6
，
8
9
0
 

2
.2

 
8
0
，

 10
5
，

 71
7

 
5
0
.
7
 

松
山

市
18
5
，9

05
，

 9
3
5
 

3
，
0
0
3
，
3
0
2
 

1.
6

 
8
3
，
4
3
2
，
9
4
1

 
4
4
.9

 

rfl
J知

市
15
2
，4
2
5
，

 13
6
 

2
，
8
7
9
，
5
0
1

 
1.
9

 
57

，
0
1
9
，

 18
8 

3
7
.
4
 

長
崎

市
21

5
，0
4
5
，
02

3
 

4
，
4
4
7
，
8
3
5
 

2
.
1

 
74

，
34
7
，
68
4 

3
4
.
6
 

大
分

市
16
6
，4
6
5
，

 17
5

 
3
，
16
3
，
0
9
4
 

1.
9

 
9
0
，
87

1，
6
9
7
 

54
.
6

 

宮
崎

市
15
9
，6

14
，
14
7 

1，
8
9
7
，
4
2
5
 

1.
2

 
67

，
75
2
，
2
0
8
 

4
2.
4 

鹿
児

島
市

2
5
4
，
14
8
，
4
8
9
 

6
，
17
9
，
8
1
9
 

2.
4 

1
13

，
82

7
，
6
57
 

4
4
.
8
 

那
覇

市
13
9
，9
3
4
，

 8
9
9
 

2
，
9
9
9
，
9
9
8

 
2
.
1

 
58

，
14

1，
17

3
 

4
1. 

5
 

平
均

16
0
，6
9
8
，
98
4 

3
，
0
2
2
，
04

1
 

1.
9

 
77

，
6
19

，
60
1 

4
8
.3
 

表
6

金
沢

市
以

外
の

網
掛

け
は

、
当

該
項

目
で

最
も

高
い

数
値

を
示

し
て

い
る

。

宇
都

宮
市

の
自

主
財

源
に

は
、

諸
収

入
と

し
て
中

小
企

業
事

業
資

金
貸

付
金

返
済

収
入

2
0
0億

円
が
含

ま
れ

て
い

る
。

(
注
)

1
 

2
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日
額
nf
単

価
に

各
部

屋
の

床
面

積
を

乗
じ

て
、

以
下

の
と

お
り

全
日

の
使

用
料

が
算

出
さ

れ
る

。

床
面

積
(n
f)

日
額
nf
1i3.イ

ilfi
算

出
使

用
料

平
成

2
6
年

3
月

3
1
日

区
分

@
 

(
円
)

(
円
)

ま
で

の
使

用
料
(
円
)

。
@

x
⑫

 

研
修

室
1

75
.

 13
 

6
9
.2

 
5
，

 19
8
 

5
，
2
0
0
 

研
修

室
2

6
3
.
37
 

6
9
.2

 
4
，
3
8
5
 

4
，
3
9
0
 

研
修

室
3

3
1. 
44
 

6
9
.2

 
2
，
17
5 

2
，
18
0 

集
会

室
1
3
4
.
9
5
 

6
9
.2

 
9
，
33

8
 

9
，
3
4
0
 

プ
レ
イ
ル
ー
ム

14
4.

56
 

6
9
.2

 
10

，
0
0
3

 
10

，
0
0
0
 

荊
l室

5
6
.9
2 

6
9
.
2
 

3
，
9
3
8
 

3
，
9
4
0
 

キ
ッ

チ
ン

ス
タ

ジ
オ

16
0.

39
 

6
9
.2

 
11

，
0
9
8
 

11
，
10
0 

平
成

26
年

3
月

3
1
日
ま
で

の
使
用
料

表
8

部
屋
名

床
面

積
使

用
区

分
平

成
26

年
3
月

3
1
日

平
成

2
6
年

4
月

1
日

(
ぱ
)

ま
で

の
使

用
料

(
円

)
以

降
の

使
用

料
(

円
)

午
前

3
，
0
0
0
 

3
，
0
8
0
 

プ
レ
イ

午
後

4
，
0
0
0
 

4
，
12
0 

14
4
.

 56
 

/レ
ー

ム
夜
間

3
，
0
0
0
 

3
，
0
8
0
 

全
日

10
，
0
0
0
 

10
，
2
8
0
 

午
前

1，
18
0 

1，
2
10

 

手
口
室

5
6
.9
2 

午
後

1，
5
8
0
 

1，
6
3
0
 

夜
間

1，
 18
0

 
1，
2
1
0
 

全
日

3
，
9
4
0
 

4
，
0
5
0
 

午
前

3
，
7
0
0
 

3
，
8
0
0
 

キ
ッ

チ
ン

午
後

3
，
7
0
0
 

3
，
8
0
0
 

16
0.

39
 

ス
タ

ジ
オ

夜
間

3
，
7
0
0
 

3
，
8
0
0
 

全
日

11
，

 1
0
0
 

11
，
4
0
0
 

闘争 う省 卦 bラ 期

な
お

、
平
成

2
6
年

4
月

1
日

に
使

用
料

が
改

定
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
消

費
税

瑚
税

に
伴

う
も

の
で

あ

る
。

す
な
わ
ち
、
消
賀
'
税
率
が

5
%
か
ら

8
%
に

引
き

上
げ

ら
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
増
税
相

当
額

を
使

用
料

に
加

算
し

、
新

使
用

料
を

算
出

し
た

。
具

体
的

な
算

出
方

法
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

i
 

原
則

と
し

て
、
「
旧

使
用

料
7

1.
05
 x

 1. 
0
8
=
新

使
用

料
」

と
い

う
計

算
式

に
よ

り
算

出
し

て
い

る
。

た
だ

し
、

以
下

の
と

お
り

端
数

の
調

整
を

行
っ

て
い

る
。

キ
ッ

チ
ン

ス
タ

ジ
オ

以
外

の
部

屋

午
前

(
3
時
間
)

・
午
後

(
4
時
間
)

・
夜

間
(
3
時
間
)

・
全
日

(
10
時
間
)

の
各

時
間
部
ー

の
使

用
料

を
上

記
計

算
式

で
算

出
し

(
1
0
円

未
満

切
捨

て
)

、
午

前
+

午
後

+
夜

間
の

合
計

額
と

全
日

の
使

用
料

と
の

差
鎖

が
10

円
の

場
合

は
、

午
後

の
使

用
料

に
10
円
を
加
算
し
、

2
0
円

の
場

合
は

午
後

と
夜

間

の
使

用
料

に
10

円
ず

つ
を

加
算

し
て

い
る

。

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

午
前

(
3
時
間
)

午
後

(
3
時
間
)

.
夜

間
(
3
時

間
)

の
各

l時
間
情
に
つ
い
て

、
上

記
計

算
式

て
・
新
使
用

料
を
算

出
し

(J
WJ

未
満

切
捨

て
)

、
こ

れ
を

合
計

し
た

も
の

を
全

日
の

新
使

用
料

と
し

て

し
、る

。

キ
ッ

チ
ン

ス
タ

ジ
オ

に
つ

い
て

は
、

午
前

・
午
後

・
夜

間
で

使
用

11寺
聞

の
長

さ
が

同
じ

で
あ

る
た

め
、

異
な

る
算

出
方

法
を

採
用

し
て
い
る

。

(
注
)
使
用
区
分
の
「
午
前
」
は
午
前
日
時
か
ら
正
午
(
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
は
午
前

10
時

か
ら

午
後

1
時)
、

「午

後
J

は
午

後
1
時

か
ら

午
後

5
時

(
キ

ッ
チ

ン
ス

タ
ジ

オ
は

午
後

2
時

か
ら

午
後

5
時)
、

「夜
間
J

は
午

後

6
時

か
ら
午

後
9
時、

「全
日
」
は
午
前

9
11寺

か
ら
午
後

9
時

(
キ

ッ
チ

ン
ス

タ
ジ

オ
は

午
前

10
11
寺
か

ら
午

後
9
時

)
ま

で
で

あ
る

。

且
イ

使
用

料
の

算
出

方
法

上
記

の
使

用
料

は
、

金
沢

市
近

江
Iwr

交
流

プ
ラ

ザ
条

例
に

よ
っ

て
定

め
ら

れ
て

い
る

。

当
該

条
例

で
上

記
の

頒
と

定
め

ら
れ

た
線

拠
は

、
年

間
の

光
熱

水
授

、
管

理
運

営
費

及
び

地
代

の
合

計
額

を
も

と
に

日
額

nf
単
{illi

を
求
め

、
各

部
屋

の
iiii
績

を
乗

じ
て

使
用

料
を

設
定

し
た

も
の

で
あ

り
、
具

体
的

に

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

区
分

平
成

2
1年

度
開

設
時

の
検

討

直
接

執
行

分
都

市
ガ
ス

4
，
3
2
0
，
0
0
0
 

光
熱
水
質
'

負
担

金
上

水
道

・
電
気
(
ガ
ス
)

9
，
12
0
，
0
0
0
 

負
担

金
共

用
部

3
，
3
12
，
0
0
0
 

管
理

運
営

費
負

担
金

(
共

益
費

)
12

，
9
4
2
，
0
0
0
 

委
言
昨
↓

(
清
掃

、
空

制
保

守
)

7
，
14
5
，
0
0
0
 

地
代

10
，
14
0
，
0
0
0
 

合
計

(A
)

4
6
，
97

9
，
0
0
0
 

出

円
)

(
単
位

金
沢

市
近

江
町

交
流

プ
ラ

ザ
条

例
制

定
時

の
必

要
経
質
'
見
込
み

表
7

ウ
使

用
料

の
見

直
し

の
検

討

使
用

料
に

つ
い

て
は

、
上

記
の

消
費

税
i曽

税
時

を
除

け
ば

、
平

成
23
年

度
に

お
い

て
、

次
年

度
の

予
算

要

求
に

合
わ

せ
て

見
直

し
が

検
討

さ
れ

て
い

る
。

平
成

2
0年

の
金

沢
市

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

条
例

制
定

時
と

同
様

の
算

出
方

法
に

よ
り

、
平

成
23
年

度
の
見

直
し

検
討

時
の

金
績

を
ベ

ー
ス

に
算

出
す

る
と

、
以

下
の

と
お

り
と

な
る

。
な
お

、
上
記
管
理
運
営
'
]
'
;
:
の
う
ち
負
担
金
に
つ
い
て
は
近
江
町
し
、
ち
ば
館
管
理
組
合
へ
管
理

費
等

負
担

金

と
し

て
支

出
さ

れ
、
委

託
料

に
つ

い
て

は
金

沢
市

か
ら

業
者

に
発

注
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

⑦
 

総
床

面
積

2
，
2
0
5
.
54
 m
'
 

@
 

年
度

開
所

日
数

3
0
8
目

。
日
額

nf
単

価
(A

/
②/
I(
i)
)

6
9
.
2
円
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円
)

区
分

平
成

2
6年

度
実

績
値

直
接

執
行

分
都

市
ガ

ス

光
熱

水
費

負
担

金
上

水
道

・
電

気
(

ガ
ス

)
5
，
8
3
4
，
05
5 

負
担

金
共

用
部

管
理
運
営
'
I
'
t

負
担

金
(

共
益

費
)

14
，
6
3
5
，
22
4 

委
託

料
(

消
J吊

、
空

調
保

守
)

4
，
27
4
，
49
2 

地
代

10
，
11
0
，
75
6 

合
計

(
A
)

3
4
，
8
5
4
，
52
7 

(
単
位

平
成

2
6年

度
実

絞
値

表
1
1

円
)

区
分

平
成

23
年

度
見

直
し

検
討

直
接

執
行

分
都

市
ガ

ス

光
熱

水
費

負
担

金
上

水
道

・
電

気
(

ガ
ス

)
4
，
99
7
，
20
0 

負
担

金
共

用
部

2
，
6
7
5
，
00
0 

1
!
盟
運
営
費

負
担

金
(

共
益

費
)

11
，
5
9
4
，
44
0 

委
託

料
(
清
掃

、
空

制
保

守
)

4
，
6
7
9
，
00
0 

地
代

10
，
14
0
，
00
0 

合
計

(A
)

3
4
，
08
5
，
64
0 

(
単
位

平
成

23
年

度
の

見
直

し
検

討
時

表
9

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N

2
，
20
5.
 5
4 
ni

 

30
8
日

5
1. 
3
円

総
床

面
積

年
度

開
所

日
数

日
額

ld
単

価
(
A
/⑦

/
③
)

⑦ @ ⑫  

2
，
2
0
5
.
5
4
 ni
 

3
0
8
日

5
0
.
2
円

総
床

面
積

年
度
目
日
所
回
数

日
額

iT
f
単

価
(
A
/
⑦
/
②
)

② ③ ⑨  

闘争 卦 bラう省

千
円
)

区
ノ
八
1

 
平

成
22

年
度

平
成

2
3年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
25
年

度
平

成
2
6年

度

歳
入

3
，
68
8 

4
，
06
6 

4
，
8
4
4
 

5
，
43
1 

5
，
7
4
8
 

歳
出

4
0
，
89
3 

3
8
，
88
9 

39
，
8
0
4
 

39
，
9
8
9
 

40
，
4
8
3
 

委
託

料
5
，
02
7 

4
，
72
5 

4
，
7
7
9
 

4
，
92
4 

4
，
77
7 

負
担

金
(

注
)

29
，
41
7 

2
8
，
28
4 

29
，
6
2
1
 

2
9
，
70
4 

30
，
58

0
 

そ
の

他
6
，
4
4
9
 

5
，
88
0
 

5
，
40
4 

5
，
36

1
 

5
，
12
6
 

収
支

ム
3
7
，
20
5

ム
3
4
，
82
3

ム
34

，
9
6
0

ム
34

，
55
8

ム
3
4
，
73
5

(単
イ立

③
歳

入
歳

出
実

績
及

び
稼

働
率

等
の

推
移

ア
過

去
5
年

間
の

歳
入

歳
出

実
績

の
推

移

表
10

平
成

2
3年

度
見

直
し

検
討

時
の

算
出

使
用

料

床
而

積
(11
1)

日
額

IT
f
単

価
算

出
使

用
料

当
時

の
使

用
料

区
分

@
 

(
円
)

(
円
)

(円
)

差
額

(
円

)

⑫
 

@
x
⑫

 

研
修

室
1

75
.
 13
 

5
0.

2
 

3
，
77
1 

5
，
2
0
0
 

ム
1，
4
2
9

研
修

室
2

6
3
.
3
7
 

5
0
.2

 
3
，

 18
1
 

4
，
39
0 

ム
1，
2
0
9

研
修

室
3

3
1. 
44
 

5
0
.2

 
1，
5
7
8
 

2
，
18
0
 

ど"1
.

6
0
2
 

集
会

室
13
4
.9
5 

5
0
.2

 
6
，
7
7
4
 

9
，
3
4
0
 

ム
2
，
5
6
6

プ
レ
イ
ノ
レ
ー
ム

14
4
.
56
 

5
0
.2

 
7
，
2
5
6
 

10
，
0
0
0
 

ム
2
，
74
4

称
l室

56
.
92
 

5
0
.2
 

2
，
85
7 

3
，
9
4
0
 

ム
1，
0
83

キ
ッ

チ
ン

ス
タ

ジ
オ

16
0
.
39
 

5
0
.
2
 

8
，
05

1
 

1
1，

10
0
 

ム
3
，
0
4
9

期
(

注
)

主
と

し
て

、
入

居
す

る
近

江
町

し
、

ち
ば

館
管

理
組

合
負

担
金

で
あ

る
。

過
去

5
年

間
の

利
用

回
数

及
び

稼
働

率
の

推
移

(
ま

な
び

ぃ
広

場
-
食

育
広

場
)

年
度

平
成

22
年

度
平

成
23

年
度

平
成

24
年

度
平

成
2
5年

度
平

成
2
6年

度

開
館
日

数
(
日
)

30
8 

3
0
8
 

30
8 

3
0
8
 

30
8 

利
用

稼
{
動

利
用

稼
働

利
用

稼
働

利
用

稼
働

利
用

稼
働

区
分

回
数

率
回

数
率

回
数

~t
;i 

回
数

Z手
回

数
~
 

(
回
)

(%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

砂
1

午
前

9
6
 

3
1. 
2
 

8
3
 

2
6
.9

 
8
2
 

2
6
.6

 
10
7
 

34
.
7
 

13
0 

4
2
.
2
 

ま
修

午
後

19
5
 

6
3
.
3
 

16
6 

53
.9
 

15
4 

5
0
.0

 
18
8
 

6
1. 
0
 

2
4
2
 

78
.
6
 

な
室

夜
間

10
5 

3
4
.
1
 

13
5 

4
3
.8

 
19
3
 

6
2
.
7
 

18
5
 

6
0
.
1
 

16
8
 

5
4
.
5
 

び
l

 
合

計
3
9
6
 

42
.9

 
38
4 

4
1. 
6
 

4
2
9
 

4
6
.
4
 

4
8
0
 

5
1. 
9
 

5
4
0
 

58
.4

 

し、
研

午
前

10
2 

33
.1
 

10
9 

35
.4

 
10
4
 

33
.8

 
14
6
 

4
7
.4

 
13
3 

4
3
.
2
 

広
修

午
後

19
7 

6
4
.
0
 

19
3 

6
2
.
7
 

2
2
5
 

73
.
 1
 

2
0
5
 

6
6
.
6
 

2
4
0
 

77
.
9
 

場
主

{主
イ
究
開

13
4 

43
.
5
 

18
2 

59
.
1
 

19
3
 

6
2
.
7
 

19
9
 

64
.6

 
16
7 

5
4.
2 

2
 

ぷE
泳コ

三ロ
t

4
3
3
 

4
6
.9

 
4
8
4
 

5
2.
4 

52
2 

5
6
.
5
 

5
5
0
 

5
9
.
5
 

5
4
0
 

58
.
4
 

イ
金

沢
市

近
江

間
I交

流
プ

ラ
ザ

条
骨
;llI
ljll
定

H寺
と

平
成

2
3
年

度
の

見
直

し
検

討
時

で
は

、
使

用
料

算
出

の
も

と

と
な

っ
た

光
熱

水
費

や
管

理
運

営
費

に
大

き
な

差
が

あ
る

。

こ
れ

は
、

当
該

条
例

制
定

時
、

つ
ま

り
使

用
料

を
設

定
し

た
平

成
2
0年

度
は

、
近
江
田
口
、

ち
ば
館
の
ビ
/
レ

は
建

設
中

で
、

組
織

や
施

設
の

運
用

方
法

が
確

定
し

て
い

な
い

た
め

、
類

似
施

設
の
経
質
'
を
参
考
に

、
光

熱

水
質
'
や

管
理

運
営

賀
'を

見
込

み
、
使

用
料

を
算

出
し

て
い

る
の

に
対

し
、

平
成

23
年

度
の

見
直

し
検

討
時

は

開
館

後
の

実
績

値
を

も
と

に
算

出
し

て
い

る
た

め
で

あ
る

。

平
成

23
年

度
の

見
直

し
検

討
時

の
数

値
を

ベ
ー

ス
に

使
用

料
を

算
出

す
る

と
、
約

2
7.
5
%

の
引

下
げ

と
な

る
が

、
改

定
し

な
か

っ
た

理
由

に
つ

い
て

は
、

検
討

過
程

の
記

録
が

な
い

た
め

不
明

確
で

あ
る

。
開

館
直

後

で
あ
り

、
引

き
下

げ
る

必
要

性
に

乏
し

い
と

考
え

ら
れ

た
こ

と
や

、
周
辺
の
貸
館
!
庖
設
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
も

考
感

し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お

、
平

成
2
6年

度
の

実
績

値
で

同
様

に
算

出
す

る
と

す
れ

ば
、

以
下

の
と

お
り

、
日
額
nf
単

価
は

5
1.

3
 

円
と
な
り

、
現

在
も

金
沢

市
近

江
町

交
流

プ
ラ

ザ
条

例
制

定
H寺

の
算

出
根

拠
と

な
っ

た
推

定
値

と
実

績
が

求

離
し

た
状

態
が
続
い
て
い
る
。
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過
去

5
年

間
の

利
用

者
数

の
維

移
(

ち
び

っ
こ

広
場

)

区
分

平
成
2
2年

度
平

成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

大
人

(
人

)
22

，
12
7 

2
1，
86

1
 

23
，

 
53
5 

22
，0
76
 

23
，0
4
8
 

広
場

子
供

(
人

)
21

，8
0
2
 

2
1，
9
4
6
 

24
，

 17
4
 

22
，3
20
 

22
，

 
79
7 

利
用

合
計

(
人

)
43

，9
2
9
 

43
，8
07
 

47
，7
09
 

4
4
，3
96
 

4
5
，8
45
 

親
子

組
数

(
組

)
16
，8
5
3
 

17
，

 
10
8
 

18
，9
4
7
 

17
，4
7
5
 

18
，2
04
 

市
内

(
人

)
1，

10
5 

1，
4
83
 

1，
9
55
 

1，
9
4
1
 

2
，

 17
9 

預
か

市
外

・
県

外
(

人
)

17
6 

24
0 

2
7
9
 

21
3
 

18
1
 

り
合

計
(

人
)

1，
28

1
 

1
，

 
7
23
 

2
，2

3
4
 

2
，
15
4 

2
，3
60
 

ウ

減 N ∞∞ ω 羽 E q N

(
注
)
上
記
の
う
ち

、
広

場
利

用
者

数
は

、
利

用
に

当
た

っ
て

利
用

者
が

記
入

す
る

用
紙

へ
の

記
入

人
数

に
よ

り

集
計

し
て

い
る

が
、

記
入

せ
ず

に
利

用
し

て
い

る
利

用
者

も
い

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

実
際

の
利

用
者

数

は
上

記
を

上
回

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。

闘争 う省 卦 bラ 期

使
用

料
納

付
後

の
事

務
手

続
等

利
用

希
望

者
は

、
使

用
申

請
書

と
と

も
に

使
用

料
を

納
付

す
る

。

使
用

料
の

納
付

は
全

て
現

金
で

行
わ

れ
て

い
る

。

u
 
受

領
し

た
現

金
は

所
定

の
場

所
に

保
管

の
上

、
担

当
職

員
が

翌
日

の
午

後
2
時

ま
で

に
指

定
口

座
に

入
金

す
る
。

lL
l 

担
当

職
員

は
、

上
記

使
用

申
請

書
と

使
用

承
認

書
(

書
式

)
を

添
付

し
て

決
裁

伺
書

を
提

出
す

る
(

館

長
専

決
)

。

使
用

が
承

認
さ

れ
れ

ば
使

用
承

認
舎

を
発

行
す

る
。

釣
銭

準
備

金
と

し
て

、
一

定
額

を
保

有
し

て
い

る
。

ウ

年
度

平
成
22

年
度

平
成

23
年

度
平

成
2
4年

度
平

成
25

年
度

平
成

26
年

度

開
館

回
数

(
日

)
3
0
8
 

3
08
 

3
0
8
 

3
0
8
 

3
0
8
 

利
用

稼
働

利
用

稼
働

利
用

稼
働

利
用

稼
働

利
用

稼
働

区
分

回
数

率
回

数
率

回
数

率
回

数
率

回
数

率

(
回
)

(
%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

(
回
)

(
%
)
 

研
午
ii有

12
7

 
4
1. 
2

 
16
8

 
5
4
.
5
 

15
2 

49
.4
 

16
7 

54
.
2

 
19
4

 
63

.0
 

{彦
午

後
20
7 

67
.2

 
2
54
 

8
2.

5
 

2
4
7
 

8
0
.2
 

2
6
3
 

85
.4

 
27
3 

88
.6

 

室
夜

間
14
2 

46
.1
 

17
7 

57
.
5

 
20
4 

6
6
.
2

 
19
7 

64
.
0

 
18
3 

59
.4

 

3
 
合

計
4
7
6
 

5
1. 
5

 
5
9
9
 

6
4
.
8
 

6
0
3
 

65
.3
 

6
2
7
 

67
.9

 
65
0 

70
.
3

 

集
午

前
12
8

 
4
1. 
6

 
12
9 

4
1. 
9

 
13
4 

4
3
.
5
 

12
7 

4
1. 
2

 
12
3 

39
.9

 

iヨ
bミ恥

午
後

14
7 

47
.
7

 
14
8

 
4
8.
 
1

 
17
3 

56
.
2

 
15
9 

5
1. 
6

 
17
3 

56
.
2

 

夜
間

10
8 

35
.

 1
 

11
7 

3
8
.
0
 

14
7
 

47
.
7

 
16
4 

53
.
2

 
13
0 

4
2
.
2

 

ま
室

合
計

38
3 

4
1. 
5

 
3
9
4
 

42
.6

 
4
5
4
 

49
.1
 

4
5
0
 

4
8
.
7

 
4
2
6
 

4
6
.
1

 

な
プ

午
前

97
 

3
1. 
5

 
13
3 

43
.
2

 
16
6
 

53
.9

 
18
6 

60
.4

 
2
1
6
 

70
.1
 

び
午

後
54
 

17
.
5

 
8
0
 

26
.
0

 
12
4 

4
0
.
3

 
13
3 

4
3
.
2

 
10
6 

34
.4

 
レ

b
、

夜
f仕
l

11
5

 
37

.3
 

11
1 

36
.0
 

14
8 

48
.
1

 
17
5 

56
.8

 
16
4

 
53

.
2

 

広
イ

合
計

26
6 

2
8
.
8
 

3
2
4
 

35
.1
 

4
3
8
 

47
. 
<1 

4
9
4
 

53
.
5

 
4
8
6

 
52

.6
 

場
午

前
43
 

14
.
0
 

4
8

 
15
.6

 
59
 

19
.
2

 
66
 

2
1. 
4

 
10
6 

34
.4

 

手口
午

後
9
5

 
30

.8
 

11
7 

38
.0

 
97
 

3
1. 
5

 
12
5

 
40
.
6

 
13
9 

45
.
1

 

室
夜

間
39
 

12
.
7

 
8
7

 
28

.
2

 
11
7 

38
.0
 

13
2 

4
2
.9

 
12
4 

4
0
.
3

 

合
計

17
7 

19
.2
 

2
52
 

27
.
3

 
2
7
3
 

29
.
5

 
3
2
3
 

35
.
0

 
36
9 

39
.9

 

午
前

59
3 

32
.

 1
 

6
7
0
 

36
.
3

 
6
9
7
 

37
.
7

 
79
9 

4
3
.
2

 
90
2 

48
.8

 

三Iコ
〉、

午
後

8
9
5
 

48
.4

 
9
5
8
 

5
1. 
8

 
1，
0
2
0
 

55
.
2

 
1，
0
73

 
58

.
1

 
1，

17
3

 
63

.
5

 

夜
間

64
3 

34
.8
 

8
0
9
 

4
3
.
8
 

1，
0
0
2
 

5
4
.
2
 

1，
0
5
2
 

56
.9

 
9
3
6
 

50
.6

 

合
計

2
，
13

1
 

38
.4

 
2
，4
3
7
 

44
.0
 

2
，7

19
 

49
.
0

 
2
，9

2
4
 

52
.
7

 
3
，0
11
 

54
.
3

 

食
キ

午
前

75
 

24
.4

 
8
1

 
26

.
3

 
87
 

28
.
2

 
88
 

28
.
6

 
93
 

30
.
2

 

育
ツ

午
後

63
 

20
.
5

 
74
 

24
.0
 

78
 

2
5
.
3
 

79
 

2
5
.
6
 

75
 

24
.4

 

広
チ

夜
間

7
 

2
.
3

 
5

 
1.
6

 
8

 
2
.6

 
8

 
2
.6

 
9

 
2
.9

 

場
ン

合
計

14
5

 
15
.
7

 
16
0 

17
.
3

 
17
3 

18
.
7

 
17
5 

18
.9

 
17
7 

19
.
2

 

午
前

66
8 

3
1. 
0

 
75

1
 

34
.
8

 
78

4
 

36
.4
 

8
8
7
 

4
1. 

1
 

99
5 

4
6
.
2

 

総
合

計
午

後
9
5
8
 

4
4
.
4
 

1，
0
32
 

4
7
.
9
 

1，
0
9
8
 

50
.9
 

1，
 15
2

 
53

.4
 
1，
24
8 

57
.9

 

夜
間

65
0 

30
.1
 

8
1
4
 

3
7
.
8
 

1，
0
10
 

4
6
.8

 
1，
0
6
0
 

49
.
2

 
94

5
 

43
.8

 

合
計

2
，2
76
 

35
.2
 

2
，5
9
7
 

4
0
.
2
 

2
，8
9
2
 

4
4
.
7
 

3
，0
9
9
 

47
.9

 
3
，
18
8 

4
9
.
3
 

④
利

用
申

込
み

・
予

約
等

ア
手

続 利
用

日
の

3
か

月
前

か
ら

予
約

の
受

付
を

開
始

す
る

(
前

日
ま

で
予

約
可

)
。

利
用

希
望

者
は

、
電

話
又

は
訪

問
し

て
、

空
き

状
況

を
確

認
す

る
。

山
利

用
希

望
者

は
、

利
用

日
時

に
つ

い
て

仮
押

さ
え

が
可

能
で

あ
る

(
電

話
で

も
仮

押
さ

え
可

)
。

I
V
 

利
用

希
望

者
は

、
仮

押
さ

え
か

ら
2
遡

間
以

内
に

、
近

江
町

交
流

プ
ラ

ザ
窓

口
で

、
使

用
申

請
書

を

提
出

し
、

使
用

料
を

現
金

で
納

付
す

る
。

使
用

料
が

納
付

さ
れ

た
H寺

点
で

予
約

が
確

定
し

、
仮

押
さ

え
か

ら
2
遡

問
の

期
限

が
経

過
す

る
と

、

仮
押

さ
え

は
そ

の
効

力
を

失
う

。

u
 利
用

目
的

営
利

目
的

、
宗

教
の

勧
誘

目
的

で
の

利
用

は
で

き
な

い
。

u
 
営

利
行

為
に

つ
な

が
る

商
品

説
明

会
、

体
験

会
、

資
格

取
得
研

修
会

等
で

の
利

用
も

で
き

な
い

。

山
参
加
1
'
(
'
等
を
徴
収
す
る
場
合
は

、
営

利
目

的
で

な
い

こ
と

(
J収
主主

が
な

い
こ

と
)

を
確

認
す

る
た

め
、

収
支

の
概

算
が

分
か

る
資

料
の

提
出

を
要

す
る

。

イ

(
注
)
稼
働

率
は

「
利

用
回

数
÷

稼
働

日
数

」
で

算
出

し
て

い
る

。
ま

た
、

小
数

点
第

2
位

を
四

捨
五

入
し

て
表

示
し

て
い

る
。

lV
 

V
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用
や
職
員
の
人
件
費
'
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め

、
後

述
の

I
T

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ザ
武

蔵
よ

り
も

か
な

り
低

額
に

設
定

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ
は

、
近

江
IHT

交
流

プ
ラ

ザ
が
、

学
習

・
子

育
て

・
食

育
の

活
動

を
行

い
、

多
機

な
世

代
の

交
流

を
図

る

こ
と

を
目

的
と

し
た

施
設

で
あ

る
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

る
が

、
実

績
値

に
基

づ
い

て
算

出
す

れ
ば

、
使

用
料

は
2
5
%
~
2
7
%
程
度
(
尽
く
設
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

。

す
な

わ
ち

、
近

江
町

交
流

プ
ラ

ザ
の

使
用

料
は

、
「
光
熱
水
質
'
・
管

理
運

営
費

・
地

代
」

に
基

づ
い

て
算

出

す
る

と
し

な
が

ら
、

実
績

値
と

大
き

く
君

臨
し

て
お

り
、

ま
た

、
平

成
23

年
度

の
見

直
し

検
討

時
に

お
い

て
、

実
績

値
に

基
づ

く
使

用
料

の
算

出
を

行
っ

て
い

る
も

の
の

、
結

果
、
使

用
料

を
改

定
し

な
か

っ
た

経
絡

や
理

由

等
に

係
る
-i
il
i
の

記
録

が
十

分
に

整
理

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
そ

れ
以

降
の

見
直

し
等

の
過

程
に

生
か

す
こ

と

が
で

き
な

い
状

況
に

あ
る

。

こ
の
た
め

、
現

行
の

使
用

料
の

設
定

根
拠

と
な

っ
て

い
る

経
費

が
、

実
績

値
と

大
き

く
君

臨
し

て
い

る
こ

と

を
踏

ま
え

、算
出

方
法

の
見

直
し

ゃ
使

用
料

改
定

の
必

要
性

に
つ

い
て

、十
分

な
協

議
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、

そ
う

し
た

検
討

内
容

や
結

果
を

明
確

に
記

録
・
整

理
し

、
使

用
料

の
設

定
に

係
る

娘
拠

資
料

と
し

て
活

用
し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

⑤
使

用
料

の
減

免

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

の
使

用
料

は
、
金
沢
市
近
江
田
]
交
流
プ
ラ
ザ
条
例
第

1
1条

に
お

い
て

、
「市

長
は
、
特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
使

用
料

を
減

免
す

る
こ

と
が

で
き

る
。」

と
規
定
さ
れ
て
お
り

、
減

免
に

関
す

る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
「
金
沢
市
近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

の
使

用
料

の
減

免
に

関
す

る
要

綱
」

に
定

め
ら

れ
て

い

る
。 当

官
主
要
綱
に
お
い
て

、
減

免
の

対
象

と
な

る
の

は
、

「金
沢

市
又

は
金

沢
市

教
育

委
員

会
が

主
催

文
は

共
催

す
る

事
業

等
(

第
2
条
第

1
号

及
び

第
2
号
)

J
で
あ
り

、
個

別
の

使
用

目
的

に
着

目
し

た
減

免
は

行
っ

て
い

な
い
。

ま
た

、
同

条
第

3
号
に
は
、

「市
長

が
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

」
に

減
免

す
る

こ
と

が
で

き

る
と

定
め

ら
れ

て
い

る
が

、
こ

の
規

定
に

基
づ

く
減

免
の

実
績

は
な

い
。

平
成

2
6
年

度
の

減
免

実
績

は
4
0
件

、
2
9
8
，
7
7
0
円
で
あ
る

。
そ

の
主

な
内

容
は

、
金

沢
市

介
護

保
険

課
主

催
の

「す
こ
や

か
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
教

室
」

と
、
元

町
福

祉
健

康
セ

ン
タ

ー
の

特
定

保
健

指
導

で
あ

る
。

(
監
査
手
続
)

①
所

管
課

か
ら

関
係

資
料

の
提

供
を

受
け

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

闘争
【意

見
]

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

使
用

料
の

設
定

根
拠

と
な

っ
て

い
る

「
光

熱
水

費
・
管

理
運

営
費

・
地
代

J
に
係
る
経
費
が
、

実
績

値
と

大
き

く
黍

離
し

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

使
用

料
の

算
出

方
法

の
見

直
し

ゃ
使

用
料

改
定

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
十

分
な

協
議

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

検
討

内
容

や
結

果
を

明
確

に
記

録
・
整

理
し

、
使

用
料

の

設
定

に
係

る
根

拠
資
料

と
し

て
活

用
し

て
い

く
必

要
が
あ
る

。

②
施

設
を

視
察

し
、

納
付

さ
れ

た
使

用
料

の
金

額
が

使
用

申
諸

君
と

一
致

し
て

い
る

こ
と

を
町
i
認
、
の
上
、
指
定

口
座

に
入

金
す

る
手

続
に

立
ち

会
っ

て
入

金
状

況
を

観
察

し
、

ま
た

、
釣

銭
準

備
金

の
保

管
状

況
及

び
金

額
に

つ
い

て
実

査
を

行
っ

た
。

う省
ー l - cー ー

卦 期bラ
a:

使
用

料
収

入
の

確
保

に
つ

い
て

施
設

使
用

料
を

適
切

に
設

定
す

る
一

方
で

、
胞

設
の

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
使

用
料

収
入

を
確

保

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

の
利

用
申

込
み

に
つ

い
て

は
、
利

用
目

的
の

確
認

の
必

要
性

や
特

定
の

人
や

団
体

が
一

度
に

多
数

の
部

屋
を

押
さ

え
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、
現

状
で

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

利
用

申
込

み
が

で
き

な

い
。

し
か
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

利
用

申
込

み
が

で
き

な
い

の
は

現
代

の
社

会
情

勢
に

は
そ

ぐ
わ

な
い

。

実
際

、
金

沢
市

や
石

川
県

が
運

営
す

る
施

設
で

も
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

利
用

申
込

み
が

可
能

な
施

設
は

多
数

存
在

し
て

お
り

、
近

江
町

交
流

プ
ラ

ザ
に

お
い

て
対

応
で

き
な

い
と

い
う

の
は

市
民

に
は

理
解

し
が

た
い

。

利
用

目
的

の
確

認
等

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
で

も
申

込
書

の
苦
ー式

等
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
対

応
可

能
で

あ
り

、特
定

の
人

や
団

体
が

一
度

に
多

数
の

部
屋

を
押

さ
え

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

一
定

の
利

用
制

限
を

設
け

る
な

ど
工

夫
す

る
こ

と
が

可
能

と
思

わ
れ

る
。

近
江

町
交

流
プ
ラ

ザ
使

用
料

の
収

入
確

保
に

つ
な

げ
る

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
し

た
利

用
申
込
み

を
導
入
す
る
な
ど

、
市

民
の

利
便

性
の

向
上

と
、
利

用
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

③
減

免
に

つ
い

て
、

申
請

か
ら

承
認

ま
で

の
手

続
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

検
証

し
た

。

登
記

簿
謄

本
、

売
買

契
約

書
、
減

免
申

請
書

、
使

用
申

詩
書

、
使

用
承

認
書

、
決

裁
伺

害
等

(
監
査
結
果
)

①
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

つ
い

て

納
付

さ
れ

た
使

用
料

の
金

額
は

使
用

申
請

書
と

一
致
し
て
お
り

、
釣

銭
準

備
金

の
金

額
は

所
定

の
金

額
と

一

致
し

て
い

る
こ

と
を
確
認
し
た

。
ま
た

、
釣

銭
準

備
金

の
保

管
状

況
や

指
定

口
座

に
入

金
す

る
手

続
も

確
認

し

た
が

、
こ

れ
ら

の
事

務
に

お
い

て
、
問

題
点

は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た

。

④
使

用
料

の
算

定
資

料
を

入
手

し
、

そ
の

妥
当

性
と

見
直

し
の

履
歴

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

閲
覧
資
料

②
使

用
料

の
減

免
に

つ
い

て

「
金
沢

市
近

江
町

交
流

プ
ラ

ザ
の

使
用

料
の

減
免

に
関

す
る

要
綱

」
に

規
定

さ
れ

て
い

る
減

免
理

由
に

つ
い

て
は

、
合
理
性
が
あ
り

、
妥

当
な

も
の

と
判

断
す

る
。

減
免

の
申

詩
か

ら
承
認
、
ま
で
の
手
続
も
検
証
し
た
が
適
切
に
行
わ
れ
て
お
り

、
指

摘
す

べ
き

事
項

は
な

い
。

【意
見

]

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

に
あ

っ
て

は
、

イ
ン

ヲ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
た

利
用

申
込

み
を

導
入

す
る

な
ど

、
市

民
の

利

便
性

の
向

上
と

、
利

用
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ
る

。

③
使

用
料

の
設

定
つ

い
て

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

の
開

設
の

た
め

に
、
金

沢
市

は
9
億

円
を

拠
出

し
て

い
る

が
、
使

用
料

は
、
先
述
の
と

お
り
、

1
年

間
に

要
す

る
光

熱
水

資
・
管

理
運

営
費

・
地
代
を
も
と
に
算
出
さ
れ
て
お
り
、

開
設

に
要

し
た

費
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床
面

積
収

容
{
吏
用

平
成

16
年

度
か

ら
平

成
2
1年

度
か

ら
平

成
2
6
年

度
以

降
区

分
(
ぱ
)

人
数

区
分

平
成

2
0
年

度
ま

で
平

成
25
年

度
ま

で
の
使

用
料

(
円
)

(
人
)

の
使

用
料
(
円
)

の
使
用

料
(
円
)

午
前

2
，
3
9
0
 

2
，
4
70
 

(4
，
78
0)
 

(4
，
9
4
0
)

 

午
後

4
，
7
9
0
 

4
，
9
2
0
 

マ
ノ
レ
チ
メ
デ
イ

(9
，
58
0)
 

(9
，
84
0)
 

95
 

ア
ス

タ
ジ

オ
夜

間
4
，
7
9
0
 

4
，
9
2
0
 

(9
，
58

0
)

 
(9
，
8
4
0)
 

全
日

11
，
9
70

 
12

，
3
10

 

(2
3
，
94
0)
 

(2
4
，
62
0)
 

午
前

3
6
0
 

3
7
0
 

(7
20
) 

(7
4
0)
 

午
後

7
0
0
 

7
2
0
 

(1
，
40
0)
 

(
1 ，
4
4
0
)

 
編

集
室

14
 

夜
間

7
0
0
 

72
0

 

(1
，
40
0)
 

(1
，
4
4
0
)

 

全
日

1，
7
6
0
 

1，
8
10
 

(3
，
52
0)
 

(3
，
6
2
0
)

 

午
前

1，
3
9
0
 

1，
4
2
0

 

情
報

化
研

修
室

午
後

2
，
7
7
0
 

2
，
8
5
0
 

55
 

22
 

夜
間

2
，
7
7
0
 

2
，
8
5
0
 

全
日

6
，
9
3
0
 

7
，
12
0
 

午
円

11
2
，
6
4
0
 

2
，
7
2
0
 

午
後

5
，
2
8
0
 

5
，
4
3
0
 

研
修

室
1

10
5

 
50
 

夜
間

5
，
2
8
0
 

5
，
4
3
0
 

全
日

13
，
2
0
0
 

13
，
5
8
0
 

午
前

1，
6
7
0
 

1，
7
2
0
 

午
後

3
，
3
5
0
 

3
，
4
4
0
 

研
修

室
2

66
 

32
 

夜
間

3
，
3
5
0
 

3
，
4
4
0
 

全
日

8
，
3
7
0
 

8
，
6
0
0

 

午
前

1，
5
4
0
 

1，
5
7
0
 

研
修

室
3

61
 

2
6
 

午
後

3
，
0
7
0
 

3
，
16
0
 

夜
間

3
，
0
7
0
 

3
，
16
0
 

全
日

7
，
6
8
0
 

7
，
8
9
0

 

午
前

7
0
0
 

72
0

 

会
議

室
1

午
後

1，
4
1
0
 

1，
4
5
0

 
28
 

12
 

夜
間

1，
4
1
0
 

1，
4
5
0

 

全
日

3
，
5
20
 

3
，
6
2
0

 

各
部

屋
の

使
用

料
及

び
推

砂
イ

(
2
)
 
1
 T
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ザ

武
蔵

①
胞

設
の
概

要

金
沢

市
は

、
独
創
的
な
ア
イ

デ
ア

又
は

独
自
の
技

術
を

基
に

し
て

創
造

的
な

事
業
を

新
た

に
行

う
者

を
支

援

し
、
及

び
映
像
、

デ
ザ

イ
ン

等
に

|具
!寸

る
事

業
に

燐
わ

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、
地

域
の
文

化
を
基

盤
と

す
る

新
た

な
産

業
の

創
出

を
図

り
、

も
っ

て
産

業
の

振
興

に
資

す
る

た
め

、
[
T

ビ
ジ
ネ

ス
プ

ラ
ザ

武
蔵

を
設

置
し

て
い

る
。

卦 bラ

開
館

平
成

16
年

7
月

17
日

所
在

地
金

沢
市
武
!
戚

11可
14
番

3
1号

め
い
て
つ
エ
ム
ザ

41
猪
~

6
1精

施
設

の
規

模
延

床
面

積
1，
9
9
9
.
79
11

-1' 

(
4
1暗

6
6
4
.9

7
m'、

5
1暗

6
6
6
.
74

m'、
6
階

6
6
8
.0

8
m'
)

4
1情

事
務

室
、
情
報
化
研
修
室
、
マ
ノ
レ
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ

、
編

集
室

、

サ
ロ

ン
ス

ペ
ー

ス
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
、

主
な

施
設

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
(

ブ
ー
ス

6
区

画
、

ル
ー

ム
2
室
)

5
1精

研
修

室
1

・
2

・
3
、
会

議
室

1
・
2
、

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
(
ブ
ー
ス

4
区
画

、
ル

ー
ム

2
室
)

6
階

交
流

室
1

・
2
、
控

室
1

・
2

開
館

時
間

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
以

外
午

前
10
時

~
午

後
10
時

休
館
日

イ
ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

胞
設

以
外

年
末

年
始

(1
2
月

2
9
日
~
翌

年
1
月

3
日
)

イ
ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

施
設

(
ブ

ー
ス

・
ノ
レ
ー
ム
)
の
使

用
は

、
情
報

の
処

理
又

は

健
供

、
映

像
情

報
又

は
デ

ザ
イ

ン
の

制
作

に
関
す

る
も

の
そ

の
他

こ
れ

ら
に
類
す
る

利
用

条
件

事
業

を
行

っ
て

い
る

者
に

限
る

。

ブ
ー

ス
は

創
業

3
年

未
満

の
者

の
み

使
用

可
。

使
用

期
間

は
最

長
で

3
年
問

。

②
使

用
料

ア
ビ
ジ
ネ
ス

ブ
ー
ス
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
ノ
レ
ー
ム

の
使

用
料

区
分

月
傾

使
用

料
(
円
)

1
年
目

19
，
8
6
0

 

ビ
ジ

ネ
ス

ブ
ー

ス
(

約
8
111
)

2
年
目

22
，
3
4
0
 

3
年
目

24
，
8
3
0
 

ビ
ジ

ネ
ス

ル
ー
ム

1
(2
3
111
) 

62
，
3
6
0
 

ビ
ジ
ネ
ス

ノレ
ー
ム

2
(1
5
111
) 

44
，
9
7
0
 

ビ
ジ
ネ
ス
ル
ー
ム

3
(1
7
11f
) 

47
，
7
3
0
 

ビ
ジ
ネ
ス
ノ
レ
ー
ム

4
(2
5
111
) 

6
9
，
8
10
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使
用

料
の

算
出

方
法

上
記

の
使

用
料

は
、

f
T

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ザ
武

蔵
条

例
に

よ
っ

て
定

め
ら

れ
て

い
る

。

当
該

条
例

で
上

記
の

額
と

定
め

ら
れ

た
根

拠
は

、
施

設
の

減
価

償
却

費
相

当
額

及
び

維
持

管
理

費
等

を

も
と

に
日

額
1T
f
単

価
を

求
め

、
各

部
屋

の
面

積
を

乗
じ

て
使

用
料

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
り

、
具

体
的

に

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

千
円
)

区
分

金
額

等
備

考

建
設

費
②

32
9
，0

0
8
 

契
約

額

実
施

設
計

6
，
8
2
5
 

監
理

委
託

6
，
0
0
0
 

工
事

3
0
2
，
19
0
 

解
体

工
事

2
，9

9
3
 

初
度

備
品

11
，0

0
0
 

交
付

税
相

当
領

③
70

，
8
7
5
 

7
5
%
X
3
0
%

 
(
注
)

償
却

基
礎

鎖
。

2
5
8
，

 13
3 
⑦

@
 

償
却

期
間
@

3
8年

減
価

償
却
資
'
相
当
額

6
，
11
4

 
⑨

X
9
0
%

/
@

 

(
単
位

減
価
償
却
賞
'
相
当
領

ウ

う省 卦
(
注
)
当
該
施
設
の
建
設
に
当
た
り

、
金

融
機

関
か

ら
借

り
入

れ
た

市
債

の
{

長
選

に
合

わ
せ

て
地

方
交

付
税

が
交

や
J'
(
算
入
)
さ
れ
て
お
り
、
建
設
費
(
実
施
設
計

、
~~
~理
委
託

、
工
事
)
に
対
す
る
市
債
の
充
当
率
が
7
5
%

、

そ
の

3
0
%

に
交

付
税

が
算

入
さ

れ
る

。

床
面

積
収

容
{
史
用

平
成

16
年

度
か

ら
平

成
21

年
度

か
ら

平
成

2
6年

度
以

降
区

分
(
ば
)

人
数

区
分

平
成

2
0
年

度
ま

で
平

成
25

年
度

ま
で

の
使

用
料

(
円

)
(
人
)

の
使
用

料
(
円
)

の
{
史
用
料
(
円
)

午
前

70
0

 
72

0
 

会
議

室
2

28
 

12
 

午
後

1，
4
10

 
1，
45

0
 

夜
間

1，
4
10
 

1
，4

5
0

 

全
日

3
，
52

0
 

3
，
6
2
0

 

午
前

4
，6

10
 

4
，
75

0
 

交
流

室
l

18
3 

82
 

午
後

9
，
22

0
 

9
，
4
8
0

 

夜
間

9
，
22

0
 

9
，
4
8
0

 

全
日

23
，0
5
0

 
2
3
，
7
1
0
 

午
前

3
，4

10
 

3
，
4
9
0

 

交
流

室
2

13
5 

62
 

午
後

6
，8

0
0
 

7
，0

0
0
 

夜
間

6
，8

0
0

 
7
，
0
0
0
 

全
日

17
，0

10
 

17
，
4
9
0

 

午
前

33
0

 
3
4
0
 

控
室

1
午

後
65

0
 

6
70
 

13
 

4
 

夜
間

65
0

 
67

0
 

全
日

1，
63

0
 

1，
68

0
 

午
前

4
10
 

4
10
 

控
室

2
午

後
80

0
 

8
3
0

 
16

 
4

 
夜

間
80

0
 

8
3
0

 

全
日

2
，0

10
 

2
，0

7
0
 

bラ 期
千
円
)

(
単
位

備
考

3
0
%
は

地
方

交
付

税
が

交
村

さ
れ

る
3
0
.2

9
5

 I
 の
で

金
沢

市
の

負
担

は
7
0
%

と
な
る

市
{
真
利
子

区
分

市
依

利
子

総
額

の
70

%

(
②
)
 

償
却

期
間

(
②
)

利
子

第
入

額

u
 

(
注
)

1
，
使

用
区

分
の

「午
前

」
は

午
前

10
時

か
ら

正
午、

「
午
後
」
は
午
後

1
時

か
ら

午
後

5
時

、
「
夜
間
」

は
午

後
6
11寺

か
ら
午
後

10
時

、
「全

日
」
は
午
前

10
時

か
ら

午
後

10
11
寺
ま
で
で
あ
る

。

2
.

冷
暖
房
を
使
用
す
る
場
合
は
、

2
5
%
哨

と
な

る
。

3
，

 
(

 
)

内
の

使
用

料
は

、
営

業
、

宣
伝

等
の

目
的

で
使

用
す

る
場

合
の

使
用

料
で

あ
る

。

②
/

③
 

千
円
)

区
分

金
額

人
イ牛
!J!i:

1，
8
5
5
 

光
熱

水
'1'1
:

6
，
70

0
 

管
理
p1:

8
，
0
8
0

 

組
合

負
担

金
9
，
0
2
1

 

合
計

25
，6

5
6
 

維
持
管
理
貿
' (
単
位

w
 



区
分

平
成

22
年

度
平

成
23
年

度
平

成
2
4年

度
平

成
25
年

度
平

成
2
6
年
度

歳
入

(
使

用
料

収
入

)
18
，8
3
5
 

17
，5

14
 

17
，
18
0
 

16
，
78
8 

16
，5

06
 

入
居

系
3
，9
5
8
 

3
，0
9
9
 

1，
44

1
 

79
0 

1，
4
9
5
 

研
修

室
等

14
，4

2
6
 

13
，9

2
9
 

15
，
17

1
 

15
，
5
14

 
14
，
73

1
 

附
属

設
備

等
4
5
1
 

4
8
6
 

5
6
8
 

48
4 

2
8
0
 

歳
出

39
，9

7
2
 

4
0
，5

6
4
 

35
，5
7
1
 

4
0
，

 
26
5 

4
4
，

 
71
3 

人
件

費
12
，
11
2
 

12
，

 18
0
 

6
，9
3
2
 

6
，6

47
 

6
，6

02
 

需
用
1
'
1
:

4
，3

83
 

4
，0
3
3
 

4
，9

5
9
 

4
，4

67
 

4
，9
0
8
 

委
託
料

7
，8
5
8
 

7
，6
8
2
 

7
，6

2
8
 

7
，3
27
 

7
，8
6
8
 

使
用

料
及

び
賃

借
料

5
，
77
8 

5
，8
8
2
 

5
，8

9
9
 

6
，0

2
9
 

2
，5
74
 

負
担

金
8
，6

39
 

9
，9
3
7
 

9
，4

2
8
 

14
，6

65
 

2
1，
60
9 

そ
の
{也

1 ，
20
2 

8
5
0
 

72
5 

1，
13
0 

1，
15
2 

収
支

ム
21

，
13
7 

ム
23

，0
5
0

ム
18
，3

9
1

ム
2
3
，4

77
ム

28
，2
0
7
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千
円
)

(
単
位

③
過

去
5
年

間
の

歳
入

歳
出

実
績

の
推

移

1，
01

1
 rrf 

2
5
5
日

12
6
円

lV
 

日
傾

nf
単

価
に

各
部

屋
の

床
面

積
を

釆
じ

て
、

全
日

の
使

用
料

が
算

出
さ

れ
る

。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
(
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ー
ス
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
ノ
レ
ー
ム
)
に
つ
い
て
は
、

3
6
5
日
利

用
可
能
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
計
算
方
法
に
よ
り
、

~I
額
汀

f単
価
を
算
出
し
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設

の
床

面
積

を
乗

じ
て

使
用

料
が

算
出

さ
れ

て
い

る
。

32
，

 
56

7千
円

(
上

記
A
)

/
1，
O
l
ln
f
 (
上
記

B
)

/
3
6
5
日
=
8
8
円
/
n
f

闘争 う省 卦

(
注
)

1
 
平

成
25
年

度
の

入
居

系
の

収
入

が
79
0
千

円
と

務
ち

込
ん

で
い

る
の

は
3
年

間
の

期
間

満
了

と
な

る
利

用
者

の
退

去
時

期
が

重
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
。
ま
た

、
平

成
2
2
年

度
は

全
室

入
居

の
時

期
も

あ
っ

た
た

め
、

多
額

に
な

っ
て

い
る

。

2
 
人
件
賀
'
は
、
平
成

22
年

度
及

び
平

成
2
3年

度
が

非
常

勤
職

員
4
名

分
(

館
長

1
名

、
デ

ィ
レ

ク
タ

-
1

名
、

ア
シ

ス
タ

ン
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

2
名
)

で
あ

る
の

に
対

し
、
平
成

24
年

度
以

降
は

、
非

常
勤

職
員

2

名
分

(
ア

シ
ス

タ
ン

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
2
名

)
と

臨
時

職
員

1
名

分
で

あ
る

。

3
.
負

担
金

が
、

平
成

2
5
年

度
及

び
平

成
2
6
年

度
に

お
い

て
高

額
に

な
っ

て
い

る
の

は
、
金
沢

ニ
ュ

ー
ス

カ

イ
ヒ
ソ
レ
の
各
設
備
更
新
工
事
等
に
伴
う
も
の
で
あ
る

。

使
用

料
の

見
直

し

l
 
平
成

2
1年
度
に
研
修
室

1
・
2
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス

7
~

10
、
イ
ン
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン

ノ
レ
ー
ム

3
・
4
を

追
加

整
備

し
た

。

こ
れ

ら
の

施
設

の
使

用
料

lこ
つ
い
て
は

、
開

設
時

の
社

会
情

勢
と

大
き

な
変

化
は

な
い

と
考

え
ら

れ

た
こ

と
か
ら

、
上

記
の

日
額
rrf
単

価
を

利
用

し
、
設

定
を

し
た

。

コニ

bラ 期
@

過
去

5
年

間
の

稼
働

率
の

推
移

過
去

5
年
rlfJ

の
稼

働
率

の
推

移
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

な
お

、
時

間
帯

ご
と

の
稼

働
率

に
つ

い
て

は
、

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

平
成

2
6
年
度

に
消

費
税

増
税

に
伴

い
使

用
料

の
改

定
を

行
っ

た
。

各
使

用
料

の
税

抜
価

絡
に

8
%
を
加
算
し
、

1
円
単

位
を

切
り

捨
て

て
使

用
料

を
算

出
し
て
い
る

。

た
だ
し

、
算

出
の

結
果

、
全

日
の

使
用
料

と
、
各

時
間

帯
の

使
用

料
の

合
計

額
に

差
額

が
出

た
場

合

は
端

数
を

調
整

し
、

10
円

の
差

が
出

た
場

合
は

午
前

中
の
使

用
料

に
加
算
し
、

2
0
円
の

差
が

出
た

場
合

は
午

後
及

び
夜

間
の

使
用

料
を

10
円
ず

つ
加

算
し

て
い

る
。

%)
 

区
分

平
成

2
2
年
度

平
成

2
3
年
度

平
成

24
年

度
平

成
25
年

度
平

成
2
6年

度

マ
ノ
レ
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ

2
4
.4

 
32

.0
 

3
5
.4
 

3
5
.
4
 

3
3
.
6
 

編
集

室
8
.8

 
12
.3

 
11
.
2
 

1
1. 
2
 

12
.5

 

情
報

化
研
修

室
33

.
3
 

38
.3

 
32

.
0
 

32
.0
 

32
.
7
 

研
修

室
1

2
5
.6

 
3
0
.5

 
3
1. 
2
 

3
1. 
2
 

27
.0
 

研
修

室
2

3
4
.4

 
3
4
.3

 
4
4
.
3
 

44
.3

 
4
3
.
 1
 

研
修

室
3

4
5
.4

 
37

.6
 

4
1. 
2
 

4
1. 
2
 

38
.4

 

会
議

室
1

4
7
.0

 
4
6
.9

 
4
5
.
5
 

4
5
.5

 
42

.2
 

会
議

室
2

4
0
.
 1
 

3
7.
0
 

4
0
.
7
 

4
0
.7
 

39
.4

 

交
流

室
1

17
.
9
 

14
.2

 
2
0
.8

 
2
0
.8

 
15
.
1
 

交
流

室
2

14
.
3
 

12
.9

 
2
0
.
2
 

2
0
.
2
 

13
.7
 

(
単
位

過
去

5
年

間
の

稼
働

率
の

推
移

表
12
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②
施

設
を

視
察

し
、
納
十
村
lさ

れ
た
{
使
吏
用
料
の
金
額
が
z苦!:i

入
金

オ
る

手
続

に
立

ち
会

つ
て

入
金

状
況

を
観

察
し

、
ま

た
、

釣
銭

準
備

金
及

び
納

付
さ

れ
た

使
用

料
に

つ
い

て
実

査
を

行
っ

た
。

③
使

用
料

の
設

定
に

つ
い

て

1
 T
ピ
シ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
と

、
近

隣
に

あ
る

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

の
同

規
模

の
研

修
室

の
稼

働
率

を
比

較

す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
て
、
あ
る

。

同
施

設
は

目
的

や
利

用
形

態
が

異
な

る
た

め
、

単
純

に
比

較
す

る
こ

と
は

難
し

い
が

、
稼

働
率

の
差

の
最

も

大
き

な
要

因
は

、
使

用
料

の
相
i主

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

の
研

修
室

2
を

全
日

使
用

す
る

場
合

の
使

用
料

は
4
，5
10

円、
I
T

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ザ
武

蔵
の

研
修

室
3
を

全
日

使
用

す
る

場
合

の
使

用
料

は
7，
89
0
円

(
冷

暖
房

を
利

用
す

る
と

9
，8
60

円
)

と
な

っ
て

お
り
、

1
 T
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ザ

武
蔵

の
研

修
室

の
方

が
割

高
と

な
っ

て
い

る
。

(
殴
査
結
果
)

①
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

つ
い

て

納
付

さ
れ

た
使

用
料

の
金

領
は

関
係

資
料

(
領

収
現

金
・
入

処
理

一
覧
表
)
と

一
致
し
て
お
り

、
釣

銭
準

備

金
の

金
額

は
所

定
の

金
額

と
一

致
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま
た

、
釣

銭
準

備
金

の
保

管
状

況
や

指
定

口

座
に

入
金

す
る

手
続

も
確

認
し

た
が

、
こ

れ
ら

の
事

務
に

お
い

て
問

題
点

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
。

②
使

用
料

の
減

免
に

つ
い

て

減
免

の
申

請
か

ら
承

認
ま

で
の

手
続

を
検

証
し

た
が

、
金

沢
市

事
務

決
裁

規
則

に
基

づ
き

適
切

に
行

わ
れ

て

お
り

、
指

摘
す

べ
き

事
項

は
な

い
。

パ
ン

フ
レ

ッ
卜

、
入

居
者
募
集
要
項
、

「
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
フ

ベ
ン

チ
ャ

ー
シ

テ
ィ

金
沢

ビ
ジ

ネ

ス
プ

ラ
ン

ア
ワ

ー
ド

」
要

項
、

減
免

申
請

書
、
決

裁
伺

書
、

1
 '1'

ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ザ
武
蔵
使
用

承
認

害
、
領

収
現

金
・
入

処
理

一
覧

表
等

③
減

免
に

つ
い

て
、
申
言
古
か

ら
承
認
ま
て
、
の
手
続
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
証
し
た

。

@
:
使
用
料
の
算
定
資
料
を
入
手
し

、
そ

の
妥

当
性

と
見

直
し

の
履

歴
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

(
監
査
手
続
)

①
所

管
課

か
ら

関
係

資
料

の
提

供
を

受
け

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

表
13

稼
働

率
の

比
較

施
設
名

l
 T
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ

ザ
武

蔵

近
江

町
交

流
プ

ラ
ザ

閲
覧

資
料

⑥
使

用
料

の
減

免

I
T

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ザ
武

蔵
は

起
業

者
の

支
援

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ベ
ン

チ
ャ

ー
シ

テ
ィ

金
沢

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
ア

ワ
ー

ド
J

の
採

択
者

に
は

、
ビ

ジ
ネ

ス
ブ

ー
ス

の
使

用
料

を
半

年
11
¥1

無
料

に
す

る
支

援
を

行
っ

て
お

り
、

同
採

択
者

か
ら

の
減

免
申

請
を

受
け

て
使

用
料

を
全

額
免

除
し

て
い

る
。

「ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ベ

ン
チ

ャ
ー

シ
テ

ィ
金

沢
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

ア
ワ

ー
ド

」
と

は
、
起

業
や

新
分

野
進

出

を
目

指
す

個
人

・
グ
ル

ー
プ

・
中

小
企

業
者

か
ら

広
く

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
を

募
集

し
、

優
秀

な
プ

ラ
ン

に
つ

い

て
事

業
化

に
向

け
た

支
援

を
行

う
金

沢
市

の
事

業
で

あ
り

、
採

択
者

に
は

、
資

金
面

で
の

支
援

(
奨

励
金

)
と

環
廃

面
で

の
支

援
(

ビ
ジ

ネ
ス

ブ
ー

ス
の

無
償

提
供

)
を

行
っ

て
い

る
。

平
成
26

年
度

の
減

免
実

績
は

4
件、

2，
00
0
千

円
と

な
っ

て
お

り
、
こ

れ
ら

は
全

て
採

択
者

に
対

す
る

も
の

で

あ
る

。

イ
利

用
目

的

営
利

目
的

で
使

用
す

る
場

合
は

許
可

を
得

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
が

(
T
T

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ザ
武

蔵
条

例

施
行

規
則

第
11
条

)
、

施
設

の
開

設
趣

旨
に

鑑
み

、
基

本
的

に
は

許
可

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

ウ
使

用
料

納
付

後
の

事
務

手
続

等

I
 

納
付

さ
れ

た
金

額
を

確
認

の
上

、
公

金
払

込
書

兼
領

収
読

書
、

領
収

現
金

・
入

処
理

一
覧

表
に

記
載

の
上

、
金

庫
に

保
管

寸
る

。

H
 

受
領

し
た

当
日
又

は
翌

日
(

金
融

機
関

が
休

み
の

と
き

は
翌

営
業

日
)

に
指

定
口

座
に

入
金

す
る

o

u
 

毎
日

、
業

務
終

了
時

に
、
公

金
払

込
害

兼
領

収
証

書
と

領
収

現
金

・
入

処
理

一
覧

表
を

元
に

、
金

庫

の
金

額
を

確
認

す
る

。

⑤
利

用
申

込
み

・
予

約
等

ア
手

続

1
 

利
用

者
か

ら
利

用
申

込
み

が
あ

る
と

予
約

と
し

て
受

け
付

け
ら

れ
る

(
予

約
機

定
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で
の
申
込
み
も
可
)

。

予
約

者
に

は
納

付
舎

が
送

付
さ

れ
る

。

納
付

舎
に

よ
る

納
付

期
限

は
、

納
付

舎
発

送
日

を
含

め
て

15
日

間
に

設
定

さ
れ

て
い

る
。

前
日

予
約

の
場

合
は

、
当

日
に

現
金

で
納

付
す

る
。

区
分

交
流

室
1

・
2

控
室

1

控
室

2

IV
 

u
 

111
 

4
込
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(
3
)

キ
ゴ

山
周

辺
施

設

(
3
 -

1
)

金
沢

市
キ

ゴ
山

ふ
れ

あ
い

の
皇

研
修

館

金
沢

市
は

、
医

王
山

山
麓

キ
ゴ

山
の

豊
か

な
自

然
環

境
の

中
で

、
人

と
人

、
人

と
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

湯

を
通
し

て
、

心
身

と
も

に
健

全
な

青
年

の
育

成
を

図
り

、
か
つ

、
市

民
の

段
林

漁
業

に
つ

い
て

の
理
f呼

を
深
め

る
と

と
も

に
、
社
会

教
育

の
振

興
及

び
周

辺
地

域
の

活
性

化
に

資
す

る
た

め
、

キ
ゴ

、
山

ふ
れ

あ
い

の
里

を
設

置

し、
キ

ゴ
山

ふ
れ

あ
い

の
皇

研
修

館
及

び
野

外
自

然
活

用
施

設
を
f泣

い
て
い
る

。

な
お

、
キ

ゴ
山

ふ
れ

あ
い

の
里

研
修

館
と

、
後

述
す
る
キ
コ

山
少

年
自

然
の

家
及

び
キ

コ
山

天
体

観
察

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
8
年

4
月
に

「金
沢

市
キ

ゴ
山

ふ
れ

あ
い

研
修

セ
ン

タ
ー

」
と
し
て
統
合
す
る
こ
と

が
予

定
さ

れ
て

い
る

が
、
今

監
査

は
原

則
、
平

成
2
6年

度
を
お
l象

期
間

と
し

、
平

成
2
7年

度
中

に
実

施
し

て
い

る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら

、
報

告
書

中
の

記
赦

に
つ

い
て

は
、

現
行

の
施

設
名

称
や

使
用

料
等

と
し

て
い

る
。

こ
れ
は

、
使

用
料

設
定

の
際

の
計
算

方
法

と
し

て
、

減
価

償
却

費
相

当
額

や
市

債
利

子
な

ど
建

設
に

係
る

賀'

用
が

算
定

の
基

礎
に

な
っ

て
い

る
か

否
か

と
い

う
点

で
、
大

き
な

差
が

生
じ

て
い

る
も

の
で

あ
る

。

こ
の
た
め

、
1

 T
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ザ

武
蔵

の
使

用
料

に
つ

い
て

は
、

稼
働

率
が

低
迷

し
て

い
る

状
況

も
踏

ま

え
、
他

の
類

似
施

設
と

の
統

一
的

な
算

定
基

準
に

基
づ

く
標

準
金

額
を

算
出

し
、
現

行
使

用
料

の
妥
当

性
を
検

証
し

た
上

で
、
設

置
目

的
や
利

用
形

態
な
ど

、
施

設
の

特
殊

性
等

を
考

慮
し

な
が

ら
、

合
理

的
か

つ
適

正
な

受

益
者

負
担

と
な

る
よ

う
見

直
し

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

開
館

昭
和

63
年

4
月

所
在

地
金

沢
市

小
旦

沢
町

ヲ
4
番

地

施
設

の
規

棋
本

館
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

3
階

建
(
延
床
面
積

3
，
01
7
.8

9
ni
)
 

体
育

館
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

平
屋

建
(
延

床
面

積
91
4
.
 9
6
n
i
)
 

主
な

施
設

宿
泊

室
2
0
室

(
定

員
15
2
人

)
、

研
修

室
9
室

食
堂

、
浴

室
、

体
育

館
等

休
館
日

月
曜
日

(
そ
の
日
が

休
日

に
当

た
る

と
き

は
そ

の
直

後
の

休
日

以
外

の
日

)

年
末

年
始

(1
2
月

29
日
~

翌
年

1
月

3
日
)

使
用

者
自

主
的

な
研

修
計

画
を

も
っ

青
少

年
又

は
一
般

の
団

体

そ
の

他
周

辺
に

あ
け

ぼ
の

広
場

、
体
験
農
園
、

緑
地
広

場
、
わ

ん
ぱ

く
広

場
、
芝

そ
り

ゲ
レ

ン
デ

、

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

コ
ー

ス
、

あ
や

め
図

等
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

①
施

設
の

概
要

【意
見

】

J
T
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ザ

武
蔵

の
使

用
料

に
つ

い
て

は
、

稼
働

率
が

低
迷

し
て

い
る

状
況

も
踏

ま
え

、
他

の
類

似
施

設
と

の
統

一
的

な
算

定
基

準
に

基
づ

く
標

準
金

額
を

算
出

し
、

現
行

使
用

料
の

妥
当

性
を

検
証

し
た

上
で

、
設

置
目

的
や

利
用

形
態

な
ど

、
施

設
の

特
殊

性
等

を
考

慮
し

な
が

ら
、

合
理

的
か

つ
適

正
な

受
益

者
負

担
と

な
る

よ
う

見
直

し
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ
る

。

ー l - uー ー

期
②

使
用

料

区
分

金
額

(
円
)

{市
考

宿
泊

使
用
料

背
少

年
(3
0議

以
下
)

5
4
0
 

(
1
泊
)

一
般

(3
1歳

以
上
)

1 ，
0
8
0
 

体
育

館
(

全
面

)
14

，
0
4
0
 

各
施

設
日

帰
り

研
修

集
会

室
10

，
8
0
0
 

10
0名

収
容

使
用

料
第

1
研

修
室

5
，
4
0
0
 

4
5
名

収
容

(
全
日
)

視
聴

覚
室

8
，
10
0 

4
5
名

収
容

工
芸

実
習

室
8
，
10
0 

35
名

収
容

和
室

研
修

室
2
，
7
0
0
 

15
丘

(
注
)

1
.
宿

泊
を

伴
う

場
合

、
各

施
設

の
使

用
料

は
無

料
と

な
る

。

2
 
各

施
設

日
帰

り
使
用
料
は

、
使

用
時

間
に

よ
り

異
な

る
が

、
例

と
し
て
全
日

利
用

の
場

合
を

記
載
し

て
い
る

。
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今
後

は
適

正
な

利
用

者
負

担
を

求
め

る
た

め
、

運
転

免
許

証
な

ど
の

身
分

記
を

提
示

さ
せ

、
年

齢
を

確
実

に
確

認
寸

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

区
分

を
特

定
し

、
使

用
料

を
徴

収
す

べ
き

で
あ

る
。

【指
摘

事
項

】

キ
ゴ

山
ふ

れ
あ

い
の

里
研

修
館

に
あ

っ
て

は
、

利
用

者
の

年
齢

に
よ

り
使

用
料

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
身

分
証

を

提
示
さ

せ
る
な
ど
、
年

齢
を
確

実
に

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
区

分
を

特
定

し
、

適
正

な
使

用
料

を
徴

収
す

べ
き

で
あ
る

。

③
過

去
5
年

間
の

使
用

料
収

入
及

び
宿

泊
者

数
の

推
移

区
分

平
成

2
2
年
度

平
成

2
3
年

度
平

成
2
4年

度
平

成
25
年

度
平

成
26
年

度

使
用

料
収

入
(

千
円

)
5
，
79
5 

5
，
9
8
4
 

5
，
6
2
5
 

6
，
2
2
8
 

5
，
6
5
6
 

宿
泊

者
数

(
人

)
8
，
32
7 

8
，
7
9
9
 

8
，
6
13
 

8
，
9
4
4
 

7
，
3
8
8
 

社
会

教
育

関
係

(
人

)
2
，
2
9
6
 

1，
95

0
 

2
，
66
1 

2
，
3
2
8
 

2
，
00
1 

学
校

関
係
(
人
)

4
，
0
4
6
 

4
，
2
4
6
 

3
，
0
5
2
 

3
，
6
1
0
 

3
，

 12
5
 

職
J
r
!
Z
事
業
所
(
人
)

73
2 

9
3
2
 

1，
02
4 

1，
62
1 

9
3
9
 

そ
の
他
(
人
)

1，
2
5
3
 

1 ，
67
1 

1，
8
7
6
 

1，
3
8
5
 

1，
3
2
3
 

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N

~
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

「申
請

に
対

す
る

処
分

の
審

査
基

準
J

に
規

定
さ

れ
て

い
る

減
免

理
由

に
つ

い
て

は
、

合
理

性
が

あ
り

、
妥

当
な

も
の

と
判

断
す

る
。

減
免

の
申

請
か

ら
承

認
ま

で
の

手
続

も
検

証
し

た
が

、適
切

に
行

わ
れ

て
お

り
、

指
摘

す
べ

き
事

項
は

な
い

。

闘争

③
使

用
料

の
設

定
に

つ
い
て

毎
年

、
所

管
課

に
お

い
て

、
使

用
料

改
定

の
検

討
は

行
わ

れ
る

が
、
他

の
類
似
施
設
の
使
用
料
と
比
較
し
、

高
額

な
施

設
に

分
類

さ
れ

る
と

の
こ

と
か

ら
、

昭
和

6
3年

の
開

館
以

来
、

使
用

料
は

据
置

き
と

し
て

い
る

。

④
使

用
料

の
減

免

キ
ゴ

山
ふ

れ
あ

い
の

里
研

修
館

の
使

用
料

は
、

金
沢

市
キ

ゴ
山

ふ
れ

あ
い

の
里

条
例

第
10
粂

に
お

い
て

、
「市

長
は

、
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、
使

用
料

を
減

免
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、

減
免
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

「同
市
if
こ
弁
lす

る
処

分
の

審
査

基
準

」
に

定
め

ら
れ

て
い

る
。

当
該

審
査

基
準

で
は

、
「

少
年

自
然

の
家

を
宿

泊
を

伴
っ

て
利

用
し

よ
う

と
す

る
団

体
が

少
年

自
然

の
家

の
利

用
定

只
を

超
え

る
た

め
、

少
年

自
然

の
家

と
併

せ
て

ふ
れ

あ
い

の
盟

研
修

館
を

使
用

す
る

場
合

。
」
に
減
免
で
き

る
と
し
て
い
る

。

平
成

26
年

度
の

減
免

実
績

は
1
件、

4
，
3
2
0
円
で
あ
る

。

う省 卦 期bラ

施
設
名

設
置
者

団
体

宿
泊

使
用

料
(

円
)

所
在

小
・
中

学
生

I同
校
生

・
大

学
生

一
般

キ
ゴ

山
ふ

れ
あ

い
の

盟
研

修
館

(
注

)
金

沢
市

一
律

5
4
0
 

5
4
0
 

1，
0
8
0
 

里
山

自
然

学
校

大
杉

み
ど

り
の

里
小

松
市

市
内

2
0
0
 

8
0
0
 

1，
2
0
0
 

市
外

6
0
0
 

8
0
0
 

1，
2
0
0
 

富
山

市
野

外
教

育
活

動
セ

ン
タ

ー
富
山
市

律
2
8
0
 

8
4
0
 

8
40
 

福
井

市
少

年
自

然
の

家
福

井
市

市
内

10
0 

3
2
0
 

5
40
 

市
外

2
1
0
 

6
4
0
 

1，
0
8
0
 

表
14

北
|塗

三
県

の
市

立
の

類
似

施
設

と
の

使
用

料
比

l険

(
監
査
手
続
)

①
所

管
課

か
ら

関
係

資
料

の
提

供
を

受
け

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

②
焔

設
を

視
察

し
、

担
当

者
に

使
用

料
の

収
納

ま
で

の
業

務
手

続
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
と

と
も

に
、
関
係

書
類

を
閲

覧
し

た
。

③
減

免
に

つ
い

て
、
申
517

か
ら
承
認
、
ま
で
の
手
続
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
証
し
た

。

青
年

の
育

成
や

社
会

教
育

の
振

興
等

を
目

的
と

す
る

施
設

で
あ

る
た

め
、

頻
繁

に
改

定
を

行
わ

な
く

と
も

問

題
は

な
い

と
考

え
る

が
、

金
沢

市
の

公
共

施
設

と
し

て
設

置
し

て
い

る
以

上
、

市
民

又
は

金
沢

市
に

拠
点

を
置

く
団

体
の

使
益

に
資

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

表
14

で
は

、
北

陸
三

県
の

市
立

施
設

に
お

い
て

、
市

内
外

の
団

体
区

分
を

設
け

、
使

用
料

を
設

定
し

て
い

る

施
設

が
あ

る
こ

と
が

分
か

る
。

ま
た

、
後

述
す

る
キ

ゴ
山

少
年

自
然

の
家

に
お

い
て

も
、

使
用

者
を

市
内

外
に

区
分

し
、

異
な

る
使

用
料

を
設

定
し

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

キ
ゴ

山
ふ

れ
あ

い
の

里
研

修
館

の
宿

泊
使

用
料

の
体

系
に

つ
い

て
は

、
十

分
に

検
討

に
値

す
る

も
の

と
考

え
る

。

(
注
)
青
少
年

(3
0歳

以
下
)

5
4
0
円
。

一
般

(3
1歳

以
上

)
1，
0
8
0
円
。

④
使

用
料

の
算

定
資

料
を

入
手

し
、

そ
の

妥
当

性
と

見
直

し
の

履
歴

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

閲
覧

資
料

金
沢

市
キ

ゴ
山

ふ
れ

あ
い

の
皇

条
例

、
同

条
例

施
行

規
則

、
申

請
に

関
す

る
処

分
の

審
査

基
準

、

使
用

申
請

舎
、

使
用

料
減

免
申

請
書

、
減

免
決

定
通

知
書

、
使

用
料

積
算

内
訳

、
ふ

れ
あ

い
の

里
宿

泊
実

績
、

領
収

証
書

受
払

管
理

簿
、

歳
入

制
定

簿
兼

収
入

j京
簿

、
使

用
料

見
直

し
の

検
討

資
料

、
他

都
市

の
類

似
施

設
の

使
用

料
の

現
状

調
査

資
料

、
決

算
附

属
資

料
等

(
監
査
結
果
)

①
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

つ
い

て

歳
入

調
定

簿
兼

収
入

j京
簿

と
公

金
振

替
舎

を
突

合
し

、
使

用
料

が
適

正
に

収
納

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
か

め

た
G

収
納

の
面

に
お

い
て

、
問

題
点

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
が

、
利
用

者
の

年
齢

確
認

と
利

用
者

区
分

の
特

定

を
行

う
際

の
事

務
手

続
に

つ
い

て
は

改
善

が
必

要
で

あ
る

。

当
該
施
設
の
宿
泊
使
用
料
は
、

30
歳

以
下

5
4
0
円、

3
1歳

以
上

1，
0
8
0
円

と
、

年
齢

に
よ

り
異

な
る

使
用

料
を

設
定

し
て

い
る

が
、

利
用

者
の

自
己

申
告

に
よ

り
年

齢
を

確
認

し
、
利

用
者

区
分

を
特

定
し

て
い

る
状

況
に

あ
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当
該

要
綱

第
2
条

で
は

、
全

額
免

除
す

る
規

定
を

以
下

の
と

お
り

設
け

て
い

る
。

ア
石
川
県
立
の
特
殊
教
育
諸
学
校
で
の
義
務
教
育
に
お
い
て
、
そ
の
利
用
者
が
本
市
内
在
住
者
で
多
数
を
占
め

る
場
合
の
学
校
授
業
又
は
学
校
行
事
と
し
て
児
童
及
び
生
徒
並
び
に
そ
の
引
率
者
が
使
用
す
る
場
合

少
年
自
然
の
家
文
は
青
年
の
家
の
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
団
体
が
職
員
の
研
修
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る

場
合

ウ
キ
ゴ
山
少
年
自
然
の
家
又
は
キ
ゴ
山
天
体
観
察
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
行
事
で
使
用
す
る
場
合

な
お

、
平

成
2
6年

度
に

減
免

し
た

実
績

は
な

い
。

(
3
 -

2
)

金
沢

市
キ

ゴ
山

少
年

自
然

の
家

金
沢

市
は

、
自

然
環

境
の

中
で

、
心

身
と

も
に

健
全

な
少

年
の

育
成

を
図

る
た

め
、

キ
ゴ

山
少

年
自

然
の

家

を
設

置
し

て
い

る
。

イ

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N

(
監
査
手
続
)

①
所

管
課

か
ら

関
係

資
料

の
提

供
を

受
け

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

闘争 う省

②
施

設
を

視
察

し
、

担
当

者
に

使
用

料
の

収
納

ま
で

の
業

務
手

続
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
と

と
も

に
、
関

係
書

類

を
閲

覧
し

た
。

金
沢

市
キ

ゴ
11
1少

年
自

然
の

家
条

例
、

同
条

例
施

行
規
WI

、
使
用
料
積
算
内
訳
、
宿
泊
実
績
、

領
収

読
書

受
払

管
理

簿
、

歳
入

調
定

簿
兼

収
入

j原
簿

、
使

用
料

見
直

し
の

検
討

資
料

、
他

都
市

の
類

似
施

設
の

使
用

料
の

現
#

調
査

資
料

、
決

算
附

属
資

料
等

③
減

免
に

つ
い

て
、

申
請

か
ら

承
認

ま
で

の
手

続
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

検
証

し
た

。

@
:
使
用
料
の
算
定
資
料
を
入
手
し

、
そ

の
妥

当
性

と
見

直
し

の
履

歴
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

閲
覧
資
料

開
館

昭
和

51
年

6
月

所
在

地
金

沢
市

平
等

本
111]

カ
13
番

地
1

管
理

棟
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

卜
造

一
昔
11
2
階

建
(
延
床
面
積

1，
0
6
4
.
3
5
11;
')

施
設

の
規

模
宿

泊
棟

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
卜

造
2
階

建
(
延
床
面
積

1，
4
0
2
.
10
m'
) 

プ
レ

ー
ル

ー
ム

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
平

屋
建

(
延

床
面

積
5
2
8
.

 3
3
rr
i') 

主
な

施
設

宿
泊

室
24

室
(

定
員

19
2
人

)
、

指
導

員
室

4
室

(
定

員
10
人
)
、
多
目
的
室
、

研
修

室
、

食
堂

、
浴

室
、
プ

レ
ー

ル
ー

ム

休
館
日

月
H握

日
(

そ
の

日
が

休
日

に
当

た
る

と
き

は
そ

の
直

後
の

休
日
以
外
の
日
)

年
末

年
始

(1
2
月

2
9
日
~
翌
年

1
月

3
日
)

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

寸
る

者
で

構
成

す
る

概
ね

8
人

以
ヒ

の
団

体

使
用
者

-
義

務
教

育
諸

学
校

の
児

童
及

び
生

徒
並

び
に

そ
の

引
率

者

-
少

年
団

体
の

構
成

員
及

び
そ

の
指

導
者

-
そ

の
他

教
育

委
員

会
が

適
当

と
認

め
る

者

そ
の

他
周

辺
に

、
野

外
自

然
活

用
施

設
と

し
て

、
ど

ん
ぐ

り
広

場
、

日
本

海
広

場
、

野
外

炊
飯

場
3
棟

、

き
も

だ
め

し
コ

ー
ス

、
戸

室
キ

ャ
ン

プ
場

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。

①
施

設
の

概
要

卦 bラ 期

(
監
査
結
果
)

¢
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

つ
い

て

歳
入

調
定

簿
兼

収
入

原
簿

と
公

金
払

込
書

を
突

合
し

、
使

用
料

が
適

正
に

収
納

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
か

め

た
。

こ
れ

ら
の

手
続

に
お

い
て

、
問

題
点

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
。

区
分

市
内

の
義

務
教

育
諸

学
校

の
児

童
・
生

徒
等

(
引

率
者

・
指

導
者

含
む

)

市
外

の
義

務
教

育
諸

学
校

の
児

童
・
生

徒
等

(
引

率
者

・
指

導
者

含
む

)

~
使
用
料
の
設
定
に
つ
い
て

毎
年

、
所

管
課

に
お

い
て

、
使

用
料

改
定

の
検

討
は

行
わ

れ
て

い
る

。
開

館
以

来
、

当
施

設
は

市
内

団
体

の

み
に

利
用

許
可

し
て

お
り

、
宿

泊
料

は
無

料
と

し
て

い
た

が
、

平
成

10
年

度
に

天
体

観
察

セ
ン

タ
ー

を
併

設
し

た
こ

と
に

伴
い

、
市

外
団

体
に

も
利

用
さ

せ
る

こ
と

と
し

、
市

外
団

体
に

つ
い

て
は

、
1
人

3
0
0
円
の
使
用
料
と

し
た

。
そ

れ
以

降
は

、
他

の
市

立
の

類
似

施
設

使
用

料
と

比
較

し
で

も
妥

当
な

水
準

と
考

え
て

お
り

、
使

用
料

は
措

置
き

と
し

て
い

る
。

ま
た

、少
年

の
育

成
を

目
的

と
す

る
施

設
で

あ
る

た
め

、
キ

ゴ
山

ふ
れ

あ
い

の
皇

研
修

館
使

用
料

と
同

様
に

、

頻
繁

に
改

定
を

行
わ

な
く

と
も

問
題

は
な

い
と

考
え

る
。

区
分

平
成

2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年
度

平
成

2
5
年
度

平
成

2
6年

度

使
用

料
収

入
(

千
円

)
2
，7

2
6
 

2
，7

9
9
 

2
，6

0
7

 
2
，4

1
2
 

2
，4

3
4
 

宿
泊

者
数

(
人

)
8
，
13
6
 

8
，4
1
0
 

7
，8

9
5
 

7
，0

0
6
 

7
，5

2
6
 

2
，8

4
9
 

2
，6

0
3
 

2
，3

7
5

 
2
，4

3
6
 

2
，0

9
1

 

無
料

者
(

人
)

5
，2

8
7
 

5
，8

0
7
 

5
，5

2
0
 

4
，5

7
0
 

5
，4

3
5
 

宿
泊

延
べ

人
数

(
人

)
18
，0

6
8
 

17
，8

2
8
 

17
，4

5
9
 

16
，0

5
5
 

16
，3

3
9
 

③
過

去
5
年

間
の

使
用

料
収

入
及

び
宿

泊
者

数
の

推
移

@
:
使
用
料
の
減
免

キ
ゴ

山
少

年
自

然
の

家
の

使
用

料
は

、
金

沢
市

キ
ゴ

山
少

年
自

然
の

家
条

例
第

11
条

に
お

い
て

、
「
市
長
は

、

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
使

用
料

を
減

免
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り

、
減

免
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、
「
金
沢
市
キ
ゴ
山
少
年
自
然
の
家
使
用
料
減
免
取
扱
要
綱
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る

。
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④
観

覧
料

の
減

免

キ
ゴ

山
天

体
観

察
セ

ン
タ

ー
の

観
覧

料
は

、
金

沢
市

キ
ゴ

山
天

体
観

察
セ

ン
タ

一
条

例
第

11
条

に
お
い
て
、

「
市
長
は

、
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、
観

覧
料

を
減

免
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
」

と
規

定
さ

れ
て

お

り
、
減
免
に

[刻
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
「
キ
ゴ
山
天
体
観
察

k
ン

タ
ー

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
観

覧
料

減
免

取
扱

要
綱

」
に

定
め

ら
れ

て
い

る
。

当
該

要
綱

第
2
条

で
は

、
全

額
免

除
す

る
規

定
を

以
下

の
と

お
り

設
け

て
い

る
。

ア
木
市
の
宇
宙
に
|
主
lす

る
研

修
を

行
っ

て
い

る
少

年
団

体
で

天
体

観
察

セ
ン

タ
ー

を
活

動
拠

点
と

し
て

い

る
団

体
が

観
覧

す
る

場
合

石
川

県
立

の
特

殊
教

育
諸

学
校

で
の

義
務

教
育

に
お

い
て

、
本

市
内

在
住

者
を

多
く

含
む

場
合

の
学

校

授
業

又
は

学
校

行
事

と
し

て
児

童
及

び
生

徒
並

び
に

そ
の

引
率

者
が

観
覧

す
る

場
合

本
市

内
の

保
育

所
又

は
幼

稚
園

の
園

児
及

び
そ

の
引

率
者

が
当

該
保

育
所

又
は

幼
稚

園
の

授
業

又
は

行

事
で

観
覧

す
る

場
合

キ
ゴ

山
天

体
観

察
セ

ン
タ

ー
又

は
金

沢
市

キ
ゴ

山
少

年
自

然
の

家
が

主
催

す
る

行
事

で
観

覧
す

る
場

合

中
学

生
以

下
の

児
童

、
生

徒
等

が
国

民
の

祝
日

に
関

す
る

法
律

第
2
条

に
規

定
す

る
こ

ど
も

の
日

(
5

 

月
5

日
)

に
観

覧
す

る
場

合

カ
宇
宙
の
日

(
9
月

12
日

)
に

観
覧

す
る

場
合

な
お

、
エ

、
オ

及
び

カ
は

減
免

申
請

を
不

要
と

し
て

い
る

。

平
成

2
6
年
度
の
減
免
実
績
は
、

2
9
件、

5
3
8

，
7
1W

I
で
あ
る

。

(
3
 -

3
)

金
沢

市
キ

ゴ
山

天
体

観
察

セ
ン

タ
ー

金
沢

市
は

、
子

ど
も

た
ち

が
天

体
観

察
、
科

学
実

験
等

の
学

習
活

動
を

通
し

て
、
宇

宙
に

つ
い

て
の

理
解

を

深
め

る
こ

と
に

よ
り

、
創

造
性

豊
か

な
子

ど
も

の
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
広

く
市

民
の

生
涯

学
習

の
振

興
に

資
す

る
た

め
、

キ
ゴ

山
天

体
観

察
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
て

い
る

。

多
人
数
で
天
体
観
察
が
で
き
る
天
体

ド
ー
ム
を
は
じ
め

、
~l/

l義
や
実
験
が
で
き
る
宇
宙
科
学
工
房

、
雨
天
時

に
も

星
空

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
等

、
体

験
型

の
活

動
を

重
視

し
た

施
設

と
な

っ
て

い
る

。

イ ウ エ オ

①
施

設
の

概
要

I)fj
館

平
成

10
年

10
月

所
在

地
金

沢
市

平
等

木
町
カ

13
番

地
1

施
設

の
規

模
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

4
階

建
(
延
床
面
積

1，
6
0
1.
99
m'
) 

天
体
観
察
室
(
卜
、
ー
ム
)

、
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
、
展

ホ
ホ
ー
ノ

レ
、
休
憩

ス
ベ

主
な

施
設

ー
ス

、
宇
宙
科
学
工
房
(
レ
ク
チ
ャ
ー
ノ
レ
ー
ム
)

、
実

験
コ

ー
ナ

一
、
屋

外
観

察
デ

ッ
キ

開
館

11寺
問

午
前

9
時

か
ら

午
後

5
1時

ま
で

休
館
日

月
日
程
日
(
そ
の
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
そ
の
直
後
の
休
日
以
外
の
日
)

年
末

年
始

(
12
月

初
日

~
翌

年
1
月

3
日
)

う省 卦 bラ

(
監
査
手
続
)

①
所

管
課

か
ら

関
係

資
料

の
提

供
を

受
け

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

②
施

設
を

視
察

し
、

担
当

者
に

観
覧

料
の

収
納

ま
で

の
業

務
手

続
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
と

と
も

に
、

関
係

書
類

を
閲

覧
し

た
。

市
内

中
心

部
か

ら
距

離
を

置
き

、
街

の
光

か
ら

同
fr
れ

た
キ

ゴ
山

に
位

置
す

る
こ

と
か

ら
、

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム

観
覧

の
み

な
ら

ず
、

実
|探

の
星

空
を

体
験

し
て

も
ら

う
イ

ベ
ン

ト
も

開
催

し
て

い
る

。

②
観

覧
料

キ
ゴ

山
天

体
観

察
セ

ン
タ

ー
の

プ
ラ

ネ
タ

リ
ワ

ム
観

覧
料

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

な
お

、
金

沢
市

内
の

義
務

教
育

諸
学

校
の

学
校

授
業

文
は

学
校

行
事

と
し

て
観

覧
し

よ
う

と
す

る
児

童
及

び

生
徒

並
び

に
そ

の
引

率
者

に
つ

い
て

は
、
無

料
と

し
て

い
る

。
期

③
減

免
に

つ
い

て
、

申
請
か
ら
承
認
、
ま
で
の
手
続
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
証
し
た

。

④
観

覧
料

の
算

定
資

料
を

入
手

し
、

そ
の

妥
当

性
と

見
直

し
の

履
歴

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

金
沢

市
キ

コ
山

天
体

観
察

セ
ン

タ
一

条
例

、
同

条
例

施
行

規
則

、
キ

ゴ
山

天
体

観
察

セ
ン

タ
ー

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
観

覧
料

減
免

取
扱

要
綱

、
11i¥1
S!

料
積
算
資
料
、

11il
!'i!
!
料
見
直
し
検
討
資
料
、

他
都

市
の

類
似

施
設

の
料

金
一

覧
、
減
免

一
覧

、
減

免
申
詩

書
、
観
覧
料
改
正
時
の
決
裁
伺
書
、

決
算

附
属

資
料

等

閲
覧
資
料

(
¥
'
を
査
結
果
)

①
観
覧
車
|の

徴
収

事
務

に
つ

い
て

歳
入
制
定
苦
手
兼
収
入
原
簿
と
公
金
払
込
書
を
突
合
し

、
観

覧
料

が
適

正
に

収
納

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
か

め

た
。

こ
れ

ら
の

手
続

に
お

い
て

、
問

題
点

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
。
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(
4
)

体
育

施
設

①
施

設
の

概
要

金
沢

市
で

は
、
平

成
2
7年

3
月

に
策

定
し

た
金

沢
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

言
|画

に
お

い
て

、
「
ス
ポ
ー

ツ
で

人
と

ま

ち
を

元
気

に
す

る
ま

ち
づ

く
り

」
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

27
年

度
当

初
予

算
の

重
点

項
目

の
一

つ
に

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

を
掲

げ
る

な
ど

、
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
施

策
の

推
進

.
に

積
僅

的
に

取
り

組
む

姿

勢
を

明
ら
油
、

lこ
し
て
い
る

。

そ
う

し
た

金
沢

市
に

あ
っ

て
は

、
数

多
く

の
体

育
施

設
を

設
置

し
て

お
り

、
そ

の
主

な
施

設
と

平
成

2
6年

度

の
利

用
者

数
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

②
観

覧
料

の
減

免
に

つ
い

て

「
キ

ゴ
山

天
体

観
察

セ
ン

ク
ー

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
観

覧
料

減
免

取
扱

要
綱
J

に
規

定
さ

れ
て

い
る

減
免

理
由

に
つ

い
て

は
、

合
理
性

が
あ
り

、
妥

当
な

も
の

と
判

断
す

る
。

減
免

の
申

請
か

ら
承

認
ま

で
の

手
続

も
検

証
し

た
が

、
適

切
に

行
わ

れ
て

お
り

、
指

摘
す

べ
き

事
項

は
な

い
。

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N 闘争 卦 bラ 期

分区
施

設
名

主
な

設
備

な
ど

利
用

者
数

(
人
)

総
合

体
育

館
第

1
・
2

・
3
競

技
場

、
卓

球
室

、
多

目
的

室
、

2
9
9
，
5
6
6
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ノ

レ
ー

ム

西
部

市
民

体
育

館
競

妓
場

4
5
，
7
2
4
 

城
北

市
民

体
育

館
競

技
場

31
，
17
5 

城
南

市
民

体
育

館
競

技
場

31
，
8
6
7

 

育体館

城
東

市
民

体
育

館
競

技
場

3
9
，
20

0
 

城
西

市
民

体
育

館
競

技
場

4
4
，
7
0
9
 

森
本

市
民

体
育

館
競

技
場

2
6
，
0
0
3
 

浅
野

川
市

民
体

育
館

競
技

場
35

，
9
0
5
 

中
央

市
民

体
育

館
競

技
場

、
多
目
的
ホ
ー
ノ
レ

、
簡

易
卓

球
場

9
5
，
19
8 

額
谷

ふ
れ

あ
い

体
育

館
競

技
場

、
多

目
的

室
6
6
，
00
2 

I!烏
和

台
市

民
体

育
館

競
技

場
6
4
，
11
5

 

体
育

館
計

7
7
9
，
4
6
4
 

西
部

市
民

プ
ー

ル
屋

内
25

m
プ

ー
ル

、
幼

児
プ

ー
ル

4
0
，
3
59

 

総
合
プ
ー
ノ
レ

屋
外

50
m

プ
ー
ノ

レ
、
飛
込

プ
ー
ノ

レ、
25

m
プ
ー
ノ
レ

プ
屋

内
25

m
プ

ー
ノ
レ
、
幼
児

プ
ー
ノ
レ

5
7
，
77
7 

/レ
鳴
平
日
台
市
民

プ
ー

ノレ
屋

内
25

m
プ
ー
ノ

レ
、
幼
児

プ
ー
ノ
レ

8
6
，
2
41
 

ジ
ャ

グ
ジ

一
、

ウ
ォ

ー
タ

ー
ス

ラ
イ

ダ
ー

プ
ー
ノ
レ

昔
|

18
4
，
3
7
7
 

東
金

沢
ス

ポ
ー

ツ
広

場
照

明
村

き
全

天
候

型
コ

ー
ト

(
砂

入
り

人
工

芝
)

5
面、

4
3
，
7
25
 

墜
打

ち
コ

ー
ト

1
商

城
北

市
民

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

照
明

付
き

全
天

候
型

コ
ー

ト
(

砂
入

り
人

工
芝

)
12
面、

プ
壁

打
ち

コ
ー

ト
2
商

71
，
2
4
5
 

一
西

金
沢

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

照
明

付
き

全
天

候
型

コ
ー

ト
(

砂
入

り
人

工
芝

)
4
面

ス
23

，
6
8
1

 

コ
大

徳
ァ

ニ
ス

コ
ー

ト
照
明
十
lき

全
天

候
型

コ
ー

ト
(

砂
入

り
人

工
芝

)
4
商

24
，
2
45

 

城
東

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

照
明

付
き

全
天

候
型

コ
ー

ト
(

砂
入

り
人

工
芝

)
2
商

10
，
56
8 

浅
野

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

全
天

候
型

コ
ー

ト
(
ア
ス
フ
ア
ノ
レ
ト
カ
ラ

ー
)
2
面
(
無
料
)
、

5
'
1
'
打
ち
コ

ー
ト

8
，
6
10

 

7
ニ

ス
コ

ー
ト

計
18
2
，
0
7
4
 

③
観

覧
料

の
設

定
に

つ
い

て

他
の

類
似

施
設

等
を

参
考

に
平

成
10
年

度
の

開
館

時
よ
り

、
個

人
一

般
5
0
0
円

、
個

人
中

学
生

以
下

3
0
0
円、

団
体

一
般

4
0
0
円

及
び

団
体

中
学

生
以

下
2
0
0
円

と
し

て
き

た
が

、
平

成
2
6
年

度
の

消
費

税
増

税
に

伴
い
、

一
般

の
料

金
を

そ
れ

ぞ
れ

10
lIJ
値

上
げ

し
た

。
ま

た
、

毎
年

、
所

管
課

に
お

い
て

観
覧

料
改

定
の

検
討

は
行

わ
れ

る

が
、

他
の

類
似

施
設

の
観

覧
料

と
比

較
し

高
額

な
施

設
に

分
類

さ
れ

る
と

の
こ

と
か

ら
、
f(¥
1.覧

事
|は

据
置

き
と

し
て

い
る

。

う省

円
)

団
体

観
覧

料
個

人
観

覧
料

施
設

名
設

置
者

中
学

生
一

般
中

学
生

一
般

以
下

以
下

キ
ゴ

山
天

体
観

察
セ

ン
タ

ー
金

沢
市

2
0
0
 

4
10

 
3
0
0
 

5
10

 

い
し

か
わ

子
ど

も
父

流
セ

ン
タ

ー
石

川
県

8
0
 

3
5
0
 

10
0 

4
0
0
 

コ
ス

モ
ア

イ
ノ
レ
羽

目乍
羽

咋
市

3
2
0
 

6
4
0
 

4
0
0
 

8
0
0
 

柳
田

星
の

観
察

館
『

満
天

星
」

能
登

H円
2
0
0
 

4
0
0
 

3
0
0
 

5
0
0
 

富
山

市
科

学
博

物
館

富
山

市
10
0 

4
10

 
2
10
 

5
2
0
 

福
井

県
児

童
科

学
館

・
エ
ン
ゼ
ノ
レ
フ

福
井

県
2
0
0
 

2
5
0
 

4
0
0
 

5
0
0
 

ン
ド

ふ
く

い

平
均

18
3 

4
3
5
 

2
6
0
 

5
3
8
 

(
単
位

表
15

北
陸

三
HA

の
類
似

施
設

の
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

観
覧

車
|

子
ど

も
の

育
成

と
市

民
の

生
涯

学
習

の
振

興
を

目
的

と
す

る
施

設
で

あ
る

た
め

、
キ

ゴ
111
ふ

れ
あ

い
の

里
研

修
館

及
び

キ
コ

山
少

年
自

然
の

家
の

使
用

料
と

同
様

に
、

頻
繁

に
改

定
を

行
わ

な
く

と
も

、
問

題
は

な
い

と
考

え
る

。

ま
た

、
北

陸
三

JJ;J.:
の

類
似

施
設
と

比
E絞

し
て
も

、
観

覧
料

に
つ

い
て

は
、

団
体

及
び

個
人

と
も
概

ね
妥

当
な

水
準

で
あ

る
。
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②
使

用
料

体
育
館
、
プ
ー
/
レ
及

び
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

主
な

使
用

料
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

な
お

、
屋

外
ス

ポ
ー

ツ

施
設

に
つ

い
て

は
、

多
様

な
施

設
が

あ
り

、
一

律
の

記
載

が
困

難
で

あ
る

た
め

省
略

す
る

。

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N 闘争 卦 bラ 期う省

施
設

名
利

用
区

分
使

用
料

(
円

)
備

考

個
人

使
用

一
般

20
0 

1
凹

3
時

間
使

用
料

11 
!日

l校
生

以
下

10
0
 

11 

団
体

利
用

第
一

競
技

場
全

面
2
，
70
0 

1
時

間
当
た
り

{吏
用
事
|

11 
m

ー
競

技
場

1
/

2
面

1，
6
2
0
 

11 

11 
第

一
競

技
場

1
/

3
商

1，
0
8
0
 

11 

総
合

体
育

館
第

一
競

技
場

1
/

6
面

11 
54
0 

11 

照
明

料
全

灯
2
，
37
0 

11 

11 
半

灯
1，

18
0 

11 

11 
1
/

3
灯

75
0 

11 

同
齢

者
・
中

学
生

以
下

団
体

は
基

本
使

用
料

X
5
0
%

個
人

使
用

一
般

10
0 

1
回

3
時

間
使

用
料

11 
両

校
生

以
下

50
 

11 

中
央

市
民

体
団

体
利

用
半

面
8
1
0
 

1
時

間
当

た
り

使
用

料

育
館

11 
1
/

4
而

4
10
 

11 

照
明

料
全

面
1，
0
8
0
 

11 

向
齢

者
・
中

学
生

以
下

団
体

は
基

本
使

用
料

X
5
0
%

他
人

使
用

一
般

10
0
 

1
回

3
時

間
使

用
料

地
区

体
育

館
11 

高
校

生
以

下
50
 

"
 

(
注
)

団
体

利
用

半
面

6
4
0
 

11
1寺

問
当
た
り

{
吏
用
車
|

I冒
J齢

者
・
中

学
生

以
下

団
体

は
基

本
使

用
料

X
5
0
%

表
16

体
育

館
使

用
料

分区
施

設
名

主
な

設
備

な
ど

利
用

者
数

(
人
)

陸
上

競
技

場
第

2
種
公
認
、
ト
ラ
ッ
ク
(
全
天
候
型
合
成
ゴ
ム
)

94
，
3
8
9
 

球
技

場
サ

ッ
カ

一
、

ラ
グ
ビ
一
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ノ
レ

10
，
5
3
6
 

安
原

ス
ポ

ー
ツ

広
場

野
球

場
1
面

、
多

目
的

グ
ラ

ウ
ン

ド
、

多
目

的
室、

4
6
，
0
18

 
室

内
練

習
場

屋外
専

光
寺

ソ
フ

ト
ボ

ー
ノ
レ
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ノ
レ
場

4
而

27
，

 16
3
 

スポ
医

王
山

ス
キ

ー
場

第
1

リ
フ

ト
、

第
2

リ
フ

ト
、

ソ
リ

あ
そ

び
コ

ー
ス

39
，
22

1
 

内
川

ス
ポ

ー
ツ

広
場

少
年

野
球

場
2
面

、
芝

生
広

場
、

モ
ノ

レ
ー

ル
11
9
，
3
4
6
 

j云nツ庖)
t 

戸
室

ス
ポ

ー
ツ

広
場

少
年

野
球

場
1
面

、
芝

生
広

場
6
8
，
86
4 

市
民

野
球

場
野

球
場

10
7
，
4
14
 

市
民

サ
ッ

カ
一

場
サ

ッ
カ

一
場

1
面

2
7
，
35
5 

ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

コ
ー

ト
少

年
サ

ッ
カ

一
人

工
芝

14
，
18
0 

そ
の

他
施

設
浅

野
運

動
広

場
な

と
:"
18
1.
庖
設

2
8
2
，
39
2 

展
外

ス
ポ

ー
ツ

施
設

計
8
3
6
，
8
7
8
 

利
用

者
数

合
計

1，
9
8
2
，
79
3 

(
注
)
地
区
体
育
館
は

、
城

北
、

城
東

、
城

南
、

城
西

、
森

本
、

浅
野

川
、

西
部

、
鳴
和
台
、

の
各

市
民

体
育

館
を

し、
う

。

な
お

、
上

記
の

施
設

を
条

例
ご

と
に

区
分

す
る

と
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

条
例

名
施

設
名

総
合

体
育

館
、
西

部
市

民
体

育
館

、
城

北
市

民
体

育
館

、
城

南
市

民
体

育
館

、
城
東

市
民

体
育

館
、

城
西

市
民

体
育

館
、
森

本
市

民
体

育
館

、
浅

野
川

市
民

体
育

館
、

中

金
沢

市
体

育
施

設
条

例
央

市
民

体
育

館
、

西
部

市
民

プ
ー
ノ
レ
、
総
合
プ
ー
ノ
レ
、
東
金
沢
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
城

北
市

民
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

西
金

沢
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、
大

徳
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

城
東

テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

浅
野

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

、
陸
上
競
技
場
、
球
技
場
、

安
原

ス
ポ

ー
ツ

広

場
、

専
光

寺
ソ

フ
ト

ボ
ー
ノ
レ
場

、
医

王
山

ス
キ

ー
場

金
沢

市
ス

ポ
ー

ツ
広

場
条

例
内

川
ス

ポ
ー

ツ
広

場
、

戸
室

ス
ポ

ー
ツ

広
場

金
沢

市
額

谷
ふ

れ
あ

い
体

育
額

谷
ふ

れ
あ

い
体

育
館

館
条

例

金
沢

市
公

園
条

例
11鳥

和
台
市
民
体
育
館
、

n鳥
和
台
市
民
プ
ー
ノ
レ
、
市
民
野
球
場
、
市
民
サ
ッ
カ
一
場
、

ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

コ
ー

ト

ー I N O - -

プ
ー

ノ
レ
使
用
料

施
設

名
利

用
区

分
使

用
料

(
円

)
iHi
i考

I毘
7
.
k
プ
ー
ノ
レ
個
人

一
般

65
歳

以
上

20
0 

1
回

当
た

り
使

用
料

11 
11 

一
般

65
歳

未
満

36
0 

11 

11 
11 

高
校

生
以

下
15
0 

11 

11 
団

体
屋

内
2
5
m

全
面

5
，
40

0
 

1
時

間
当

た
り

使
用

料

総
合
プ
ー
ノ
レ

11 
11 

11 
1
コ
ー
ス

1，
0
8
0
 

11 

平
水

プ
ー

ノ
レ

個
人

一
般

20
0 

1
回

当
た

り
使

用
料

11 
11 

高
校

生
以

下
10
0 

11 

11 
団

体
5
0
m
 

全
面

1，
6
2
0
 

1
時

間
当

た
り

使
用

料

11 
団

体
2
5
m
 

全
面

86
0 

11 

表
17
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等

オ
金

沢
市

内
の

小
中

学
校

が
学

校
体

育
行

事
に

使
用

す
る

場
合

カ
10
月

の
第

2
月
曜
日

(
体
育
の
日
)
に

一
般

開
放

し
て

使
用

す
る

場
合

平
成

2
6年

度
の

減
免

実
績

は
、

6
7
0件
、

11
，9

6
2
千

円
で

あ
る

。

⑤
指

定
管

理
者

に
よ

る
管

理

体
育

施
設

の
管

理
は

、
個

々
の

条
例

の
規

定
に

よ
り

指
定

管
理

者
が

行
っ

て
い

る
。

指
定

管
理

者
の

選
定

に
つ

い
て

は
、

条
例

及
び

「
指

定
管

理
者

制
度

導
入

・
移

行
に

際
し

て
の

木
市

の
基

本

方
針

j
に

基
づ

い
て

、
住

民
ザ

ー
ヒ

c
ス
の
|
向
上
及
び
運
営
の
効
率
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
団

体
を

公
募

の
う

え
選

定
し

て
い

る

施
設
名

利
用

区
分

使
用

料
(

円
)

備
考

総
合

プ
ー

ノレ
前

齢
者

団
体

は
基

本
使

用
料

X
5
0
%

室
内

プ
ー

ノ
レ

個
人

一
般

65
歳

以
上

2
0
0
 

l
回

当
た

り
使

用
料

/1 
11 

一
般

65
歳

未
満

3
6
0
 

/1 

西
部

・
I!烏
和

l
，t
.']
校

生
以

下
/1 

/1 
15
0 

/1 

台
市

民
プ

ー
団

体
2
5
m
 

全
面

1
11寺

間
当
た
り
使
用
料

/1 
5
，4

0
0
 

ノレ
/1 

/1 
/1 

1
コ
ー
ス

1，
08

0
 

/1 

1"_
'"
齢

者
団

体
は

基
本

使
用

料
X
5
0
%

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N 闘争

施
設

区
分

指
定

管
理

者
平

成
2
6
年

度
指

定
指

定
期

間
管

理
料

(
千

円
)

体
育

館
等

公
益

財
団

法
人

金
沢

市
ス

ポ
ー

ツ
事

業
団

16
4
，

 
7
2
3
 

フ
。ー

ル
等

株
式
会

社
エ
イ
ム

19
4
，7

2
2
 

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

公
益

財
団

法
人

金
沢

市
ス

ポ
ー

ツ
事

業
団

平
成

2
3年

4
月

1
日

寺~
一

56
，8
7
1
 

~
平

成
2
8年

3
月

3
1
日

屋
外

ス
ポ

ー
ツ

金
沢

市
ス

ポ
ー

ツ
事

業
団

・
奥

・
米

沢
共

同

施
設

等
事

業
体

19
9
，7

8
4
 

表
18

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

使
用

料

平
l開

区
分

使
用

料
(

円
)

備
考

6
1
0
 

1
而

1
時

|湖
当

た
り

使
用

料
1
面
当
た
り

両
校

生
以

下
3
0
0
 

/1 

照
明

料
3
0
0
 

/1 

壁
杓

ち
コ

ー
ト

(
個

人
利

用
)

10
0 

1
回

2
時

間
ま
で
の

使
用

料

高
齢

者
団

体
は

基
木

使
用

料
X
5
0
%

う省
(
監
査
手
続
)

①
所

管
課

か
ら

関
係

資
料

の
提

供
a
を
受
け

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。
卦 期bラ

②
総

合
体

育
館

、
総

合
プ
ー
ノ
レ
及
び
城
北
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

視
察

し
、

現
地

担
当

者
に

使
用

料
の

収
納

ま

で
の

業
務

手
続

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

す
る

と
と

も
に

、
関

係
書

類
を

閲
覧

し
た

。

④
吏

用
料

の
算

定
資

料
を

入
手

し
、

そ
の

妥
当

性
と

見
直

し
の

履
歴

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

な
お

、
屋

外
ス

ポ
ー

ツ
施

設
に

つ
い

て
は

、
多

様
な

施
設

が
あ

り
、

一
律

の
比

較
が

困
難

な
た

め
、

こ
の
手

続
は

省
略

し
た

。

③
減

免
に

つ
い

て
、

申
請

か
ら

承
認

ま
で

の
手

続
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

検
証

し
た

。

区
分

平
成

22
年
度

平
成

2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
25

年
度

平
成

2
6年

度

体
育

館
使

用
料

収
入

(
千

円
)

6
0
，6

7
7
 

58
，3

8
9

 
6
1，

 17
1 

62
，
75

1
 

6
6
，
12
2

 

利
用

者
数

(
千

人
)

7
0
4
 

6
8
8
 

7
3
3
 

7
3
3
 

78
0
 

プ
ー
ノ
レ

使
用

料
収

入
(

千
円

)
33

，9
4
3
 

32
，3
1
8

 
38

，5
3
6
 

3
8
，8

3
2
 

3
9
，7

9
6
 

利
用

者
数

(
千

人
)

16
4 

17
3 

18
0
 

18
3
 

18
4

 

テ
ニ

ス
使

用
料

収
入

(
千

円
)

28
，

 
75
4 

2
8
，2

7
0
 

2
4
，9

13
 

2
8
，
19
4 

31
，7

74
 

コ
ー
ト

利
用

者
数

(
千

人
)

14
7 

14
6 

13
8 

15
3 

18
2
 

屋
外

ス
使

用
料

収
入

(
千

円
)

36
，5

1
2
 

38
，3

4
8
 

3
8
，2

5
2
 

3
8
，
75

1
 

4
1，
0
0
3

 

ポ
ー
ツ

利
用

者
数

(
千

人
)

7
0
5
 

7
1
3
 

7
4
3
 

8
0
8

 
8
37
 

使
用

料
収

入
合

計
(

千
円

)
15
9
，8

8
6

 
15
7
，3

2
5
 

16
2
，8

72
 

16
8
，5

2
8
 

17
8
，6

95
 

利
用

者
数

合
計

(
千

人
)

1 ，
7
2
0
 

1，
7
2
0
 

1，
79
4 

1 ，
8
77
 

1，
9
8
3
 

cr
過

去
5
年

間
の

使
用

料
収

入
及

び
利
用

者
数

の
推

移

金
沢

市
体

育
施

設
条

例
及

び
同

条
例

施
行

規
則

、
金

沢
市

ス
ポ

ー
ツ

広
場

条
例

及
び

同
条

例
施

行
規

則
、
金

沢
市

額
谷

ふ
れ

あ
い

体
育

館
条

例
及

び
同

条
例

施
行

規
則

、
金

沢
市

公
園

条
例

及

び
同

条
例

施
行

規
則

、
金

沢
市

体
育

施
設

等
使

用
料

減
免

取
扱

要
綱

、
施

設
概

要
資

料、
県
内

公
共

ス
ポ

ー
ツ

施
設

一
覧

、
体

育
施

設
使

用
料

の
中

核
市

比
較

資
料

、
指

定
管

理
者

の
選

定
資

料
、

指
定

管
理

者
か

ら
の

決
算

資
料

、
体

育
施

設
使

用
料

改
定

経
総

資
料

、
平

成
16
年

度
テ

ニ

ス
コ

ー
ト

使
用

料
見

直
し

時
の

検
討

資
料

、
平

成
18
年

度
体

育
施

設
使

用
料

等
検

討
懇

話
会

資

料
、

使
用

料
減

免
の

明
細

、
減

免
申

請
書

、
体

育
施

設
等

使
用

申
請

書
等

閲
覧

資
料

じE
使

用
料

の
減

免

体
育

施
設

の
使

用
料

は
、

金
沢

市
体

育
施

設
条

例
第

6
条

、
金

沢
市
ス

ポ
ー
ツ

広
場

条
例

第
10
条

、
金

沢
市

額
谷

ふ
れ

あ
い

体
育

館
条

例
第

10
条

及
び

金
沢

市
公

園
条

例
第

10
条

に
お

い
て

、
「市

長
は

、
特

別
の

事
由

が
あ

る
と

認
め

た
と

き
は

、
こ

れ
を

減
免

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
J

旨
の
規
定
が
あ
り

、
減

免
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

「金
沢

市
体

育
施

設
等

使
用

料
減

免
取

扱
要

綱
」

に
定

め
ら

れ
て

い
る

。

当
該

要
綱

第
2
条

で
は

、
全

額
免

除
す

る
規

定
を

以
下

の
と

お
り

設
け

て
い

る
。

ア
金

沢
市

又
は

金
沢

市
教

育
委

員
会

が
体

育
行

事
に

使
用

す
る

場
合

イ
金

沢
市

民
体

育
大

会
に

使
用

す
る

場
合

ウ
金

沢
市

中
学

校
春

季
・
夏

季
.
lk

季
・
冬

季
の

各
体

育
大

会
及

び
長

距
離

継
走

大
会

に
使

用
す

る
場

合

エ
金

沢
市

小
学

校
連

合
体

育
大

会
に

使
用

す
る

場
合
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③
使

用
料

の
水

準
に

つ
い

て

ア
体

育
館

の
類

似
施

設
と

の
比

較

平
成

2
0
年

9
月

に
お

け
る

他
の

中
核

市
の

類
似

施
設

と
比

較
し

、
使
用

料
の

妥
当

性
を

検
討

し
て

い
る

。

こ
れ

以
降

は
、
各

中
核

市
の

傾
向

に
大

幅
な

変
更

が
な

い
と

し
て

、
使

用
料

改
定

の
要

否
の

検
討

は
し

て
い

る
が

、
比

較
資

料
は

作
成

さ
れ

て
い

な
い
。

減 N ∞∞ ω 羽 E q N

円
)

使
用

区
分

金
沢

市
中

核
市

平
均

値

(3
9
市

)

総
合

体
育

館
と

同
規

模
一

般
2
0
0
 

23
4 

個
人

小
人

10
0 

11
9

 

地
区

体
育

館
と

同
規

模
一

般
10
0 

18
6

 

高
校

生
以

下
50
 

10
1

 

団
体

総
合

体
育

館
と

同
規

模
8
7
5
 

8
4
9
 

地
区

体
育

館
と

同
規

模
6
3
0
 

71
4

 

照
明

料
総

合
体

育
館

と
同

規
模

2
，
3
1
0
 

2
，
78

8
 

闘争
(
注
)
団

体
使

用
料

は
便

宜
的

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ノ
レ
コ
ー
ト

1
面

当
た

り
で

換
算

し
て

比
較

し
て

い
る

。

(
監
査
結
果
)

①
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

つ
い

て

総
合

体
育

館
及

び
城

北
市

民
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

各
施

設
に

つ
い

て
は

、
利

用
状

況
兼

歳
入

調
定

資
料

と
公

金

払
込

書
兼

領
収

証
書

を
突

合
し

、
使

用
料

が
適

正
に

収
納

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
か

め
た

。
ま
た

、
総

合
プ

ー

ル
に

つ
い

て
は

、
歳

入
調

定
簿

兼
収

入
原

簿
と

公
金

払
込

書
兼

領
収

証
書

を
突

合
し

、
使

用
料

が
適

正
に

収
納

さ
れ
て
い
る

こ
と

を
確

か
め

た
。

収
納

面
に

お
い

て
は

、
問

題
点

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
。

し
か
し

、
総

合
プ

ー
ル

に
お

い
て

領
収

証
書

受
払

簿
及

び
領

収
証

ヨ
ー

の
管

理
状

況
を

確
認

し
た

結
果

、
一

部

の
領

収
証

書
が

受
払

簿
に

受
入

記
入

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
実

際
に

は
存

在
し

な
い

も
の

が
あ

っ
た

。

平
成

2
4
年

7
月

の
受

入
れ

時
に

、
「平

水
・
個

人
一

般
の

2
0
0
円

券
領

収
証

書
受

払
簿

」
と

「
混

水
.
6
5歳

以

上
2
00

円
券
領
収
証
主
一
受
払
簿
」
に

、
二

重
記

載
さ

れ
た

蓋
然

性
が

高
い

。

領
収

証
書

は
、

現
金

に
準

じ
て

厳
正

に
取

り
扱

う
べ

き
と

こ
ろ

、
現

物
(

領
収

証
書

)
と

記
帳

(
受

払
管

理

簿
)

の
照

合
を

行
う

と
い

う
基

本
的

な
管

理
が

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
と

言
え
る

。

ま
た

、
記
i
I
主
誤
り
に
修
正
テ
ー
プ
を
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
が

、
こ

れ
に

つ
い

て
も

、
修

正
箇

所

の
明

示
と

い
う

基
本

的
な

事
項

が
、

徹
底

さ
れ

て
い

な
い

と
言

え
る

。

体
育

施
設

に
つ

い
て

は
、

指
定

管
理

者
制

度
を

導
入

し
て

お
り

、
使

用
料

の
徴

収
事

務
は

指
定

管
理

者
に

委

託
さ

れ
て

い
る

。
今

回
、

見
受

け
ら

れ
た

事
項

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
な

事
務

の
誤

り
で

あ
る

た
め

、
指

定
管

理
者

に
対

し
、

管
理

す
べ

き
対

象
が

公
金

で
あ

る
こ

と
を

改
め

て
認

識
さ

せ
る

と
と

も
に

、
体

育
施

設
使

用
料

徴
収

事
務

取
扱

要
領

等
に

基
つ

く
事

務
の

執
行

管
理

を
適

宜
行

う
な

ど
、

指
定

管
理

者
へ

の
指

導
を

ー
j宿

徹
底

す
べ

き
で

あ
る

。

(
単
位

体
育

館
の

類
似

施
設

と
の

比
較

表
(

平
成

2
0
年

9
月
現
在
)

表
19

う省 卦

比
較

資
料

よ
り

、
金

沢
市

は
中

核
市

平
均

値
と

比
較

し
て

、
間

程
度

あ
る

い
は

低
価

格
の

使
用

料
と

な
っ

て
い
る

。
市

民
が

よ
り

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
み

や
す

い
環

境
を

整
え

る
た

め
、

低
廉

な
使

用
料

を
設

定
し

て
い

る
も
の
で
あ
り

、
概

ね
妥

当
な

水
準

と
考

え
ら

れ
る

。

ー I N N - -

bラ

【指
摘

事
項

】

指
定

管
理

者
に

対
し

、
管

理
す

べ
き

対
象

が
公

金
で

あ
る

こ
と

を
改

め
て

認
識

さ
せ

る
と

と
も

に
、

体
育

施
設

使

用
料

徴
収

事
務

取
扱

要
領

等
に

基
づ

く
事

務
の

執
行

管
理

を
適

宜
行

う
な

ど
、

指
定

管
理

者
へ

の
指

導
を

一
層

徹
底

す
べ

き
で

あ
る

。
期

イ
プ
ー
ノ
レ
の
類
似
施
設
と
の

比
較

平
成

2
0
年

9
月

に
お

け
る

他
の

中
核

市
の

類
似

施
設

と
比

較
し

、
使

用
料

の
妥

当
性

を
検

討
し

て
い

る
。

こ
れ

以
降

は
、
各

中
核

市
の

傾
向

に
大

幅
な

変
更

が
な

い
と

し
て

、
使

用
料

改
定

の
要

否
の

検
討

は
し

て
い

る
が

、
比

較
資

料
は

作
成

さ
れ

て
い

な
い
。

円
)

使
用

区
分

金
沢

市
開

平
均

値
l

(3
9
市
)

個
人

温
水

2
5
m
 

一
般

3
5
0
 

高
校

生
以

下
15
0 

平
水

5
0
m
 

一
般

2
0
0
 

両
校

生
以

下
10
0 

13
0 

I
 

団
体

1毘
水

2
5
m
 

5
，
25

0
 

平
水

5
0
m
 

1，
5
7
5
 

6
，
12
7 

I
 

(
単
位

プ
ー
ノ
レ
の
類
似
施
設
と
の
比
較
表
(
平
成

2
0
年

9
月
現
在
)

表
2
0

②
使

用
料

の
減

免
に

つ
い

て

「金
沢

市
体

育
施

設
使

用
料

減
免

取
扱

聖
書

綱
」

に
規

定
さ

れ
て

い
る

減
免

理
由

に
つ

い
て

は
、

合
理

性
が

あ

り
、
妥

当
な

も
の

と
判

断
す

る
。

減
免

の
申

請
か

ら
承

認
ま

で
の

手
続

も
検

証
し

た
が

、
適
切

に
行

わ
れ

て
お

り
、
指
摘

す
べ

き
事

項
は

な
い

。

比
較

資
料

よ
り

、
金

沢
市

は
中

核
市

平
均

値
と

比
較

し
て

、
間

程
度

あ
る

い
は

低
価

格
の
使

用
料

と
な
っ

て
お
り

、
体

育
館

同
様

に
、

概
ね

妥
当
な

水
準

と
考

え
ら

れ
る

。
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使
用

区
分

平
成

13
年

3
月

平
成

13
年

4
月

平
成

16
年

4
月

平
成

2
6年

4
月

以
前

以
降

以
降

以
降

変
更

点
の

主
な

内
容

(
注
)

1
 

(
注
)

2
 

(
注
)

3
 

温
水
プ
ー
ノ
レ
個
人

65
歳

以
上

(
新
設
)

2
0
0
 

2
0
0
 

20
0
 

11 
個

人
64

歳
以

下
35

0
 

3
5
0
 

3
5
0
 

11 
高

校
生

以
下

15
0
 

15
0
 

15
0
 

15
0
 

11 
団

体
2
5
m
全

面
4
，2
0
0
 

5
，2

5
0
 

5
，2

5
0
 

"
 

団
体

25
m

1
コ
ー
ス

(
新
設
)

1，
0
5
0
 

1，
08
0 

平
水
プ
ー
ノ
レ
個

人
一

般
2
0
0
 

2
0
0
 

2
0
0
 

20
0 

11 
個

人
口

校
生

以
下

10
0 

10
0 

10
0
 

10
0 

11 
団

体
5
0
m

1，
5
75
 

1，
5
7
5
 

1，
5
7
5
 

1，
62
0 

11 
団

体
2
5
m

84
0
 

8
4
0
 

8
4
0
 

円
)

(
単
位

プ
ー
ノ
レ
の
使

用
料

改
定

履
歴

表
2
2

ク
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

類
似

焔
設

と
の

比
較

平
成

2
0
年

9
月

に
お

け
る

他
の

中
核

市
の

類
似

施
設

と
比

較
し

、
使

用
料

の
妥

当
性

を
検

討
し

て
い

る
。

こ
れ

以
降

は
、

各
中

核
市

の
傾

向
に

大
幅

な
変

更
が

な
い

と
し

て
、

使
用

料
改

定
の

要
否

の
検

討
は

し
て

い

る
が

、
比

較
資

料
は

作
成

さ
れ

て
い

な
い

。

減 N ∞∞ ω 羽 E q N

円
)

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
類

似
焔

設
と

の
比

較
表

(
平

成
2
0年

9
月

現
在
) (
単
位

官
iii
考

l
時

間
の

使
用

料

1
時

間
の

使
用

料

2
時
間

の
使
用

料

使
用

区
分

1
面
当
た
り

!
照
明
料

壁
打

ち
コ
ー
ト

表
2
1

闘争

(
注
)

1
 
平

成
13
年

4
月
に
温
水
プ
ー
ノ
レ
の
個
人

65
歳

以
上

使
用

料
区

分
を

新
設

し
た

ほ
か

、
2
5
m
プ

ー
ル

の

団
体

使
用

料
を

増
額

し
た

。

2
 
平

成
16
年

4
月

に
温

水
プ

ー
ル

に
お

け
る

団
体
利
用

の
利

便
性

向
上

を
図

る
た

め
、

1
コ

ー
ス

当
た

り
の

団
体

使
用

料
を

設
定

し
た

。

3
 
平

成
26

年
4
月
消
賀
'
税
増
税
に
伴
い
改
定
し
た

。

比
較

資
料

よ
り

、
金

沢
市

は
中

核
市

平
均

値
と

比
較

し
て

、
1
而

当
た

り
の

使
用

料
は

高
い

が
、

照
明

料

は
低
く

、
総

じ
て

妥
当

な
水

準
と

考
え

ら
れ

る
。

う省 卦

使
用

区
分

平
成

13
年

平
成

13
年

平
成

16
年

平
成

16
年

平
成

2
6年

3
月

以
前

4
月

以
降

4
月

以
降

10
月

以
降

4
月

以
降

変
更

点
の

内
容

(
注
)

1
 

(
注
)

2
 

(
注
)

3
 

(
注
)

4
 

(
注
)

5
 

個
人

・
大

人
2
0
0
 

2
0
0
 

廃
止

個
人

・
高

校
生

以
下

10
0
 

10
0
 

廃
止

1
函

当
た

り
団

体
・
大
人

8
4
0
 

1，
0
5
0
 

1，
0
5
0
 

6
0
0
 

6
10
 

コ
ー
ト

団
体

・
高

校
生

以
下

(
新
設
)

30
0
 

3
0
0
 

全
日
本
|金

4
，2

0
0
 

5
，
2
5
0
 

廃
止

壁
十丁

ち
コ

ー
ト

(
個

人
利

用
)

(
新
設
)

10
0
 

10
0 

個
人

・
大

人
10
0
 

10
0 

廃
止

個
人

・
両

校
生

以
下

5
0
 

50
 

廃
止

照
明

料
団

体
・
大

人
6
3
0
 

6
3
0
 

6
3
0
 

3
0
0
 

30
0
 

団
体

・
!
日
校

生
以

下
3
10
 

31
0 

3
10

 
3
0
0
 

30
0
 

bラ 期

ウ
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

使
用

料
改

定

毎
年

、
所

管
課

に
お

い
て

、
昨
今

の
経

済
情

勢
、

各
施

設
の

歳
出
及

び
他

都
市

の
使

用
料

の
水

準
な

ど
を

踏
ま

え
た

改
定

の
検

討
が

な
さ

れ
て

い
る

。
近

年
の

改
定

履
歴

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

|工
J)

(
単
位

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
使

用
料

改
定

履
歴

表
2
3

④
使
用
車
lの

見
直

し
に

つ
い

て

ア
体

育
館

の
使

用
料

改
定

毎
年

、
所

管
課

に
お

い
て

、
昨

今
の

経
済

情
勢

、
各

施
設

の
歳

出
及

び
他

都
市

の
使

用
料

の
水

準
な

ど
を

踏
ま

え
た

改
定

の
検

討
が

な
さ

れ
て

い
る

。

近
年

の
改

定
履

歴
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

I
 

総
合

体
育

館
個

人
使

用
(
1
回

当
た
り
)

平
成

元
年

度
に

そ
れ

ま
で

の
「

一
般

10
0
円

(
高

校
生

以
F
5
0
円
)J

で
あ
っ
た
も
の
を
、
「

一
般

20
0
刊

(
高
校

生
以

下
10
0
円

)
J

に
値

上
げ

し
た

。

改
定

理
由

は
、

消
費

税
の

導
入

と
見

直
し

に
よ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

が
、

当
時

の
資

料
が

な
い

た
め

不

明
で

あ
る

。

u
 

総
合

体
育

館
第

1
競

技
場

(
全

面
・

1
u寺

間
当
た
り
)

平
成

13
年

度
に

他
都

市
の

類
似

施
設

の
使

用
料

と
比

較
し

、
低

料
金

と
な

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
そ

れ

ま
で

の
r2

，
10
0
円

(
税
込

)J
か
ら

r2
，
6
2
5
円

(
税

込
)J

に
改
定
し
た
。

ま
た

、
平

成
2
6
年
度
に
は
消
'
i
'
(
税
増
税
に
伴
い

、
r2

，6
2
5
円

(
税
込

)J
か
ら

r2
，
70
0
円

(
税
込

)J
に

改
定

し
た

。

な
お

、
平

成
19
年

度
か

ら
、

総
合

体
育

館
に

お
い

て
は

、
第

1
競

技
場

の
1

/
6
面

利
用

と
い

う
新

し

い
利

用
形

態
を

設
け

る
な

ど
、

施
設

の
有

効
活

用
も

図
ら

れ
て

い
る

。

ー l N ω ー ー

イ
プ
ー
/
レ
の
使
用
料
改
定

毎
年

、
所

管
課

に
お

い
て

、
昨

今
の

経
済

情
勢

、
各

施
設

の
歳

出
及

び
他

都
市

の
使

用
料

の
水

準
な

ど
を

踏
ま

え
た

改
定

の
検

討
が

な
さ

れ
て

い
る

。
近

年
の

改
定

履
歴

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
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金
沢
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ノ
レ

①
施

設
の

概
要

金
沢

市
は

、
広

く
市

民
が

芸
術

文
化

に
ふ

れ
あ

う
機

会
及

び
芸

術
文

化
に

関
す

る
活

動
の

場
を

提
供

す
る

と

と
も

に
、

市
民

に
よ

る
多

様
な

芸
術

文
化

の
創

造
及

び
継

承
の

促
進

を
区
lり

、
も

っ
て

市
民

の
芸

術
文
化

の
振

興
に
資
す
る
た
め
、
金
沢
歌
劇
|
座
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ノ
レ
及
び
金
沢
市
ア
ー
ト
ホ
ー
ノ
レ
の

3
つ

の
芸

術
文

化
ホ

ー
ノ
レ
を
設
置
し
て
い
る

。

開
館

本
館

昭
和

3
7
'1三

5
月

月
II
館

昭
和

4
5
年

4
月

所
在

地
金

沢
市

下
本

多
III"
r
6
番

丁
2
7番

地

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
卜

造
地

下
11
培

・
地

上
5
階

(
一

部
2
1暗

・
3
階

)

施
設

の
規

模
敷

地
面

積
9
，
8
0
5
.
 4
2
m
'
 

延
床

面
積

10
，
3
0
8
.
8
6
 m
'
 

収
容

人
員

ホ
ー

ル
1，
9
19
席

開
館

時
間

午
前

9
時

~
午

後
10
1侍

た
だ

し
、

屋
外

広
場

の
使

用
時

聞
は

、
午

前
O
時

~
午

後
12
時

休
館

日
第

1
水

曜
日

及
び

第
3
水

曜
日

(
こ

れ
ら

の
日

が
休

日
に

当
た

る
場

合
は

そ
の

直
後

の

休
日

以
外

の
日
)
、

年
末

年
始

(1
2
月

2
9
日

~
翌

年
1
月

3
日
)

減 N ∞∞ ω 羽 E q N

金
沢
歌
劇
|
座

(
注
)

1
 
平

成
13
年

3
月

以
前

の
個

人
使

用
の

区
分

は
21
1寺

1'11'
1当

た
り

使
用

料
で

あ
っ

た
た

め
、

l
時

間
当

た

り
の

使
用

料
に

換
算

し
て

表
示

し
た

。

2
 
団

体
使

用
料

が
他

都
市

の
類

似
施

設
の

使
用

料
と

比
'1攻

し
、

低
料

金
と

な
っ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

改

定
し

た
。

3
 
個
人
利
用
に
つ
い
て
は
、

一
時

的
に

1
商

の
コ

ー
ト

に
多

く
の

利
用

者
が

入
る

こ
と

に
な

り
、

ト
ラ

ブ
ノ
レ
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
廃
止
し
、
団
体
に
よ
る
コ
ー
ト
専
用
使
用
の
み
に
見
直
し
た
ほ
か
、

全
日

料
金

制
度

を
廃

止
し

た
。

4
 

個
人

利
用

廃
止

に
よ

る
影

響
を

最
小

限
に

抑
え

、
団

体
利

用
を

促
進

す
る

た
め

、
団

体
利

用
に

よ
る

1
面

当
た

り
の

コ
ー

ト
利

用
料

金
及

び
照

明
料

を
減

額
し

た
ほ

か
、

高
校

生
以

下
の

団
体

使
用

料
及

び

壁
打

ち
コ

ー
ト

使
用

料
(

個
人

利
用

)
を

新
設

し
た

。

5
 
消

費
税

増
税

に
伴

い
、

団
体

利
用

に
よ

る
一

面
当

た
り

の
コ

ー
ト

利
用

料
金

を
改

定
し

た
。

闘争 卦 bラ 期う省
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ノ
レ

開
館

昭
和

5
7
"手

11
月

所
在

地
金

沢
市

川
岡

II1
Tl

5
番

1
号

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

進
地

下
1
階

・
地

上
31
1皆

施
設

の
規

模
敷

地
面

積
8
，
39
3r
rr
 

延
床

面
積

IO
，
0
3
2
.7

9r
rf
 

収
容

人
員

ホ
ー
ノ
レ

8
9
9
席

開
館

H寺
間

午
前

91
1寺

~
午
後

10
時

休
館

日
第

2
水

曜
日

及
び

第
4
水

曜
日

(
こ

れ
ら

の
日

が
休

日
に

当
た

る
場

合
は

そ
の

直
後

の

休
日
以
外
の
日
)
、
年

末
年

始
(

1
2
月

2
9
日

~
翌

年
1
月

3
日
)

以
上

の
よ

う
に

、
各

区
分

の
使

用
料

に
つ

い
て

は
、

利
用

状
況

、
効

率
的

利
用

及
び

他
都

市
の

状
況

を
踏

ま
え

、
こ

れ
ま

で
も

適
正

に
使

用
料

の
改

定
が

行
わ

れ
て

い
る

。

し
か
し

、
改

定
時
以

外
の

年
も

、
使

用
料

の
妥

当
性

の
検

証
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

内
容

を
示

す
記

録
が

、
改

定
時

に
比

べ
、

卜
分

に
整

理
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

一
連

の
経

過
が

明
確

に
把

握
し

づ
ら

く
、

今

後
の

改
定

等
の

検
討

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
な

い
状

況
に

あ
る

。

こ
の

た
め

、
検

討
内

容
や

結
果

を
明

確
に

記
録

・
整

理
し

、
使

用
料

の
設

定
に

係
る

根
拠

資
料

と
し

て
保

管
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
改

定
時

等
に

お
い

て
活

用
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【意
見

】

体
育

施
設

使
用

料
に

関
す

る
検

討
内

容
や

結
果

を
明

確
に

記
録

・
整

理
し

、
使

用
料

の
設

定
に

係
る

根
拠

資
料
と

し
て

保
管

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

改
定

時
等

に
お

い
て

活
用

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

4
込

金
沢
市
ア
ー
ト
ホ
ー
ノ
レ

開
館

平
成

6
年

4
月

所
在

地
金

沢
市

本
町

2
丁
目

1
5
番

1
号

ポ
ル

テ
金

沢
6
11
皆

施
設

の
規

模
鉄

骨
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

卜
造

延
床

面
積

1
，
03
3.
68
rr
r 

収
容

J
、員

ホ
ー
ノ
レ

3
0
8
席

開
館

時
間

午
前

9
時

~
午

後
10
時

休
館

日
第

2
水l
Iis

日
及

び
第

4
水
nm

日
(

こ
れ

ら
の

日
が

休
日

に
当

た
る

場
合

は
そ

の
直

後
の

休
日
以
外
の
日
)
、
年
末
年
始

(1
2
月

2
9
日

~
翌

年
1
月

3
日
)

~
使
用
料

ア
現

行
の

使
用

料

施
設

使
用

料
は

、
金

沢
市

芸
術

文
化

ホ
ー

ノ
レ

条
例

に
お

い
て

、
施

設
ご

と
に

定
め

ら
れ

て
お

り
、

附
属

設
備
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区
分

/
使

用
時

間
区

分
午

前
午

後
夜

間
全

日

9
:
0
0
~

1
2
:
0
0
 

1
3
:
0
0
~

1
7
:
0
0
 

18
:
 

0
0
~
2
2

: 0
0
 

9
:
 

0
0
~
2
2

: 0
0
 

ホ
平
日

16
，
9
5
6
 

3
2
，
4
0
0
 

3
6
，

 7
2
0
 

77
，

 7
6
0
 

ノレ
日

曜
日

、
土

曜
日

及
び

休
日

21
，
16
8
 

4
0
，
6
0
8
 

4
5
，
9
0
0
 

9
7
，
2
0
0
 

第
1
楽

屋
8
6
4
 

1
，
7
2
8
 

1，
9
4
4
 

4
，
2
12

 

第
2
楽

屋
8
6
4
 

1
，
8
3
6
 

2
，
0
5
2
 

4
，
4
2
8
 

第
3
楽

屋
1，

18
8
 

2
，
3
7
6
 

2
，
7
0
0
 

5
，
8
3
2
 

屋楽
第

4
楽

屋
7
5
6
 

1
，
5
12

 
1
，
7
2
8
 

3
，
7
8
0
 

第
5
楽

屋
7
5
6
 

1，
6
2
0
 

1，
8
3
6
 

3
，
8
8
8
 

第
6
楽

屋
7
5
6
 

1
，
6
2
0
 

1，
8
3
6
 

3
，
8
8
8
 

第
7
楽

屋
8
6
4
 

1，
7
2
8
 

1，
9
44
 

4
，
2
12
 

第
1
練

習
室

2
，
5
9
2
 

4
，
9
6
8
 

5
，
6
1
6
 

11
，
8
8
0
 

糾習室
1

 
第

2
練

習
室

1，
 18
8
 

2
，
3
7
6
 

2
，
7
0
0
 

5
，
8
3
2
 

第
3
練

習
室

1，
0
8
0
 

2
，
2
6
8
 

2
，
5
9
2
 

5
，
4
0
0
 

第
4
練

習
室

1，
2
9
6
 

2
，
4
8
4
 

2
，
8
0
8
 

6
，
15
6
 

第
1
会

議
室

2
，
8
0
8
 

4
，
3
2
0
 

4
，
8
6
0
 

10
，
3
6
8
 

第
2
会

議
室

3
，
3
4
8
 

5
，
18

4
 

5
，
8
3
2
 

12
，
5
2
8
 

議4コ室ロ，_ 
第

3
会

議
室

2
，
8
0
8
 

4
，
3
2
0
 

4
，
8
6
0
 

10
，
3
6
8
 

第
4
会

議
室

5
，
6
16

 
8
，
6
4
0
 

9
，
7
2
0
 

2
0
，

 7
3
6
 

第
5
会

議
室

4
，
10
4
 

6
，
2
6
4
 

7
，
1
2
8
 

15
，
1
2
0
 

第
6
会

議
室

4
，
10
4
 

6
，
2
6
4
 

7
，

 12
8
 

15
，
12
0
 

談
話

室
2
，
0
5
2
 

3
，
2
4
0
 

3
，
6
7
2
 

7
，
7
7
6
 

大
集

会
室

1
時

間
に

つ
き

10
，8

0
0
円

大
会

議
室

(
控

室
を

含
む

)
16
，
3
0
8
 

2
5
，
0
5
6
 

2
8
，
2
9
6
 

5
9
，
9
4
0
 

茶
室

2
，
6
9
0
 

3
，
5
8
0
 

4
，
4
8
0
 

9
，
2
5
0
 

展
示

ギ
ャ

ラ
リ

ー
1

日
に
つ
き

21
，
16
8
1'9

円
)

(
単
位

表
2
5

金
沢

市
文

化
ホ

ー
ノ

レ
の

基
本

使
用

料
使

用
料

に
つ

い
て

は
、
金

沢
市

芸
術

文
化

ホ
ー
ノ
レ
条
例
施
行
規

則
に

て
定

め
ら

れ
て

い
る

。

金
沢

歌
劇
l座
、

金
沢

市
文

化
ホ

ー
ル

及
び

金
沢

市
ア

ー
ト

ホ
ー

ル
の

基
本

使
用

料
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ

る
。

区
分

/
使

用
時

間
区

分
午

前
午

後
夜

間
全
日

9
:

 
O
O
~
 1
2
:

 
0
0
 

1
3
:
0
0
~
1
7
:
0
0
 

18
:

 
0
0
~
2
2

: 0
0
 

9
:0
0
~
2
2

:0
0
 

ホ
平
日

24
，
8
4
0
 

4
7
，
5
2
0
 

6
2
，
6
4
0
 

11
8
，
8
0
0
 

/レ
日
曜
日

、
土

曜
日
及

び
休
日

33
，
4
8
0
 

6
1，

5
6
0
 

77
，
7
6
0
 

1
5
4
，
4
4
0
 

第
1
楽

屋
6
4
8
 

1，
2
9
6
 

1，
4
0
4
 

3
，
0
2
4
 

第
2
楽

屋
6
4
8
 

1，
2
9
6
 

1，
4
0
4
 

3
，
0
2
4
 

第
3
楽

屋
4
3
2
 

9
7
2
 

1，
0
8
0

 
2
，
2
6
8
 

屋楽
第

4
楽

屋
8
6
4
 

1，
7
2
8
 

2
，
0
5
2

 
4
，
2
12
 

楽
屋

A
8
64
 

1 ，
8
3
6
 

2
，
0
5
2

 
4
，
3
2
0

 

楽
屋

B
9
7
2
 

1 ，
9
4
4
 

2
，
16

0
 

4
，
5
3
6
 

楽
屋

C
6
4
8

 
1，
2
9
6
 

1，
4
0
4
 

3
，
0
2
4
 

楽
屋

D
6
4
8
 

1
，
2
9
6
 

1，
4
0
4
 

3
，
0
2
4
 

全
室

を
使

用
す

る
場

合
18

，
3
6
0
 

3
0
，
2
4
0

 
3
3
，
4
8
0
 

6
9
，

 1
2
0
 

集大ヌ室
ミ

区
分

し
て

第
1
区

画
11

，
3
4
0
 

18
，
3
6
0
 

2
0
，
5
2
0

 
4
3
，
2
0
0
 

使
用

す
る

場
合

第
2
区

画
5
，
18

4
 

8
，
4
2
4
 

9
，
3
9
6
 

1
9
，
4
4
0
 

第
1
会

議
室

1，
7
2
8
 

2
，
7
0
0
 

3
，
0
24
 

6
，
3
7
2
 

第
2
会

議
室

1，
6
2
0
 

2
，
5
9
2

 
3
，
0
24
 

6
，
15
6
 

第
3
会

議
室

2
，
4
8
4
 

3
，
8
8
8
 

4
，
3
2
0
 

9
，
0
7
2

 

第
4
会

議
室

2
，
7
0
0
 

4
，
2
12

 
4
，
7
5
2

 
9
，
9
3
6
 

議4コ
{主~主z

 
第

5
会

議
室

2
，
7
0
0
 

4
，
2
12

 
4
，
7
5
2
 

9
，
8
2
8
 

~
6
会
議
室

2
，
5
9
2
 

3
，
9
9
6
 

4
，
5
3
6
 

9
，
3
9
6
 

第
7
会

議
室

2
，
7
0
0
 

4
，
2
12

 
4
，
8
6
0

 
10

，
0
4
4
 

第
B
会

議
室

1，
2
9
6
 

1，
9
4
4
 

2
，
2
6
8
 

4
，
6
4
4
 

第
9
会

議
室

6
，
15

6
 

9
，
7
2
0

 
10

，
9
0
8
 

2
2
，
7
8
8
 

第
10

会
議

室
3
，
7
8
0
 

5
，
9
4
0

 
6
，
6
9
6
 

14
，
0
4
0
 

談
話

室
3
，
8
8
8
 

5
，
9
4
0

 
6
，
6
9
6
 

14
，
0
4
0

 

練
習

室
1，

0
8
0
 

2
，
1
6
0
 

2
，
4
8
4
 

5
，
0
7
6

 

大
練

習
室

3
，
7
8
0
 

7
，
6
6
8
 

8
，
7
4
8
 

17
，
9
2
8

 

面
積

単
位

で
使

用
す

る
場

合
午

前
8
時

か
ら

午
後

10
時

ま
で

1
区

画
に

つ
き

1，
0
8
0
円

午
後

10
時

か
ら

翌
日

の
午

前
8
時

ま
で

1
区

画
に

つ
き

し
0
8
0
円

屋外広場
1
台

当
た

り
初

め
の

1
時

間
を

2
5
0
円

と
し

、
以

後
3
0
分

に
つ

き
15

0
円

と

車
単

位
で

使
用

す
る

場
合

す
る

。
た

だ
し

、
午

後
10
時

か
ら

翌
日

の
午

前
8
時

ま
で

の
問

の
使

用
料

の
額

が
、

1，
0
0
0
円

を
超

え
る

と
き

は
、

そ
の

間
の

使
用

料
の

額
に

つ
い

て
は
、

1，
0
0
0
円

と
す

る
。

卦 bラ 期

円
)

(
単
位

表
2
4

金
沢

歌
劇
|座

の
基

本
使

用
料

ー I N U - -

円
)

区
分

/
使

用
時

間
区

分
午

前
午

後
夜

間
全
日

9
:
0
0
~
1
2
:
0
0
 

13
:
 
O
O
~
 1
7
:
 

0
0
 

18
:
 

0
0
~

2
2
:
 0
0
 

9:
 0
0
~

2
2
:
 0
0
 

ホ
平
日

14
，
7
9
6
 

2
8
，
4
0
4
 

3
2
，

 18
4 

6
8
，
0
4
0
 

ノレ
日
曜
日

、
土

曜
日

及
び

休
日

19
，
3
3
2
 

3
7
，
0
4
4
 

4
1，
9
0
4
 

8
8
，
5
60

 

屋楽
第

1
楽

屋
7
5
6
 

1 ，
5
1
2
 

1，
7
2
8
 

3
，
5
6
4
 

第
2
楽

屋
7
5
6
 

1，
5
12

 
1，

7
2
8
 

3
，
5
6
4
 

(
単
位

表
2
6

金
沢

市
ア

ー
ト

ホ
ー

ノ
レ

の
基

本
使

用
料

(
注

)
基

本
使

用
料

に
は

消
費

税
及

び
地

方
消
p1:

税
を

含
ん

で
い

る
。

イ
使

用
料

の
徴

収
時

期
及

び
徴

収
方

法

芸
術

文
化

ホ
ー

ル
を

使
用

し
よ

う
と

す
る

者
は

、
ま

ず
使

用
申

請
書

を
提

出
し
、

あ
ら

か
じ

め
使

用
の

承

認
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
使

用
承

認
後

、
使

用
承

認
蓄

の
交

付
を

受
け

、
そ

の
際

に
使

用
料

を
前

納
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④
指

定
管

理
者

に
よ

る
管

理

芸
術

文
化

ホ
ー
ノ
レ
の
管
理
は

、金
沢

市
芸

術
文

化
ホ

ー
/

レ
条

例
の

規
定

に
よ

り
指

定
管

理
者

が
行

っ
て

い
る

。

す
る

。
た

だ
し

、
金

沢
歌

劇
|

座
の

屋
外

広
場

を
駐

車
の

た
め

使
用

す
る

場
合

や
市

長
が

相
当

の
理

由
が

あ
る

と
認

め
る

場
合

に
は

後
納

が
認

め
ら

れ
る

。

指
定

期
間

平
成

23
年

4
月

1
日

~
平

成
2
8年

3
月

3
1
日

金
沢

芸
術

創
造

財
団

指
定

管
理

者

公
益

財
団

法
人

施
設

名

金
沢

歌
劇

座

金
沢
市
文
化
ホ
ー
/
レ

金
沢

市
ア

ー
ト

ホ
ー

ル

③
使

用
料

の
減

免

芸
術

文
化

ホ
ー
ノ
レ
の

使
用

料
は

、
金

沢
市

芸
術

文
化

ホ
ー

ノ
レ

条
例

第
12

条
に

お
い

て
、

「
市

長
は

、
特

に
必

要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
使
用

料
を

減
免

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
減

免
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

「
金

沢
市

公
共

ホ
ー

ノ
レ

使
用

料
減

免
取

扱
要

綱
」

に
定

め
ら

れ
て

い
る

。

当
該

要
綱

第
3
条

及
び

第
4
条

で
は

、
以

下
の

と
お

り
規

定
し

て
い

る
。

減 N ∞∞ ω 羽 E q N 闘争 う省 卦 bラ 期

指
定

管
理

者
の

選
定

に
つ

い
て

は
、

条
例

及
び

「
指

定
管

理
者

制
度

導
入

・
移

行
に

際
し

て
の

本
市

の
基

本

方
針

J
に

基
づ

い
て

、
公

募
と

せ
ず

特
定

の
団

体
を

選
定

し
て

い
る

。
芸

術
文

化
ホ
ー
ノ
レ
は

、
芸

術
創

造
事

業

及
び

人
材

育
成

事
業

を
主

体
と

す
る

施
設

と
し

て
、

公
益

財
団

法
人

金
沢

芸
術

創
造

財
団

に
管

理
を

委
ね

て
い

る
。

指
定

管
理

者
制

度
導

入
・
移

行
に

際
し

て
の

本
市

の
基

本
方

針
(

抜
粋

)

(
1

 )
公

募
せ

ず
に

選
定

す
る

ケ
ー

ス

施
設

の
性

協
及

び
設

世
目

的
等

に
照

ら
し

、
管

理
!

を
代

行
す

る
者

を
特

定
す

る
こ

と
が

必
要

な
施

設
に

つ
い

て
は

、
管

理
運

営
を

委
ね

る
に

ふ
さ

わ
し

い
団

体
を

公
募

せ
ず

に
選

定
す

る
こ

と
と

す
る

。

②
芸

術
創

造
事

業
及

び
人

材
育

成
事

業
を

主
体

と
す

る
施

設

新
し

い
文

化
の

創
造

や
工

芸
作

家
・
職

人
の

人
材

育
成

を
行

う
事

業
を

主
体

と
す

る
次

の
施

設
に

つ
い

て

は
、

そ
れ

ら
事

業
が

な
け

れ
ば

公
の

施
設

と
し

て
円

滑
に

機
能

し
な

い
こ

と
か

ら
、

当
該

事
業

を
実

施
す

る

た
め

に
本

市
が

設
置

し
た

団
体

に
、

そ
の

公
の

施
設

の
管

理
を

委
ね

る
も

の
と

す
る

。

③
寄

附
等

の
文

化
資

産
の

展
示

と
事

業
展

開
を

主
体

と
す

る
施

設

寄
附

・
寄

託
さ

れ
た

金
沢

ゆ
か

り
の

文
化

資
産

の
展

示
と

事
業

展
開

を
主

体
と

す
る

次
の

施
設

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ら
を

お
譲

り
い

た
だ

い
た

方
々

の
意

向
、

心
情

や
文

化
振

興
事

業
の

質
的

向
上

に
配

慮
、

し
、

本
市

が
設

置
し

た
団

体
に

管
理

を
委

ね
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
こ

れ
に

類
す

る
文

化
振

興
事

業
の

向
上

に
寄

与

す
る

施
設

に
つ

い
て

も
、

ー
体

的
管

理
の

必
要

性
か

ら
、

同
様

の
取

り
扱

い
を

す
る

。

減
免

す
る

場
合

ア
市

内
の

保
育

所
、

事
1]
彬

園
、

小
学

校
、

中
学

校
又

は
高

等
学

校
が

主
と

し
て

、
幼

児
、

児
童

又
は

生
徒

を
対

象
と

し
、

芸
術

文
化

に
l到

す
る

行
事

に
公

共
ホ

ー
ノ
レ
を
使
用
す
る
と
き

。

イ
市

内
の

社
会

教
育

団
体

が
、

社
会

教
育

に
関

す
る

事
業

に
公

共
ホ

ー
ノ

レ
を

使
用

す
る

場
合

で

あ
っ

て
、

当
該

事
業

に
対

し
、

金
沢

市
又

は
金

沢
市

教
育

委
員

会
が

共
催

す
る

と
き

。

ウ
市

内
の

社
会

福
祉

団
体

そ
の

他
社

会
福

祉
事

業
を

行
う

こ
と

を
主

た
る

目
的

と
す

る
団

体

が
、
市

民
の

福
祉
l白

進
に

資
寸

る
事

業
に

公
共

ホ
ー

ル
を

使
用

寸
る

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
事

業
に

対
し

金
沢

市
が

共
催

す
る

と
き

。

エ
市

民
が

そ
の

情
成

員
で

あ
る

芸
術

文
化

に
関

す
る

団
体

が
、

そ
の

芸
術

文
化

活
動

に
よ

り
市

民
の

教
養

の
向

上
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目
的

と
す

る
事

業
に

公
共

ホ
ー

ノ
レ

等
を

使
用

す
る

場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

事
業

に
対

し
金

沢
市

又
は

金
沢

市
教

育
委

員
会

が
共

催
す

る
と

き
。

表
27

た
だ

し
、
2
，0

0
0
円

を
超

え
る

額
の

入
場

料
を

徴
収

す
る

場
合

や
、
園

又
は

金
沢

市
そ

の
他

の
公

共
団

体
が

、

事
業

の
費

用
の

一
部

を
負

担
し

、
文

は
助

成
す

る
場

合
に

は
、

減
免

適
用

外
と

す
る

。

減
免

す
る

額

基
本

使
用

料
額

の
5
0
%
相

当
額

基
本

使
用

料
額

の
30

%
相

当
額

入
場

料
割

増
料

金
を

加
m

し
た

額
の

50
%

相
当

額

表
2
9

過
去

5
年

間
の

使
用

料
収

入
及

び
指

定
管

理
料

の
推

移

(
上

段
使

用
料

収
入

、
下

段
千

円
)

施
設

名
平

成
22

年
度

平
成

2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
25

年
度

平
成

2
6年

度

金
沢

歌
劇

座
35

，
4
4
4
 

9
2
，
4
4
0
 

9
6
，
2
9
4
 

9
5
，
61
1 

10
0
，
13

1
 

78
，
2
6
2
 

13
0
，
9
0
8
 

14
6
，
8
72
 

14
5
，
5
2
0

 
14
9
，
3
2
2
 

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ノ
レ

82
，
78

5
 

72
，
9
2
5
 

71
，
0
7
0
 

6
9
，
2
5
5
 

6
9
，
7
16
 

12
8
，
3
8
2
 

12
8
，
0
4
9
 

13
3
，
6
4
9
 

13
4
，
6
9
9
 

13
9
，
8
6
2
 

金
沢
市
ア
ー
ト
ホ
ー
ノ
レ

18
，
9
0
6
 

19
，
56
4 

2
0
，
4
8
0
 

18
，
9
5
5
 

19
，
92
4 

53
，
0
0
0
 

4
9
，
4
7
3
 

5
6
，
5
2
8

 
54

，
5
5
6
 

57
，
7
2
4
 

(
単
位
;

指
定

管
理

料
)

な
お

、
平

成
2
6
年

度
に

お
け

る
減

免
実

績
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

施
設

名
|

件
数

(
件
)

I
金

額
(

千
円

)

金
沢

歌
劇

座
12

 I
 

1，
8
2
4
 

金
沢

市
文
化

ホ
ー
ノ
レ

38
 
I
 

9
2
4
 

金
沢

市
ア

ー
ト

ホ
ー

ル
1

 I
 

2
7

 

(
注
)
金
沢
歌
劇
l座

は
平

成
2
1年

12
月

か
ら

平
成

22
年

11
月

ま
で

改
修

の
た

め
休

館
。



朝 間 開 N ∞ 有 ( 凶 吉 宗 明 ) 品 温 二 回

(
g
:
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

I金
沢

市
公

共
ホ

ー
/

レ
減

免
取

扱
要

綱
」

に
規

定
さ

れ
て

い
る

減
免

理
由

に
つ

い
て

は
、

合
理

性
が

あ
り

、

妥
当

な
も

の
と

判
断

す
る

。

減
免

の
申

請
か

ら
承

認
ま

で
の

手
続

を
検

証
し

た
が

、
適

切
に

行
わ

れ
て

お
り

、
指

摘
す

べ
き

事
項

は
な

い
。

区
分

平
成
22

年
度

平
成

23
年

度
平

成
2
4年

度
平

成
25

年
度

平
成
26

年
度

ホ
ー

ル
55

.0
 

71
.
8
 

53
.2

 
66

.4
 

6
7.
7 

金
沢
歌
劇
|
座

大
集

会
室

36
.7
 

53
.
3
 

97
.5

 
50
.0
 

50
.
3
 

会
議

室
65
. 
1
 

6
6
.
7
 

74
.3
 

76
.
5

 
76

.4
 

談
話

室
6
.4

 
15
.
 

2
 

32
.3

 
1
1. 
1

 
12
.4

 

ホ
ー
ノ
レ

7
1. 
4
 

62
.9

 
68

.8
 

59
.
3

 
60

.
 1
 

金
沢

市
文

化
大

集
会

室
5
9
.
0
 

53
.
7
 

45
.3
 

5
1. 
0

 
42

.6
 

大
会

議
室

25
.
1
 

22
.8

 
20

.2
 

18
.7
 

20
.7
 

ホ
ー
ノ
レ

会
議

室
・

89
.2

 
84

.
5
 

8
4
.
1

 
88

.4
 

83
.2

 
談

話
室

金
沢

市
ア

ー
ホ

ー
ル

54
.
3
 

58
.0

 
63

.0
 

55
.7
 

58
.6

 
ト

ホ
ー

ル

減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N

cr
使

用
料

の
設

定
に

つ
い

て

芸
術

文
化

ホ
ー
ノ
レ
の
使
用
車
|
に
つ
い
て
は
、
統
一
的
な
算
定
基
準
は
な
く
、

他
の

金
沢

市
立

施
設

や
全

国
の

公
共

類
似

施
設

の
使

用
料

等
を

参
考

の
う

え
、

民
間

の
貸

出
施

設
を

圧
迫

し
な

い
こ

と
な

と
、

を
総

合
的

に
判

断

し
、

設
定

し
て

い
る

。
近

年
の

主
な

改
定

履
歴

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

%
)
 

(
単
位

表
3
1

過
去

5
年

間
の

稼
働

率
の

推
移

(
稼

働
率

=
利

用
日

数
/

利
用

可
能

日
数

)

平
成

元
年

4
月

1
日

消
費

税
の

導
入

に
伴

い
消

費
税

率
3

%
を

乗
じ

た
使

用
料

に
改

定

平
成

9
年

4
月

1
日

消
費

税
率

変
更

に
伴

い
消

費
税

率
5

%
を

乗
じ

た
使

用
料

に
改

定

平
成

16
年

4
月

1
日

展
ホ

ギ
ャ

ラ
リ

ー
の

追
加

に
よ

り
使

用
料

を
設

定

平
成

17
年

4
月

1
日

他
施

設
の

茶
室

と
の

均
衡

を
図

る
た

め
、

茶
室

使
用

料
を

改
定

平
成
22

年
4
月

1
日

金
沢

歌
劇

|
座

の
改

修
工

事
に

合
わ

せ
た

条
例

の
統

合
に

よ
り

、
会

議
室

等
の

使
用

料
を

改

A
 

平
成
26

年
4
月

1
日

消
'1'(

税
率

変
更

に
{
半
い
消
賀
'
税

率
8
%

を
乗

じ
た

使
用

料
に

改
定

闘争 う省 卦

表
32

金
沢

歌
劇

|
座

使
用

料
の

主
な

改
定

履
歴

平
成

元
年

4
月

1
日

消
'
I
'
i
'
税
の
導
入
に

{
半
い
消
費
税

率
3

%
を

乗
じ

た
使

用
料

に
改

定

平
成

9
年

4
月

1
日

消
賀
'
税

率
変

更
に
{
半
い
?
肉
質
'
税
率

5
%
を

乗
じ

た
使

用
料

に
改

定

平
成

11
年

4
月

1
日

ホ
ー

ノ
レ

以
外

の
集

会
室

等
改

修
工

事
に

伴
い

使
用

料
を

改
定

平
成

19
年

10
月

1
日

旧
中
央
公
民
館
木
多
町
館
を
歌
劇
I
J
.
藍
別
館

会
議

室
と

す
る

こ
と

に
伴

い
使

用
料

を
設

定

平
成
22

年
4
月

1
日

改
修

工
事

に
伴

い
会

議
室

等
の

使
用

料
を

改
定

平
成
26

年
4
月

1
日

消
'1'(

税
率

変
更

に
伴

い
消

'1'(
税

率
8

%
を
乗
じ
た
使
用
車
|
に
改
定

表
33

金
沢

市
文

化
ホ

ー
ノ

レ
使

用
料

の
主

な
改

定
履

歴

(
監
査
手
続
)

①
所

管
課

か
ら

関
係

資
料

の
提

供
を

受
け

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

ー l N 4 | |

bラ 期
②

金
沢

歌
劇
l鹿

を
視

察
し

、
現

地
担

当
者

に
施

設
の

利
用

申
請

か
ら

使
用

料
の

収
納

ま
で

の
業

務
手

続
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
と

と
も

に
、

関
係

書
類

を
閲

覧
し

た
。

金
沢

歌
劇

|
座

で
は

、
平

成
11
年

、
平

成
19
年

及
び

平
成
22

年
に

施
設

の
改

修
に

伴
い

使
用

料
を

改
定

し
て

い

る
が

、
直

近
の

平
成

22
年

に
お

け
る

会
議

室
等

の
新

た
な

使
用

料
に

つ
い

て
も

、
既

存
の

会
議

室
の

1
m

2
当

た

り
の

平
均

単
価

、
ま

た
、

既
存

の
施

設
等

が
な

い
場

合
に

は
、

市
の

文
化

ホ
ー

ノ
レ

等
の

類
似

施
設

の
1
ni

当
た

り
単

価
を

基
礎

に
計

算
さ

れ
て

お
り

、
改

修
に

要
し

た
賀

'
用

等
は

考
慮

さ
れ

て
い

な
し

、
。

③
減

免
に

つ
い

て
、

申
請

か
ら

承
認

ま
で

の
手

続
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

検
証

し
た

。

施
設

概
要

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
歳

入
制

定
簿

兼
収

入
原

簿
、

使
用

料
月

計
制

定
内

訳
書

、
指

定
管

理
者

選
定

関
係

資
料

、
指

定
管

理
者

収
支

報
告

書
、

料
金

改
定

設
定

関
係

資
料

等

④
使

用
料

の
算

定
資

料
を

入
手

し
、

そ
の

妥
当

性
と

見
直

し
の

履
歴

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

閲
覧

資
料

(
監
査
結
果
)

①
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

つ
い

て

現
地

視
察

を
行

っ
た

金
沢

歌
劇

座
の

利
用

申
請

か
ら

収
納

ま
で

、
の

業
務

に
つ

い
て

、
関

係
者
i類

を
jim

認
し

た

が
、

適
正

に
処

理
さ

れ
て

お
り

、
問

題
点

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
。



朝 間 開 N ∞ 有 ( 凶 吉 宗 明 ) 品 温 二 回 闘争 う省 卦 bラ 期減 N ∞ ∞ ω 羽 E q N

円
)

施
設

名
観
客
数
(
1
;
市
)

入
場

料
3
，
0
0
0
円

の
入

場
料

5
，
0
0
0
fIJ
の

入
場

料
7
，
00

0
円
の

場
合

場
合

十y
ロノ
}-
&コ

金
沢

歌
劇
l座

1，
9
19

 
3
0
8
，
8
0
0
 

3
8
6
，

 10
0
 

3
8
6
，

 10
0 

16
1 

20
1

 
2
0
1

 

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ノ
レ

8
9
9
 

19
4
，
4
0
0
 

2
4
3
，
0
0
0
 

2
4
3
，
0
0
0
 

2
16

 
2
7
0
 

2
7
0
 

金
沢

市
ア

ー
ト

ホ
ー

ノレ
3
0
8
 

13
2
，
8
4
0
 

17
7
，
12
0
 

17
7
，
12
0 

4
3
1
 

5
75

 
5
7
5
 

石
川

県
立

音
楽

堂
1，

5
6
0

 
2
5
4
，
5
6
5
 

3
3
9
，
4
2
0
 

4
2
4
，
27

5
 

16
3 

2
1
8
 

2
72

 

石
川

県
立

音
楽

堂
16
0
，
4
5
5
 

2
1
3
，
9
4
0
 

2
6
7
，
4
2
5
 

7
2
0
 

(
邦
楽
ホ
ー
ル
)

2
2
3
 

29
7

 
3
71
 

富
山

県
民

会
館

1，
 10
5

 
2
9
3
，
7
0
0
 

3
6
8
，
4
6
0
 

3
6
8
，
4
6
0
 

2
6
6
 

3
3
3
 

3
3
3
 

富
山

市
芸
術
文
化
ホ
ー
ノ
レ
(
オ

2
5
2
，
7
2
0
 

3
3
0
，
4
8
0
 

3
8
8
，
8
0
0
 

ー
バ

ー
ド

・
ホ
ー
ノ
レ
)

1，
15
6
 

2
19

 
2
8
6
 

3
3
6
 

福
井

県
立

音
楽

堂
ハ

ー
モ

ニ
1，
4
5
6
 

4
0
8
，
8
5
0
 

4
0
8
，
85

0
 

4
0
8
，
8
5
0
 

ー
ホ

ー
ノ
レ

ふ
く
し
、

2
8
1

 
28

1
 

2
8
1

 

石
川

県
文

教
会

館
5
9
0
 

91
，
4
2
0
 

9
1 ，
4
2
0
 

91
，
4
2
0
 

15
5 

15
5 

15
5 

北
図
新
聞
赤
羽
ホ
ー
/
レ

50
4 

4
7
0
，
0
0
0
 

4
70

，
0
0
0
 

4
7
0
，
0
0
0
 

9
3
3
 

9
3
3
 

9
3
3
 

39
4
，
2
0
0
 

39
4
，
2
0
0
 

39
4
，
20

0
 

本
多
の
森
ホ
ー
ノ
レ

1，
7
0
7

 
2
3
1

 
23

1
 

2
3
1

 

(
単
位

観
客

l
席

当
た

り
の

使
用

料
)

凡 又
E b e  

下
口 H 川

市 人
(
上
段

営
利

目
的

の
使

用
料

表
35

北
陸

三
県
の
主
な
芸
術
文
化
ホ
ー
/
レ
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

北
陸

三
県
の
主
な
芸
術
文
化
ホ
ー
ノ
レ

表
34

ー l N ∞ | |

施
設

使
用

料
は

、
使

用
者

が
施

設
使

用
に

伴
う

サ
ー

ビ
ス

を
享

受
し

た
こ

と
へ

の
対

佃
iで

あ
り

、
か

か
る

サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

に
い

た
る

経
費

'
の

一
部

を
負

担
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
利

用
す

る
人

と
利

用
し

な
い

人

の
負

担
の

あ
り

方
を

明
確

に
し

、
負

担
の

公
平

化
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

芸
術
文
化
ホ
ー
ノ
レ
の
運
営
に
は

、
使

用
料

収
入

を
大

き
く

上
回

る
経

費
を

要
し

て
い

る
状

況
も

踏
ま

え
、

統

一
的

な
算

定
基

準
に

基
づ

く
標

準
金

額
を

算
出

し
、

現
行

使
用

料
の

妥
当

性
を

検
証

し
た

上
で

、
設

置
目

的
や

利
用

形
態

な
ど

施
設

の
特

殊
性

、
他

の
類

似
施

設
と

の
比

較
及

び
民

間
施

設
へ

の
影

響
等

を
考

慮
、

し
な

が
ら

、

合
理

的
か

つ
適

正
な

受
読

者
負

担
と

な
る

よ
う

見
直

し
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

コ
ン

サ
ー

ト
ホ

ー
ル

1，
5
6
0席

の
ほ

か
に

邦
楽

ホ
ー

ル
72
01
需
が

あ
る

。

ホ
ー
ノ
レ

l
階

及
び

2
階

の
席

数
で

あ
る

。

旧
石

川
厚

生
年

金
会

館
と

し
て

の
開

設
は

、
昭

和
52

年
で

あ
る

。

(
注
)

1
 

2
 

3
 

ホ
ー
ノ
レ

使
用

料
(

全
日

施
設

名
設

置
者

運
営

開
設

観
客

数
利

用
/

土
日

(
席
)

祝
)

(
円
)

金
沢
歌
劇
|
座

金
沢

市
(
公
財
)
金
沢
芸
術
宕

i随
昭

和
37

年
5
月

財
団

1，
9
19

 
15
4
，
4
4
0
 

金
沢

市
文

化
ホ

ー
金

沢
市

(
公
財
)
金
沢
芸
術
創
造

昭
和

57
年

11
月

8
9
9
 

9
7
，
2
0
0
 

ノレ
財

団

金
沢

市
ア

ー
ト

ホ
金

沢
市

(
公
財
)
金
沢
芸
術
創
造

平
成

6
年

4
月

3
0
8
 

8
8
，
5
6
0
 

ーー
ノレ

財
団

石
川

県
立

音
楽

堂
石

川
県

(
公
財
)
石
川
県
音
楽
文

平
成

13
年

8
月

1，
5
6
0
 

16
9
，
7
10

 
化

振
興

事
業

団
(
注
)

1
 

富
山

県
民

会
館

富
山

県
(
公
財
)
富
山
県
文
化
振

昭
和

3
9
年

8
月

1，
10

5
 

2
0
4
，
7
0
0
 

興
財

団

富
山

市
芸

術
文

化
(
公
財
)
富
山
市
民
文
化

ホ
ー
ノ
レ
(
オ
ー
バ

富
山

市
平

成
8
年

1，
15
6 

事
業

団
(
注
)
2

 
19
4
，
4
0
0
 

ー
ド

・
ホ
ー
ノ
レ
)

福
#

県
立

音
楽

堂
(
公
財
)
福
井
県
文
化
振

ハ
ー

モ
ニ

ー
ホ

ー
福

井
県

興
事

業
団

平
成

9
年

9
月

1，
4
5
6
 

16
3
，
5
4
0
 

ノ
レ
ふ
く
し
、

(
公
財
)

(
公
財
)
石
川
県
文
教
会

石
川

県
文

教
会

館
石

川
県

文
昭

和
5
4
年

5
9
0
 

91
，
4
2
0
 

教
会

館
餓

北
図

新
聞

赤
羽

ホ
側

北
図

新
(一

財
)

北
園

芸
術

振
興

平
成

2
0
年

8
月

5
0
4
 

4
7
0
，
0
0
0
 

ーー
ノレ

聞
社

財
団

本
多
の
森
ホ
ー
ノ
レ

北
|
盗
電
力

本
多
の
森
ホ
ー
ノ
レ
運
営
委

平
成

2
1年

10
月

u朱
)

員
会

(
注
)
3

 
1，

7
0
7
 

3
9
4
，
2
0
0
 

【意
見

】

芸
術

文
化

ホ
ー

ル
使

用
料

に
つ

い
て

は
、

使
用

料
収

入
を

大
き

く
よ

回
る

経
費

を
要

し
て
い

る
状

況
も

踏
ま
え
、

統
一

的
な

算
定

基
準

に
基

づ
く

標
準

金
額

を
算

出
し、

現
行

使
用

料
の

妥
当

性
を

検
証

し
た

よ
で

、
設

置
目

的
や

利

用
形

態
な

ど
施

設
の

特
殊

性
、

他
の

類
似

施
設

と
の

比
較

及
び

民
間

施
設

へ
の

影
響

等
を

考
慮

し
な
が
ら
、

合
理

的

か
つ

適
正

な
受

益
者

負
担

と
な

る
よ

う
見

直
し

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
自
治
体

が
設

置
す

る
芸

術
文

化
ホ

ー
ル

の
使

用
料

は
低

廉
な

料
金

で
あ

る
と

言
え

る
。

仮
に
営
利
を
目
的
に
観
客
:
を
集
め
て

、
休
日

に
コ

ン
サ

ー
卜

を
開

催
し

た
場

合
の

全
日

の
使

用
料

は
以

下
の

と
お
り
で
あ
る
。

観
客

数
1，
0
0
0
人

以
上

の
場

合
、
金

沢
歌

劇
IJ坐

は
、
入
場
料

に
よ

っ
て

は
他

の
施

設
の

使
用

料
よ

り
割

高
と

い

う
場

合
も

あ
る

が
、

l
席

当
た

り
の

使
用

料
は

か
な

り
安

い
。
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(
6
)

文
化

施
設

①
施

設
の

概
要

金
沢

市
は

加
賀

百
万

石
の

城
下

1111
と

し
て

栄
え

、
市

街
地

に
は

歴
史

的
風

情
が

今
な

お
残

る
歴

史
あ

る
街

で

あ
り

、
そ

の
歴

史
に

裏
打

ち
さ

れ
た

伝
統

工
芸

や
伝

統
芸

能
等

の
文

化
が

継
承

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

数
多

く
の

文
化

人
を

輩
出

し
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

こ
れ

ら
文

化
の

仮
興

と
発

展
、
文

化
人

の
顕

彰
等

の
た

め
、
以
下
の

と
お

り
多

く
の

文
化

施
設

を
設

置
し

て
い

る
。

各
施

設
の

設
置

目
的

、
休

館
目

、
観

覧
料

や
貸

室
使

用
料

の
額

等
は

、
施

設
ご

と
の

条
例

で
定

め
ら

れ
て

い

る
。
な
お

、
各

胞
設

に
よ

り
観

覧
料

、
入

場
料

、
入
館
事
|
及
び
入
園
料
と
し
て
い
る
た
め
、
以
下
「
観
覧
料
等

」

と
す
る

。

ま
た

、
使

用
料

の
改

定
に

つ
い

て
は

、
市

の
予

算
編

成
に

お
い

て
、

3
年

間
据

置
き

に
な

っ
て

い
る

も
の

は

検
討

を
要

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
所

管
課

に
お

い
て

、
定

期
的

な
検

討
は

行
っ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、
そ

の
記

録
が

十
分

に
整

理
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、
一

連
の

経
過

が
把

握
し

づ
ら

く
、
今

後
の

改
定

等
の

検

討
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
。

こ
の

た
め

、
検

討
内

容
や

結
果

を
明

確
に

記
録

・
整

理
し

、
使
用
料

の
設

定
に

係
る
恨
拠
資

料
と
し
て
保
管

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

改
定

時
等

に
お

い
て

活
用

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

【意
見

】

芸
術

文
化

ホ
ル

使
用

料
に

関
す

る
検

討
内

容
や

結
果

を
明

確
に

記
録

・
整

理
し

、
使

用
料

の
設

定
に

係
る
根

拠

資
料

と
し

て
保

管
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
改

定
時

等
に

お
い

て
活

用
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

闘争 卦 bラ 期

施
設

名
所

在
地

開
設
年
月

開
館

時
間

建
物
延
床
商
品
t

設
置

目
的

所
蔵
品
数
(
注
)

金
沢

市
本

多
町

3
丁
目

2
番

29
号

|
昭
和

50
年

7
月

I
9

:3
0~

17
:0

0 
9
13
.0
0
n
f
 

金
沢

市
立

中
村

美
術

品
等

の
収

集
、
保

管
、

展
示

し
て

市
民

の
利

用
に

供
し
、

も
っ

て
教

養
記

念
美

術
館

の
向

上
と

文
化

の
発

展
に

寄
与

す
る

た
め

。
1，

10
1
点

金
沢

市
立

安
江

金
沢

市
東

山
1
丁
目

3
番

10
号

|
昭

和
6
0
年

6
月

1
9:

30
~

17
:0

0 
1，
3
9
2
.
74

m'
 

金
箔

工
芸

館
金

箔
工

芸
品

及
び

金
箔

に
関

す
る

資
料

を
収

集
、

保
管

、
展

不
し

て
市

民
の

3
8
7
点

利
用

に
供
し

、
も

っ
て

教
養

の
向

上
と

文
化

の
発

展
に

寄
与

す
る

た
め

。

金
沢

市
長

町
2
丁
目

2
番

4
5
号

|
平

成
冗

年
4
月

I
 9:
30

~
17

:0
0 

4
27

.
 

22
m'
 

金
沢

市
老

舗
記

歴
史

的
な

建
築

物
又

は
市

ゆ
か

り
の

文
化

的
な

資
料

を
保

存
し

、
広

く
市

民

念
館

に
公

開
す

る
こ

と
に

よ
り

、
文

化
の

向
上

と
観

光
の

振
興

に
寄

与
す

る
た

め
。

15
点

金
沢

市
卯

辰
H町
卜

10
番

地
|

平
成

元
年

1
1月

I
 9:
00
~

16
:3
0 

4
，3
6
6
.
 13
m'
 

金
沢

卯
辰

山
工

金
沢

市
の

伝
統

工
芸

の
源

流
で

あ
る

加
賀

藩
御

制
l工

所
の

果
た

し
た

機
能

と

芸
工

房
精

神
を

受
け

継
ぎ

、
伝

統
工

芸
の

継
承

と
発

展
並

び
に

芸
術

文
化

の
普

及
振

5
7
7
点

興
を

図
り

、
も

っ
て

文
化

の
向

上
に

寄
与

す
る

た
め

。

金
沢

ふ
る

さ
と

金
沢

市
下

本
多

IlIT
6
番

丁
18
番

地
I
平

成
5
年

11
月

I
9:

30
~

17
:0

0 
1，
8
3
0
.
 07
 n
f 

4
 

偉
人

館
郷

土
が

生
ん

だ
優

れ
た

先
人

を
顕

彰
し

、
そ

の
業

績
を

市
民

に
伝

え
る

と
と

92
点

も
に

、
そ

れ
ら

先
人

に
親

し
み

、
学

ぶ
た

め
。

金
沢

市
下

新
町

2
番

3
号

|
平

成
11
年

1
1月

I
 9:
3
0
~

17
:
00
 

4
3
1. 
09

m'
 

泉
鏡

花
記

念
館

郷
土

が
生

ん
だ

文
豪

泉
鏡

花
の

作
品

や
業

績
を

広
く

市
民

に
伝

え
、

そ
の

文
3
5
6
点

芸
作

品
に

親
し

み
、

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、
文

化
の

振
興

に
資

す
る

た
め

。

金
沢

市
湯

1両
町
イ

14
4
番

地
1

|
平

成
12
年

4
月

I
 9:
0
0
~

17
:3

0 
8
0
6
.
7
4
 m
' 

金
沢

湯
涌

夢
二

金
沢

湯
涌

に
ゆ

か
り

の
あ

る
両

家
、

竹
久

夢
二

の
作

品
等

の
展

示
を

通
し

て
、

館
広

く
市

民
が

芸
術

作
品

等
に

親
し

み
、

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、

文
化

の
振

興
と

6
5
6
点

観
光

に
資

す
る

た
め

。

う省

q
:
使
用
料
収
入
の
確
保
に
つ
い
て

金
沢

市
の

芸
術

文
化

ホ
ー
ノ
レ

3
館

の
過

去
5
年

間
の

使
用

料
収

入
の

推
移

を
見

る
と

、
金

沢
歌

劇
座

の
改

修

に
伴

う
休

館
が

彩
饗

し
た

平
成

22
年

度
の

使
用

料
収

入
を

除
い

て
、

ほ
ぼ

3
館

と
も

横
ば

い
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
ホ

ー
ル

稼
働

率
に

つ
い

て
も

、
過

去
5
年

間
に

お
い

て
5
0
%
か
ら

7
0
%
台

で
推

移
し

て
い

る
。

公
益

社
団

法
人

全
国

公
立

文
化

施
設

協
会

の
「

平
成

26
年

度
劇

場
、
音

楽
堂

等
の

活
動

状
況

に
関

す
る

調
査

研
究

報
告

書
J

に
よ
る
と

、
全

国
の

公
立

文
化

施
設

1，
14
0
館
に
お
け
る
最
大
ホ
ー
ノ
レ
の
年
間
平
均
稼
働
率
は

52
.2

%
、

ま
た

設
置

主
体
月

IJ
で
は

、
30
万

人
以

上
の
市

・
特

別
区

に
お

け
る

年
間

平
均

稼
働

率
が

63
.4

%
と
な

っ
て
お
り

、
金
沢
市
の
ホ
ー
ノ
レ
稼
働
率
が
全
国
的
に
み
て
も
決
し
て
低
く
な
い

こ
と
が

分
か
る

。
し
か
し

、
民

間
施

設
と

比
較

し
た

場
合

、
前

記
の

報
告

書
で

は
、

民
間

施
設

の
最

大
ホ

ー
ノ

レ
平

均
稼

働
率

は
6
5
.
9
%
と
公
立

文
化

施
設

を
上
|亘
lる

結
巣

と
な

っ
て

い
る

。

金
沢

市
内

に
は

、
近

年
車
li
し
く
石
川
県
や
民
間
に
よ
る
ホ
ー
ノ
レ
施
設
が
開
設
さ
れ
て
い
る

。
ま

た
、

交
通

基

盤
の

整
備

等
に

よ
り

、
近

|妹
都

市
と

の
距

陥
感

が
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
市
内

は
も

と
よ

り
広

域

的
な

視
点

に
立

っ
て

、
類

似
施

設
と

競
合

し
な

が
ら

施
設

運
営

を
行

っ
て

し
、

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
わ

れ

る
た
め

、
よ
り

一
層

施
設

の
利

用
を

促
進

し
、

使
用

料
収

入
の

確
保

に
向

け
た

手
立

て
を

講
じ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【意
見

]

芸
術

文
化

ホ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
広

域
的

な
視

点
に

立
っ

て
、

よ
り

一
層

施
設

の
利

用
を

促
進

し
、

使
用

料
収

入

の
確

保
に

向
け

た
手

立
て

を
講

じ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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施
設

名
所
在

地
開
設
年
月

開
館

時
間

建
物

延
床

面
積

設
[
丘
目
的

所
蔵

品
数
(
注
)

金
沢

市
本

多
附

丁
目

4
番

20
号

|
平
成

2
3
年

附
I

9
:3
0~

17
:0

0 
6
3
l. 
6
3
 m'
 

郷
土

が
生

ん
だ

仏
教

哲
学

者
鈴

木
大

拙
の

考
え

や
足

跡
を

広
く

市
民

を
は

じ

鈴
木

大
拙

館
め
国

内
外

の
人

々
に

伝
え

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
人

物
に

つ
い

て
の

理
解

を
16
5
点

深
め

る
と

と
も

に
、

思
索

の
場

と
し

て
利

用
に

供
し、

も
っ

て
文

化
の

振
興

に
資

す
る

た
め

。

(
注
)
所
蔵
品
数
に
は
美
術

工
芸

品
類

の
点

数
を

記
載

し
て
い
る
が

、
金

沢
蓄

音
器

館
に

つ
い

て
は

視
l隠

党
機

器

類
を

含
む
。

闘争 卦 bラ 期う省

芸
術

村
等

施
設

名
所
在

地
開
設
年
月

開
館

時
間

|
建

物
延

床
面

積

設
置

目
的

金
沢

市
大

和
町

1
番

1
号

|
平

成
8
年

10
月

I
 24
時

間
利

用
可

I
4
，

 
3
2
2
.

 38
 m
'

 

金
沢

市
民

芸
術

文
化

の
創

造
を

担
う

若
人

た
ち

が
集

い
、
新

た
な

市
民

芸
術

の
右

IJ
作

活
動

を
行

い
、
演
劇

、
音

楽

中、「
等

の
練

習
及

び
成

果
発

表
を

す
る

場
並

び
に

市
民

が
憩

い
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

等
の

活
ifi!J

を
行

う
場
と
し
て
利

用
に
供

し
、

も
っ

て
市

民
の

芸
術

文
化

の
振

興
等

に
苓

与
す

る
た

め
。

金
沢

市
お

し
が

金
沢

市
下
鴛
l京

IIl'
rロ

73
7番

地
|

平
成

5
年

7
月

I
 24
時
間

利
用

可
I

6
8
1. 
9
0
m'
 

は
ら

工
房

伝
統

工
芸

等
の

自
由

な
創

作
活

動
の

場
と

し
て

広
く

利
用

に
供

し
、
も

っ
て

工
芸

の
振

興
に

資
す

る
た
め

。

金
沢

市
牧

山
ガ

金
沢

市
牧

山
町

ニ
5
7番

地
|
平
成

11
年

5
月

I
 24
時
間

利
用

可
72

1.
5
2
m'

ラ
ス

工
房

ガ
ラ

ス
工

芸
の

自
由

な
創

作
活

動
の
JZ

と
し

て
広

く
利

用
に

供
し

、
も

っ
て

工
芸

の
振

興
に

資
す

る
た
め

。

金
沢

市
北

袋
Hけ

ヱ
36
番

地
|

平
成

15
年

10
月
I
 9:
00
~1
7 

0
0
 
I
 

日
1
4
.
0
0
m'

金
沢

湯
I雨
右

IJ
作

金
沢

湯
涌

の
恵

ま
れ

た
自

然
環

境
の

中
で

、
染

織
、
版

画
等

の
創

作
活

動
及

び
自
主

的
な

学
習

、

の
森

研
修

、
文

化
活

動
等

を
行

う
場

と
し

て
利

用
に

供
し

、
も

っ
て

市
民

の
文

化
の

向
上

に
資

す
る

た

め
。

施
設
名

所
在

地
開
設
年
月

開
館

H寺
問

建
物

延
床

面
続

設
置
目

的
所
蔵
品
数
(
注
)

金
沢

市
尾

張
町

2
丁
目

11
番

21
号

|
平

成
昨

7
月

I
1O

:0
0~

17
:3

0 
61

8. 
5
8
111' 

金
沢
喜
E音

若
号
館

園
内

有
数

の
歴

史
的

価
値

の
あ

る
蓄

音
器

及
び

レ
コ

ー
ド

盤
そ

の
他

の
音

楽

資
料

を
貴

重
な

文
化

的
資

料
と

し
て

保
存

し
、
広

く
市

民
に

公
開

し
、

も
っ

8
，6

3
5
点

て
文

化
の

仮
輿

に
資

す
る

た
め
。

金
沢

市
片

IIIT
2
丁
目

10
番

17
号

|
平

成
14
年

4
月

I
 9:

30
~

17
:0

0 
1，
09

8
.6
61
11

 

前
回
土

佐
守

家
加
賀
存
在
の
年
寄
役
を
代
々

担
っ

た
前

回
土

佐
守

家
に

伝
え

ら
れ

て
き

た
古

文

資
料

館
書

、
武

具
、

書
画

等
を

、
貴

重
な
歴

史
的

か
つ

文
化

的
な

資
料

と
し
て

保
存

8
2
点

し
、
及

び
広
く

市
民

に
公

開
し
、

も
っ

て
文

化
の

振
興

に
資

す
る

た
め

。

金
沢

市
千

日
町

3
番

22
号

|
平

成
U
年

8
月

I
 9
 :
 30
~
 1

 
7

 :
 

00
 

59
8
.5
01
11' 

室
生

犀
星

記
念

郷
土

が
生

ん
だ

文
豪

室
生

犀
星

の
作

品
や

業
績

を
広

く
市

民
に

伝
え

る
と

と

色白
も
に

、
市

民
が

そ
の

文
芸

作
品

に
親

し
み

、
学

ぶ
こ

と
に

よ
り

、
文
化

の
振

6
1
9
点

興
に

資
す

る
た

め
。

金
沢

市
広

坂
1
丁
目

2
番

1
号

I
平

成
16
年

10
月

I
 
展

ー覧
会

ゾ
ー

ン
17
，

 
36
3.
 7

1
 111' 

金
沢

21
世

紀
美

1
0
:
0
0
~

1
8
:
0
0
 

世
界

の
多

様
な

美
術

表
現

を
広
く

市
民

に
公

開
す

る
と

と
も

に
、
芸

術
活

動
や|
ば自

へ
の

参
画

を
通

じ
た

さ
ま

ざ
ま

な
出

会
い

及
び

交
流

の
機

会
を

提
供

し
、

も
7
0
7
点

っ
て

新
た

な
文

化
の
創

造
と

ま
ち

の
に

ぎ
わ

い
の

創
出

に
資

す
る

た
め

。

金
沢

市
東

山
1
丁
目

19
呑

1
号

|
平

成
17
年

4
月

I
 9
 :
 30
~
 1

 
7

 :
 

00
 

5
4
6
.9
01
11

 

1~
回
秋
啓
記
念

郷
土

が
生

ん
だ

文
豪

徳
岡
秋

啓
の

作
品

や
業

績
を

広
く

市
民

に
伝

え
る

と
と

企官
も
に

、
市

民
が

そ
の

文
芸

作
品

に
親

し
み

、
学
:ぶ

こ
と

に
よ

り
、
文

化
の
振

15
0
点

興
に

資
す

る
た

め
。

金
沢

市
尾

張
附

丁
目

7
番

10
号

|
平

成
17
年

11
月

I
1O

:0
0~

18
:0
0 

3
55
. 
5
5
m'

 

幾
多

の
文

学
者

を
輩

出
し

た
文

化
的

土
壌

の
中

で
、

文
芸

に
親

し
む

市
民

が

金
沢
文

芸
館

集
い

、
新

た
な

文
学

の
創

作
活
動

及
び

自
主

的
な
学
習

、
研

修
等

を
行

う
場

2
0
6
点

並
び

に
金

沢
ゆ

か
り

の
文

学
に

ふ
れ

る
場

と
し

て
利

用
に

供
し

、
も

っ
て

市

民
の

文
化

の
向

上
に

資
す

る
た

め
。

金
沢

市
広

坂
1
丁

目
2
番

25
号

|
平

成
18
年

附
I

 1O
:0
0~

18
:0
0 

1，
16
31
11
 

金
沢

の
伝

統
芸

能
で

あ
る

加
賀

宝
生

の
貴

重
な

美
術

品
そ

の
他

の
能

楽
に

fM
J

金
沢

能
楽

美
術

す
る

美
術

品
等

を
収

集
、
保

管
、
展

示
し、

伝
統

芸
能

等
の

自
主

的
な

学
習

、

研
修

等
を

行
う
場
と
し
て

利
用
に

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
文

化
の

振
興

に
資

2
4
5
点

す
る

た
め

。

金
沢

市
湯

涌
荒

屋
町

3
5番

地
1

|
平

成
2
2年

9
月

I
 9:

 00
~

17
: 3

0 
1，
9
9
8
.8

01
11

 

金
沢

湯
桶

江
戸

江
戸

期
の

建
造

物
等

で
文

化
財

で
あ

る
も

の
を

保
存

し
、
広

く
市

民
に

公
開

キ，
t

す
る

こ
と

に
よ

り
、
歴

史
及

び
文

化
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

2
点

市
民

が
学

胃
、
文

化
活

動
等

を
行

う
場

と
し

て
利

用
に

供
し

、
も

っ
て

文
化

の
向
上

に
資

す
る

た
め

。

ー l ω cー ー
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の
幸

せ
と

健
や

か
な

成
長

を
図

る
た

め
の

社
会

の
役

割
に

関
す

る
条

例
第

14
条

に
規

定
す

る
金

沢
子

ど
も

週

間
の

最
終

日
を

い
う

。
)

に
お

い
て

、
金

沢
市

民
は

観
覧

料
等

が
無

料
と

な
っ

て
い

る
。

cg
観

覧
料

等

ア
現

行
の

観
覧

料
等

観
覧

料
等

は
、

施
設

ご
と

の
個

々
の

条
例

に
お

い
て

、
以

下
の

と
お

り
定

め
ら

れ
て

い
る

。

減 N ∞∞ ω 羽 E q N

子
ど

も
の

幸
せ

と
健

や
か

な
成

長
を

図
る

た
め

の
社

会
の

役
割

に
関

す
る

条
例

(
抜

粋
)

第
14
条

金
沢

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
一

体
と

な
っ

て
子

ど
も

の
育

成
を

推
進

す
る

た
め

、
金

沢
子

ど
も

週
間

を
次
の
よ

う
に
定
め
る

。 時
期

|
 

魁
旨

10
月

の
第

2
日
曜

日
か

ら
そ

の
底

|
家

庭
、
地

域
等

に
お

け
る

子
ど

も
と

の
ふ

れ
あ

い
を

過
し

て
、
大

人
が

子
ど

後
の

土
曜

日
ま

で
の

7
日
間

|
も
に
目
を
向
け

、
共

に
話

し
合

い
、
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、
子

ど
も

の

育
成

に
つ

い
て

の
大

人
の

役
割

の
大

切
さ

を
認

識
す

る
。

闘争 卦 bラ 期う省

施
設
名

基
本

使
用

料

区
分

単
位

/
金

額

マ
ノ
レ
チ
工
房

-
午

前
0
時

か
ら

午
前

6
時

ま
で

ド
ラ

マ
工

房
-
午

前
6
時

か
ら

正
午

ま
で

ア
ー

ト
工

房
-
正

午
か

ら
午

後
6
時

ま
で

楽
屋

、
里

山
の

家
-
午
後

6
時

か
ら

午
後

12
時

ま
で

金
沢

市
民

芸
術

村
研

修
室

、
和

室
、
第

1
会

議
室

、
各

11寺
間
区
分
に
つ
き

5
40
円
~

l，
0
8
0
円

第
2
会

議
室

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

工
房

2
時
間
に
つ
き

32
4
円
~
2

，
16
0
円

パ
フ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ス

ク
エ

ア

大
和
1川

広
場

、
円

形
広

場
1
日
に
つ
き

5
40
円
~
2

，
16
0
円

ア
ト
リ
エ

1
~
5

1
月
に
つ
き

5
，4
00
円
~

10
，8

0
0
円

金
沢

市
お

し
が

は
ら

工
房

工
芸

設
備

(
陶

芸
用

窯
)

1
回
に
つ
き

3
，
24
0
円
~
6

，4
8
0
円

工
芸

設
備

(
ガ

ラ
ス
工
芸
用
)

1
日
に
つ
き

1，
6
20
円
~
4

，8
6
0
円

ア
ト

リ
エ

、
展

示
室

1
日
に
つ
き

1，
0
8
0
円

金
沢

市
牧

山
ガ

ラ
ス

工
房

研
磨

室
l
人

1
日
に
つ
き

5
4
0
円

工
芸

設
備

1
日
に
つ
き

1，
62

0
円
~
8

，6
4
0
円

-
宿

泊
者

等
以

外
の

者

午
前

、
午

後
に
つ
き

36
0
円

工
房

-
宿

泊
者

等

午
前

、
午

後
、
夜

間
の

区
分

に
つ

き
36
0

金
沢

湯
1雨
宮

1I
作

の
森

円
、
全
日

1，
0
2
0
円

交
流

研
修

棟
(第

1
研

修
室

~
午

前
、

午
後

、
佼

問
、
全

日
の

区
分

に
つ

き

第
4
研

修
室
)

10
0
円
~
3

，
2
4
0
円

ギ
ャ

ラ
リ

ー
1
、

2
1
日
に
つ
き

1，
0
8
0
円

宿
泊

棟
l
室

1
泊
に
つ
き

1，
29

0
円
~
2

，
16
0
円

表
3
7

芸
術
村

等
使

用
料

観
覧

料
等

(
個

人
)

施
設
名

高
齢

者
以

外
の

者
高
齢
者

(6
5
歳
以
上
)

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

展

3
6
0
円

(
一

般
)

2
8
0
円

金
沢

2
1
世
紀
美
術
館

2
8
0
円

(
大
学
生
)

特
別

展

2
，0

0
0
円

の
範

囲
内

で
そ

の
都

度
市

長
が

定
め

る
額

金
沢

市
立

中
村

記
念

美
術

館
、
金

沢
市

立
安
r工

金
箔

工
芸

館
、
金

沢

卯
辰

山
工

芸
工

房
、

金
沢

ふ
る

さ
と

偉
人

館
、
泉

鏡
花

記
念

館
、
金

沢
湯
涌
著
書

二
館

、
金

沢
蓄

音
器

館
、
前

田
土

佐
守

家
資

料
館

、
室

生
30

0
円

2
0
0
P:
I

 

犀
星

記
念

館
、

徳
田

秩
啓

記
念

館
、
金

沢
能

楽
美

術
館

、
金

沢
湯

涌

江
戸

村
、
鈴

木
大

拙
館

金
沢

市
老

舗
記

念
館

10
0
円

普
通

観
覧

料
10
0
円

金
沢

文
芸

館
年

間
観

覧
料

5
10

円
(
大
学
生
)

1，
0
2
0
円

(
大
学
生
以
外
の
者
)

共
通

観
覧

料
(

金
沢

市
老

舗
記

念
館

、
前
回

土
佐

守
家

資
料

館
)

3
6
0
円

2
5
0
円

共
通

観
覧

料
5
1
0
円

(
一

般
)

4
6
0
円

(
金
沢

2
1世

紀
美

術
館

(
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
展

)
、
金

沢
能

楽
美

術
館

)
4
6
0
円
(
大
学
生
)

共
通

観
覧

料

(
金
沢
市
立

中
村
記

念
美

術
館

、
金

沢
市

立
安

江
金

箔
工

芸
館

、
金

1
日
パ
ス
ポ
ー
ト

5
10
1ヰ

沢
卯

辰
山

工
芸

工
房

、
金

沢
ふ

る
さ

と
偉

人
館

、
泉

鏡
花

記
念

館
、

3
日
間
パ
ス

ポ
ー

ト
82

0
円

金
沢

湯
1雨

夢
二

館
、
金
沢
喜
子
音
器
館

、
前
回
土
佐
守
家
資
料
館
、

室
1
年

間
パ

ス
ポ

ー
ト

2
，0
5
0
円

生
犀

星
記

念
館

、
徳

田
秋

砂
記

念
館、

金
沢

文
芸

館
、
金

沢
能

楽
美

術
館

、
金

沢
湯

涌
江

戸
村

、
鈴

木
大

拙
館

)

観
覧

料
等

表
36

観
覧

料
等

に
は

、
消
費

税
及

び
地

方
1肉

質
'
税
を
含
ん
で
い
る

。

高
校

生
以

下
に

つ
い

て
は

無
料

と
な

っ
て

い
る

。

(
注
)

1
 

2
 

金
沢

文
芸

館
を

除
く

施
設

に
つ

い
て

、
団
体

(2
0
人

以
上

)
の

場
合

、
金

沢
21
世

紀
美

術
館

で
は

1
人
に

つ
き

一
般

2
8
01
'
1
(
大
学
生

22
0
円
)

と
な
っ
て
お
り

、
そ

れ
以

外
の

施
設

で
は

1
人
に
つ
き

2
5
0
円
(
高
齢
者

2
0
0
円

)
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
金
沢

21
世

紀
美

術
館

で
は

、
美

術
奨

励
の

日
(
市
民
が
よ
り
美
術
に
親
し

み
、
豊

か
な

心
を

育
む

よ
う

金
沢

21
世

紀
美
術
館
が
独
自
に
設
定
し
て
い
る
。
)
、

市
民
美

術
の

日
(
子
ど
も



施
設
名

基
本

使
用

料

区
分

単
位

/
金

頒

金
沢

市
立

中
村

記
念

美
術

館
茶

室
午

前
、

午
後

の
区
分
に
つ
き

2
，
70
0
円

~

7
，2

3
0
円

技
術

研
修

者
無
料

陶
芸

及
び

ガ
ラ

ス
の

工
房

1
人

1
日
に
つ
き

金
沢

卯
辰

山
工

芸
工

房
存
在
芸

、
染

及
ひ

金
工

の
工
房

-
短

期
技

術
研

修
者

3
，2

40
円

.
 -
!I )
t 

5
，4
00
円
~
1
0

，8
00
円

貸
釜

1
日
に
つ
き

5
，4
0
0
円

茶
室

、
和

室
午

前
1 ，
6
2
0
円
、
午
後

2
，7
0
0
円

市
民
ギ
ャ
フ
リ

A
、

B
、

控

室
1
日
に
つ
き

2
，4
60
円
~
3
0

，8
4
0
円

展
示

室
7
~

14
 

1
日
に
つ
き

2
，
7
7
0
円
~

14
，
8

10
円

金
沢

2
1世

紀
美

術
館

シ
ア
タ

21
、
出
演
者
控
室
、

午
前

、
午

後
、

夜
間

、
全

日
の

区
分

に
つ

き

楽
屋

、
会

議
室

30
0
円
~
2
4

，6
8
0
円

茶
室

午
前

、
午

後
、

夜
間

、
全

日
の

区
分

に
つ

き

2
，
7
7
0
円
~
1
6

，8
6
0
円

広
場

1
m
'
当
た
り

5
0
円

金
沢

文
芸

館
交

流
サ

ロ
ン

、
文

芸
フ

ロ
ア

午
後

6
時

か
ら

午
後

9
時

30
分

ま
で

1，
02
0

円

金
沢

能
楽

美
術

館
研

修
室

午
前

、
午

後
、

夜
間

、
全

日
の

区
分

に
つ

き

4
，

 11
0
円
~
1
5

，
42
01
工

l

朝 間 開 N ∞ 有 ( 凶 吉 宗 明 ) 品 温 二 回

る
。 ウ

観
覧

料
等

の
徴

収
時

期
及

び
徴

収
方

法

観
覧

料
等

は
観

覧
の

際
に

、
芸

術
村

等
の

基
本

使
用

料
は

使
用

の
申

込
み

の
際

に
納

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

た
だ

し
、

市
長

が
、

相
当

の
理

由
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、
観

覧
料

等
又

は
使

用
料

の
全

部
又

は

一
部

を
後

納
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

減 N ∞∞ ω 羽 E q N

③
観

覧
料

等
の

減
免

文
化
施
設
の
観
覧
車
|
等
は
個
々
の
条
例
に
お
い
て
、
「
市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
観
覧
料
等
を

減
免

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
」
旨
規
定

さ
れ
て
お
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

に
お

け
る

減
免

に
関

す
る

取
扱

い
に

つ

い
て

は
、

以
下

の
と

お
り

、
規

則
や

要
綱

に
定

め
ら

れ
て

い
る

。

闘争 卦 bラ 期う省

表
3
8

減
免

に
関

す
る

規
則

等

施
設

名
減

免
に

閲
す

る
規

則
等

-
金

沢
市

立
中

村
記

念
美

術
館

-
金

沢
市

立
安

江
金

箔
工

芸
館

-
金

沢
卯

辰
山

工
芸

工
房

-
金

沢
ふ

る
さ

と
偉

人
館

-
泉

鏡
花

記
念

館

-
金

沢
湯

涌
夢

二
館

-
金

沢
蓄

音
探

館
⑦

金
沢

市
立

博
物

館
等

施
設

入
場

料
減

免
取

扱
要

綱
-
前

回
土

佐
守

家
資

料
館

-
室

生
犀

星
記

念
館

-
徳

田
秋

殻
記

念
館

-
金

沢
文

芸
館

-
金

沢
能

楽
美

術
館

-
金

沢
湯

涌
江

戸
村

-
鈴

木
大

拙
飴

-
金

沢
21

世
紀

美
術

館
¢

金
沢

2
1-
ut
紀
美

術
館

条
例

施
行

規
則

|

-
金
沢
市
老
街
I
i
記
念
館

。
金

沢
市

歴
史

的
観

光
施

設
観

覧
料

及
び

観
光

駐
車

場
駐

車

料
金

減
免

取
扱

婆
綱

(
注
)
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
含
ん
で
い
る

。

中
村

記
念

美
術

館
入

場
料

改
定

の
推

移

平
成

元
年

4
月

1
日

高
校

生
以

上
位

|
人

2
5
0
円
→

30
0
円

(
団

体
20
0
円
→

25
0
円
)

小
中

学
生

個
人

13
0
円
→

15
0
円

(
団

体
10
0
円
→

12
0
円
)

小
中

高
校

生
無

料

高
齢

者
(6
5歳

以
上
)

観
覧
料
等
の
改
定

平
成

4
年

10
月

1
日

平
成

13
年

4
月

1
日

イ

ー l ω N | |

観
覧

料
等

の
改

定
に

つ
い

て
は

、
過

去
に

3
巨
l行

わ
れ

て
い

る
。

平
成

元
年

に
は

、
消
?s:
税
導
入
を
機
に
、

消
費

税
率

3
%
を
含
む

50
円

の
値

上
げ

を
行

い
、

平
成

4
年

は
、

学
校

週
5

日
制
の
導
入
に
伴
し
、
小
中
高
校
生

を
無
料
と
し
、
平
成

13
年
は
、
高
齢
者
の
利
用
促
進
を
図
る
目
的
に
、

10
0
円
の

値
下

げ
を

行
っ

た
も

の
で

あ
る

o

こ
れ

以
外

に
、

平
成

9
年

、
平

成
2
6年

に
消

費
税

率
が

そ
れ

ぞ
れ

5
%
、

8
%
に

変
更

と
な

っ
た

こ
と
に
伴

い
、

改
定

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

平
成

2
6年

の
消
?s:
税

法
改

正
に

伴
う

使
用

料
の

改
定

に
つ

い
て

は
、
固

か

ら
の

通
知

「
消

費
税

率
(

国
・
地

方
)

の
引

上
げ

に
伴

う
公

の
施

設
の

使
用

料
・
利

用
料

金
等

の
対

応
に

つ
い

て
」
に
基
づ
き
、
原
則
、
全
て
の
使
用
料
に
つ
い
て

5
%
か
ら

8
%
へ
の
引
上
げ
分
を
使
用
料
に
転
嫁
し
た
が
、

10
円

未
満

の
端

数
を

切
り

捨
て

て
い

る
た

め
、
観

覧
料

等
が

3
0
0
円

の
施

設
に

関
し

て
は

、
据

世
き

と
な

っ
て

い

個
人

3
0
0
円
→

2
0
0
円


